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はじめに 

 

 

東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所の事故により、国のエネルギ

ー政策の見直しやそれに伴う再生可能エネルギーへの期待と推進の機運が高まり、国

や被災県の復興施策においてもその必要性が問われている。 

具体的には、国の「東日本大震災からの復興の基本方針（H23.7.29）」では再生

可能エネルギー関連産業の集積、福島県の復興ビジョン（H23.8）においては、再生

可能エネルギーのプロジェクトの推進といったように、再生可能エネルギーは復興

計画の重点項目であり、推進・普及、関連産業の雇用創出が復興のカギを握ってい

る。 

このような背景のもと、本校が工業分野をもつ被災県の専門学校として、被災地

の復興に必要な人材---再生可能エネルギーの知識と技術を持った若い技術者を輩出

することが、教育機関としての使命であり今の福島に必要なことである。 

事業の核となる試行講座では再生可能エネルギーの中の太陽光発電と風力発電に

焦点を当て、学科と実習を行った。この分野はまだ教育のプログラムが確立されて

おらず、文字通り試行錯誤の中、内容の構築をして行った。これは推進協議会・分

科会の委員の皆様をはじめ、大学、企業、地元自治体の方々の協力がなければ成し

得なかったものである。この場を借りて御礼を申し上げたい。そして、講座は 3週

間にわたり本校の電気電子工学科 1 年生に対して実施されたが、春休み期間中にも

かかわらず欠席はほとんどなく、意欲的に取り組んでくれた学生諸君にも感謝しな

ければならない。 

今回の事業で開発された再生可能エネルギー分野の即戦力となる人材を育成する

カリキュラムは、次年度も福島県、企業、大学、研究機関等との連携を強化するこ

とでさらに発展させ、全国に普及させていきたい。 
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「東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業」事業計画書 

 

1.事業の概要        

（１）事業名 

再生可能エネルギー・スマートグリット分野技術者育成事業 

（２）メニュー・分野 

 

メニュー 

1-②産業界の高度化等において必要な専門人材育成のための人材育成コース試行導入等 【中長期】 

 

「その他」分野名 

再生可能エネルギー・スマートグリット 

 

（４）事業実施期間 

平成 24 年 1 月 16 日～平成 24 年 3 月 31 日 

 

（５）事業の概要 

工業分野の専門学校として、これからの成長分野である太陽光や風力発電等の再生可能エネルギー、被災

地の街づくりにおいて推進が見込まれるスマートグリッド分野についての関連する知識や技術を習得できる

中長期的な人材の育成教育プログラムの開発・開設を産官と連携し開発・実証する。 

 

①人材ニーズにあった必要な知識・技術を検討し具体的な教育プログラム・教育モデル（案）を開発する。 

②上記プログラムを本校既存学科に反映させ、実証を行い推進協議会で評価し、必要に応じて改善する。 

③改善したカリキュラムの実証を繰り返し人材ニーズにあった新しい教育プログラムを完成させる。 

④完成した教育プログラムを全国に普及する。 

平成 23 年度は上記①を推進協議会で検討し策定する。 

平成 24 年度以降に上記②～④を検討し実証する。 
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２．文部科学省との連絡担当者      

 

所属・役職

024－956－0030 024－956－0013

氏名

963－8811 福島県郡山市方八町二丁目4－15

学校法人新潟総合学院　専門学校国際情報工科大学校　教務部長

E-mail

所在地郵便番号

電話番号

村上　史成

FAX番号

murakami.fuminari@nsg.gr.jp
 

 

３．事業内容の説明       

 

（１）事業の目的 

東日本大震災および原子力災害事故により、国のエネルギー政策の見直しやそれに伴う再生可能エネルギ

ーへの期待と推進の機運が高まり、国や被災県の復興施策においてもその必要性が問われている。 

具体的には、 

①国の「東日本大震災からの復興の基本方針（H23.7.29）」において、復興を支える人材育成の項目でエネル

ギー等、成長分野における職業訓練の実施や、復興を牽引する人材育成のための先進的な教育の実施が

盛り込まれている。また再生可能エネルギーの利用促進・導入の項目では、太陽光や風力発電設置の実証

研究やスマートコミュニティの地域導入促進などが地域再生の要素となっている。 

②福島県の復興ビジョン（H23.8）においても、基本理念および復興に向けた主要施策（ふくしまの未来を見据

えた対応）の中で、再生可能エネルギーの飛躍的推進・普及、関連産業の雇用創出が掲げられ,分科会での

検討が行われている。 

 以上により、本校が工業分野をもつ被災県の専門学校として、これまでの既存の人材育成に加えて、これか

らの福島をはじめとした被災地の復興・復旧、街づくりに必要な分野の人材育成に携わることは地域の教育

機関としての使命であり、地域貢献であると考える。 

このような状況を踏まえ、本事業では本分野に精通する学識経験者、地元自治体、企業と連携し、即戦力の

人材育成に必要な新プログラムの開発を行い、本校既存学科に反映させ実証を行う。開発したカリキュラム

は推進協議会による評価を実施し、必要に応じて改善し、全国に普及する。 
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（２）教育プログラム・教材の開発内容等 

成長分野である太陽光や風力発電等の再生可能エネルギー、被災地の街づくりにおいて推進が見込まれる

スマートグリッド分野についての関連する知識や技術を習得できる中長期的な人材の育成教育プログラムの

開発。 

①再生可能エネルギー対応の電気施工技術者育成プログラム。【H23 年度検討試行⇒H24 年度実証】 

②電気自動車のテレマティクスをスマートシティに活用する際に必要な技術者育成プログラム。 

   【H24 年度検討実証】 

③スマートグリッドに対応する IT 技術者育成プログラム。【H24 年度検討実証】 

上記①～③を組み合わせ総合的な技術・知識を持つ新しい技術者育成のプログラムを完成させる。【H24 年

度完成】 

 

（３）地域の人材ニーズの状況、事業の必要性等 

福島県の復興ビジョンの基本理念および主要施策において、再生可能エネルギーの飛躍的推進による新た

な社会づくりとして同エネルギーの家庭・企業・団体への普及やスマートグリッド等の地域モデルの構築が謳

われ、その推進の重要性が認識される中で、今後の人材育成の視点を考慮すると、再生可能エネルギー・ス

マートグリット分野の知識を持ったインフラ整備に従事する施工技術者の人材ニーズ・必要性は高まると推測

する。 

本校は電気・IT・自動車・建築分野を持つ専門学校であり、これまでの既存ノウハウを活かしながら、これらの

分野の人材育成に取り組むことで地域に貢献し、地域の教育機関としての使命を果たしたい。 
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（４）実証講座等の内容 

（２）記載の①再生可能エネルギー対応の電気施工技術者育成プログラム開発に必要な実証講座を推進協

議会で検討し内容を作成するため、H23 本事業で試行的な講座を開設する。講座の運用は外部講師を招聘

し実施する。 

 

試行講座の内容・構成・人員

受講人員
専門学校国際情報工科大学校　

電気電子工学科　1年生　　10名

開設する講座の内容、時間数

（１）太陽光モジュール施工講座
＜座学＞ 太陽光モジュールの種類 6時間

太陽光モジュールの設置工法 12時間

太陽光発電の電力運用管理 4時間

法令 2時間

＜実習＞ 太陽光モジュール設置施工実習 24時間

太陽光発電の電力運用管理 12時間

　　合　計　　　　　　 60時間

（２）風力発電施工講座
＜座学＞ 風力発電の種類 6時間

風力発電装置の設置工法 12時間

風力発電の電力運用管理 4時間

法令 2時間
＜実習＞ 風力発電装置設置施工実習 24時間

風力発電の電力運用管理 12時間

　　合　計　　　　　　 60時間

開設期間 時期 2月3週 2月4週 3月1週 3月2週

内容 座学 座学 座学 座学
実習 実習 実習 実習

時間 30時間 30時間 30時間 30時間

太陽光 太陽光 風力 風力
 

 

（５）成果の普及・平成２４年度以降の事業展開の予定（自校・他校・企業・団体・地域との関係） 

平成 23 年度本事業で本分野に精通する学識経験者、地元自治体、企業と連携し、人材育成に必要な新プロ

グラムの（案）を検討策定する。 

平成 24 年度以降、本校既存学科に反映させ実証を行い、推進協議会による評価を実施し、必要に応じて改

善し、完成した新プログラムは全国の専門学校に普及する。 
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４．事業のスケジュール       

初旬 上旬 中旬 下旬 末 初旬 上旬 中旬 下旬 末 初旬 上旬 中旬 下旬 末

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

●

１月 ２月 ３月

開発

試行講座

協議会

成果発表会

分科会

調査

 

５．事業実施体制        

（ １） 推進協議会の構成

（ ２） 分科会の構成（ 設置は任意）

（ ３） 事業実施協力専修学校・ 企業・ 団体等

プログラム開発

専門学校国際情報工科大学校 村上　史成 運営担当者

福島県運営責任者

福島県

福島県

新潟県

福島県

プログラム開発

プログラム開発

IMAGE　STUDIO 村山　隆

新潟工科専門学校

株式会社エービーシステム

プログラム開発

プログラム評価

福島県プログラム開発

プログラム開発 福島県

福島県コーディネータ

役割等 都道府県

福島県

福島県

福島県

新潟県

プログラム評価

プログラム評価

福島県

福島県株式会社エービーシステム 羽田　篤史 プログラム開発

有限会社東北ヤマニガス 國分　文男

新潟工科専門学校 仁多見　透

村山　隆

新潟県

専門学校国際情報工科大学校

専門学校国際情報工科大学校

専門学校国際情報工科大学校

水野　和哉

内田　章

組織名 代表者

専門学校国際情報工科大学校 運営担当者 福島県

内田　章

和田　秀勝

村山　隆IMAGE　STUDIO

村上　史成

代表者

福島県産業創出課

福島県福島大学共生システム理工学類　教授 佐藤　理夫

関根　義孝

仁多見　透

都道府県

運営責任者

水野　和哉

関根　義孝

役割等組織名 都道府県

福島県

福島県

福島県

福島県

役割等

プログラム開発

コーディネータ 福島県

福島県

日本大学工学部機械工学科 西本　哲也

株式会社エービーシステム 高村　明

福島県

福島大学共生システム理工学類 佐藤　理夫

羽田　篤史

専門学校国際情報工科大学校 和田　秀勝

組織名

IMAGE　STUDIO

専門学校国際情報工科大学校

新潟工科専門学校

専門学校国際情報工科大学校

仁多見　透

代表者

福島県産業創出課

日本大学工学部機械工学科準教授 西本　哲也
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平成 24 年 2 月 6 日 

第１回 推進協議会 議事録 

 

開催日時：平成 24年 2月 3日（金）13:30～15:30 

会場：郡山ビューホテルアネックス 5階菊の間 

出席者： 

福島大学共生システム理工学類 教授 佐藤 理夫 様 

福島県商工労働部産業創出課 関根 義孝 様 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

新潟工科専門学校 仁多見 透 様 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

専門学校国際情報工科大学校 佐藤 慶多 

イメージスタジオ 村山 隆 （記録） 

議題： 

１． 運営責任者挨拶及び事業概要説明 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

 

２．推進協議委員紹介 

 

３． 再生可能エネルギー事業に関する福島県の取り組み 

福島県商工労働部産業創出課 関根 義孝 様 

 

４． 再生可能エネルギー事業の現状・人材育成の必要性 

福島大学共生システム理工学類 産業システム工学専攻 

教授 佐藤 理夫 様 

 

５． 企業から見た、再生可能エネルギー事業に求められる技術者像 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

 

６．今後のスケジュール・技術者養成講座素案提示 

 

７．意見交換 

８．その他 
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概 要 

平成 23年度文部科学省委託推進事業「東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成事業」

において専門学校国際情報工科大学校が取り組む「再生可能エネルギー・スマートグリッド分野

技術者育成事業」の第 1回協議会が、郡山ビューホテルアネックスにおいて 2月 3日に行われた。 

 冒頭、運営責任者である専門学校国際情報工科大学校 水野和哉副校長より事業概要の説明が

あり、「原子力に変わるエネルギーとして注目されている再生可能エネルギー・スマートグリッ

ドは被災三県の復興計画の中でも重要な位置づけがされており、同時に人材の育成も急務である。

この事業に関わるのは唯一本校のみであり、学識経験者、地元自治体、企業等と連携し、人材育

成プログラムを開発し、ひいては全国にこの開発内容を普及させていきたい。」とこの事業の意

義を訴えた。 

 続いて福島県商工労働部産業創出課の関根義孝主任主査より、福島県の復興計画事業である再

生可能エネルギー推進プロジェクトと国の平成23年度第 3次補正予算における再生可能エネルギ

ー関連産業の集積施策についての概要説明があった。 

 福島大学共生システム理工学類 佐藤理夫教授からは同事業の現状や人材育成の必要性につい

ての意見が述べられ、福島発の新しい技術を持つ企業や地域に適した提案ができる技術者が必要

とされているといった具体的なビジョンが示された。 

 関連業種の地元企業である株式会社エービーシステムマネージャーの羽田篤史氏からは同事業

に関わる技術者の育成に寄せる期待は大きく、福島の復興に共に力を合わせていきたいとの話が

あった。 

 最後に、次週より開始される試行講座に向けて質疑忚答や意見交換がなされ、確認の後閉会と

なった。 
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議題１ 運営責任者挨拶及び事業概要説明 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

 

・平成 23年度第 3次補正予算（専修・各種学校関係）について 

・平成 23年度「東日本大震災からの復旧・復校を担う専門人材育成支援事業」選定取組一覧 福

島県分 1億 8400万円 15件で 24年度も継続 

・採択された事業の中で再生可能エネルギー、スマートグリッドに関する事業は本校のみである。

震災と原発事故以降、この分野は原子力に変わるエネルギーとして注目され、被災三県の復興計

画の中でも拡充の動きがあり、同時に人材育成も必要とされている。工業分野を持っている本校

としても、積極的に取り組んでいくべき事業だと考え、手を上げた次第である。次年度も継続す

る予定であり、本校の教員・学生と共に人材育成のプログラムを作り上げて行く上でも、是非、

皆様のご協力をいただきたい。 

・事業計画書の説明 

・期間・概要・事業目的 

・福島県の復興ビジョン（H23.8)「再生可能エネルギーの飛躍的促進、関連産業の雇用創出」 

 

議題２ 推進協議委員紹介 

 

福島県商工労働部産業創出課 関根 義孝 様 

県では 12月 27日に復興計画を作成し、再生可能エネルギーは重点プロジェクトの 1つである。

現在エネルギー導入の推進、産業の育成に取り組んでいる。人材育成の点でこのプログラムに期

待している。 

 

福島大学共生システム理工学類 産業システム工学専攻 教授 佐藤 理夫 様 

物質とエネルギーがどう動いて何を生み出しているのかを解析することを専門にしているのでい

ろいろな技術にちょっとずつからんでいる。 

 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

金型システムにかかわっている会社。再生可能エネルギー、LED蛍光灯の取り扱いを開始。 

 

新潟工科専門学校 仁多見 透 様 

エネルギー関係の学科が 24年度からスタート。電気電子工学科もあり電気とエネルギーの関わ

りを真剣に考えて、このテーマを取り入れていきたい。 
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専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

放射線工学科の立ち上げの業務も行っている。新しいエネルギーにどうかかわっていくかはとて

も重要で、人材の育成が急務である。 

 

議題３ 再生可能エネルギー事業に関する福島県の取り組み  

福島県商工労働部産業創出課 関根 義孝 様 

 

・再生可能エネルギー推進プロジェクト 

・目指す姿、プロジェクトの内容 

・福島県は再生可能エネルギーの資源が多い。できるだけ活用していく 

・県復興計画より 再生可能エネルギー関連産業の集積施策（第 3次補正関連）について 

・再生可能エネルギーの推進（市場拡大） 

・企業立地促進施策の強化 

・再生可能エネルギーを活用したまちづくり 

・研究開発拠点の整備 

 

上図：福島県 商工労働部産業創出課より 
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上図：福島県 復興計画重点プロジェクトより 
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議題４ 再生可能エネルギー事業の現状・人材育成の必要性 

福島大学共生システム理工学類 産業システム工学専攻 教授 佐藤 理夫 様 

 

・農林水産省 バイオマス関連 農業用太陽光発電  

・教育機関の現状 

福島大学 うつくしまふくしま未来支援センター 1億 5千万 文科省 

被災者支援 被災地復興 子どもの教育支援 教育学的要素 

地震の評価 地域エネルギーの活用 放射線対策 (医学を除く） 

地域貢献のための組織なので遠慮なく活用していただきたい。 

 

・産業創出 

リソース、人的交流を図る、 

大学院の研究科に再生可能エネルギー分野を作った 

高度な専門教育を 大学の研究機関 

地域との交流 

 

・福島の現状 

2009年の調査では県内の消費電力の 20%は再生可能エネルギーである。 

日本全体の目標を 2020年に 10%に、県では 30%の目標にしようというビジョンを策定していたと

ころに震災が起きた。公表を延期してその見直しがほぼまとまってきたところである。 

産業創出の内容を加えて復興ビジョンを盛り込んで新しいビジョンとして公表してスタートしよ

うとしているところである。福島では日本一の物が二つあって布引高原の風力発電所と柳津の地

熱発電所 1基あたりの出力である。また、会津地方に多くある水力発電所が戦前の日本の電力を

支えていた実績もある。原発ができたから福島が電気のふるさとなったわけではなく、そのよう

な歴史的な経緯もある。福島県は首都圏から近いという立地もあり安く高品質で作るということ

で定評があり、工業出荷額は東北で No.1である。再生可能エネルギーがこれから飛躍的に伸び

るとして、部品供給やメインテナンスの人材が多く雇用され供給されるだけではなく、開発力を

持った企業がウインドファームなどに集積してぜひ福島発の技術を創り出して欲しい。 

・人材に関してはこの分野は技術の変化が早く、関連する補助事業や法律、規制の変化も早いの

が特徴である。技術や知識を身につけた即戦力の人材はもちろん必要だが、彼らには新しいもの

を常に吸収し対忚していく力を持つことを教えなければならない。また、地域性が非常に強いこ

とも大きな特徴である。例えば風力発電では騒音が出ることもあり、施設の周辺に対する配慮が
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できた上でその地域やユーザーに最適な提案ができる資質を持ち合わせる技術者の養成が必要で

ある。 

・福島大学をはじめ、私たちの研究機関を利用していただき、相互交流を図りながらいっしょに

人材を育てていきたい。 

 

議題５ 企業から見た、再生可能エネルギー事業に求められる技術者像 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

 

技術だけではなく、自分から仕事が探せる、何事にも前向きに取り組める人材がこのカリキュラ

ムで育成できたらと思う。再生可能エネルギーや Co2削減などの新しい分野に関連する商品やサ

ービスを福島の未来を担っていける人材を共に作っていけるよう、協力していきたい。 

 

議題６ 今後のスケジュール・技術者養成講座素案提示 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 

・事業実施スケジュールの確認 協議会 分科会 試行講座 視察 事業報告会 

・講座カリキュラム素案の提示 
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議題７・８ 意見交換 その他 

 

水野：他に事業にかかわる県内企業について情報はあるか 

関根：スマートコミュニティ実証試験は被災 3県で導入促進 

ウインドファーム実証研究 まもなく詳細を発表する。実施主体は大手商社。 

場所は楢葉沖 37Km。ここでは 7～8m/秒の風速があり必要な条件を満たす。 

5千～1億万 Kwのポテンシャルがある 

当面 200万 Kwがターゲット 100万 Kw＝県内の電力 

原発事故で使えない送電線を使い、東電の需要に忚える。 

建設時期は 6月～8月。穏やかで風が弱い。 

沿岸地域に産業を集積する。企業誘致し、研究開発や、認証機関を含めた一体的な施設を作って

いく。 

 

水野：採算性を含めて事業の将来性について 

佐藤：単にエネルギーの量で比較はできない。技術者のウエイトからすると太陽光が一番大きい

のでは。 

 

羽田：安全・衛生の講習が必要なのでは。 

村上：太陽光パネルは模擬屋根に施工するので実際の屋根には登らないが、是非取り入れていき

たい。 

 

仁多見：最終的な成果は具体的にどのような形になるのか。 

村上：ソーラー発電のモニターで確認し管理する。 

水野：学校の蛍光灯の電力をまかなうとか。 

内田：就職面ではソーラーパネル営業の求人が増えているが営業職がほとんどで、学生は技術者

であるので忚募ができない。指導する側も未知の部分が多かったが、今後、進路指導につなげて

いき求人に対忚できるようにしたい。 

水野：就職に向けての授業もカリキュラムの中に必要。 

仁多見：受講した学生が再生可能エネルギーについて理解し、その重要性や知識の深まり方や気

持ちの変化についても知っておきたい。 

水野：学生自身に考えさせることも必要。レポート、アンケートの実施を考えていく。 
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羽田：設計・施工は重要である。施工ミスをなくすには屋根など建築の知識も必要。載せられな

い屋根があったり、クレームは雨漏りが大半である。 

佐藤：新築は考慮されて設計されているが、パネルを取り付けることを想定していない既存の屋

根に取り付ける場合は屋根の種類とかが問題になる。 

羽田：屋根に関しては 2時間程度の内容でいい。現場では工務店や電気工事会社がうまく連携し

ている。 

 

佐藤：実習の発電には負荷はどの程度か。 

村上：40枚を同時にではなく、一人あたり 4枚程度の施工で考えている。 

佐藤：出力が目に見える形で、どこかの電気を作っているのが実感できるようになるのか。 

内田：発電量を見ながら実際の負荷は設定するが、4坪の小屋につないで照明の稼働をすること

になる見込。 

佐藤：この時期だと雪や寒さの問題があるが実習場所は？ 

内田：屋内で面積は 80平方メートルある。可動式の模擬屋根を外に持ち出す。 

佐藤：8枚ぐらいを直列に？ 

内田：1枚 200w、曇りだと 100～120w程度。ちょうど学校にある可搬型のモジュールとパワーコ

ンとインバータと蓄電池も使用する。4坪小屋の負荷の総量が 2.5Kw位。本来であればそこに蓄

電池のシステムを併用して学生が実際に泊まるなり生活ができるような電気がつくれれば楽しい

が現状では困難。 

 

仁多見：視察についての予定は。 

村上：ヤマニガス埼玉で同様の講座を開催しているので見学したい。NIT（新潟工科専門学校）の

実習施設見学。 

次年度以降もスマートハウスなど先駆的なところを。 

佐藤：郡山には日大ロハスの家などがある。 

 

村上：閉会のことば 

 

以上 
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平成 24年 2月 10日 

 

第２回 分科会 議事録 

 

開催日時：平成 24 年 2 月 10 日（金）13:30～15:30 

会場：郡山ビューホテルアネックス 5 階菊の間 

出席者： 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 和田 秀勝 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

イメージスタジオ 村山 隆 （記録） 

議題： 

 

１．試行講座準備状況報告 カリキュラム・時間割・担当講師・教材など 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 

 

２．プログラム開発経過報告と意見交換 

  再生可能エネルギー分野関連業界の状況について報告 

  コーディネーター 村山 隆 

 

３．今後のスケジュールの確認 

 

４．意見交換 

 

５．その他 

以上 
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議題１試行講座準備状況報告  

(1) 太陽光発電講座関連 

１）カリキュラム・授業内容・担当講師 

（東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業）

学生数

科目 時間（目安）

再生可能エネルギー
と環境

2時間

スマートグリッド基礎 3時間

太陽光発電基礎 6時間

エコロジーと環境政策 1時間

太陽光発電機器 2時間

太陽光発電効果 1時間

太陽光発電積算 1時間

太陽光発電設計 3時間

太陽光発電施工 3時間

安全衛生 2時間

設計実習 6時間

施工実習 30時間

60時間

太陽光発電施工講座カリキュラム（素案）

専門学校　国際情報工科大学校

学科名 電気電子工学科 10名

主な機械設備 太陽光モジュール40枚、パワーコンディショナー４台、ソーラー発電モニター4台、電流センサー4組等。

講座期間 平成24年2月13日～平成24年2月24日 習得技術 太陽光発電設備の設置・運用

主な科目の概要

学
科

エネルギー問題、環境問題及び環境に関する現状把握と太陽光発電など再生可能エネ
ルギーの必要性など。

太陽光発電システムを構成する各機器の意味と役割、設置条件など構成機器類の関す
る知識

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

実機モジュールの屋根への設置技術体得。模擬屋根への取り付けを実践。

計

設備費用の償却、光熱費の削減効果、売電による導入効果のシュミレーション演習

スマートグリッドの定義、目的、国際標準化活動、社会環境問題、電力システム

環境政策及び環境に関する法規、環境関連ビジネスや環境技術に関する知識

電気と発電の基礎、モジュールの仕組み、セルの発電実験、測定機器の使い方など電
気に関する一般基礎と、太陽光発電システムの構成と系統の整合性、連携の条件、主
要太陽電池メーカーの仕様・特徴

積算方法を習得し見積書の作成の演習

CADを用いた図面作成。
実
習

屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異なる施工方法とその
特徴の知識

家屋屋根の採寸、システムレイアウト概図作成。

 

村上：協議会の意見を取り入れ作成した。安全衛生、設計 CADを入れた。 
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２）時間割 

太陽光モジュール施工講座

2月13日 2月14日 2月15日 2月16日 2月17日 2月20日 2月21日 2月22日 2月23日 2月24日
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

オリエンテーショ ン

太陽光発電

効果

太陽光発電

積算

スマートグリッド

再生可能
エネルギー

安全衛生

太陽光発電
施工

太陽光発電
設計

太陽光発電
機器

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

電気実習

１時限

太陽光発電
基礎

２時限

３時限

４時限

５時限

６時限

 

村上：2/13(月)開始。オリエンテーションで学生に説明したのち、2・3時間目に佐藤教授が担当。

14(火)基礎の概論は村山が担当。 

2/15（水）住宅用太陽光発電システム会社に依頼予定。安全衛生は羽田氏に依頼。 

16（木）CAD建築系 WiZで対応。 

３）教材 

・太陽電池モジュール 前回会議資料参照 

・「トコトンやさしい太陽エネルギー発電の本」 山﨑耕造 著 日刊工業新聞社 刊 

 選定理由：詳細で図版が多く学生に理解しやすい内容であるため 

・設計施工の内容は、オーム社「太陽光発電システムの設計と 施工」が適している。 

村上：実習教材のメーカーからも資料を取り寄せるので使っていく。 
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(2)風力発電モジュール講座関連 

１）カリキュラム・授業内容・担当講師 

（東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業）

学生数

科目 時間（目安）

風力発電概要 10時間

風力発電と社会 2時間

風力発電の導入 3時間

開発・事業計画 3時間

風力発電の建設 3時間

風力発電の
運転と保守

6時間

風力発電機 3時間

グループワークと
成果発表

6時間

施工実習 12時間

運用実習 12時間

60時間

環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連を経て立案される事業計画について学
ぶ

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送の知識を学び導入のプロセスを理解する

風力発電ユニットの設置
実
習

発電機の原理と電気の専門的な知識

発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスの知識

グループディスカッションをし発表　アンケート記入　総括

風力発電ユニットの運用・保守

計

主な機械設備 風力発電組立ユニット10基（ブレード、ハブ、主軸、プーリ、設置台、発電機）

講座期間 平成24年2月13日～平成24年2月24日 習得技術 風力発電設備の設置・運用

主な科目の概要

学
科

世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能など
の基礎知識を習得する

輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程を理解する

風力発電施工講座カリキュラム（素案）

専門学校　国際情報工科大学校

学科名 電気電子工学科 10名

 

 

村山：時間割は作成中。太陽光と比べ設備の規模が大きい。風況調査と立地調査で約 1年かかる。

これをもとに事業計画を作成する。調査、開発、建設、運用の各局面での知識が必要。今回は自

作風力発電というレベルの実習だが、各フェーズでの理解を目指したい。 
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２）教材 

・風力発電ユニット一式 

風力発電ブレード　（TWU-BLADE）

風力発電ハブユニット　耐候性向上品　（TWU-H02UNIT） 風力発電設置台ユニット　耐候性向上品　（TWU-D02UNIT）

風力発電主軸ユニット　耐候性向上品　（TWU-S02UNIT) モーター発電機　耐候性向上品　（KMB77型90V防滴タイプ）

風力発電プーリユニット　（TWU-P01UNIT) インバーター　三菱電機　（FR-D720-0.2K）

 

・「トコトンやさしい風力発電の本」 牛山泉 著 日刊工業新聞社 刊 

※24 年度事業のために 

「スマートグリッド教科書」 インプレス標準教科書 
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議題２プログラム開発経過報告と意見交換 

  再生可能エネルギー分野関連業界の状況について報告 

 

(1)太陽光発電関連 

１．カリキュラム・授業内容についてほぼ確定。教材発注済み、納期確認 OK 

２．講師依頼  確定後時間割最終調整 

３．新エネルギー財団 ENF：経産省の補助で人材育成の研修会を運営 

  詳細な太陽光と風力に関する導入資料を入手 

４．21世紀政策研究所「原子力、再生可能エネルギー等に関するデータ集」 

  昨年 11月発行の最新かつ有効なデータである 

５．Webサイト 「環境ビジネス.jp」 

  運営：株式会社 日本ビジネス出版「月刊環境ビジネス」の出版社 

(2)風力発電関連 

１．カリキュラム・授業内容案を作成 

２．情報収集作業等 業界研究  

 

村山：環境.comのサイトより得た情報で見学視察の候補としてどうか 
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以下得られた企業などの情報 

 

「風力発電トレーニングセンター」関連企業 

・日本風力開発株式会社  発電所の開発 六ヶ所村の施設に関連   

・イオスエンジニアリング＆サービス  東京新橋 六ヶ所村の養成施設を運営 

・酉島製作所   高槻市 風力発電システムをトータルで行う 

・三井造船昭島   洋上風力発電システム   

・守山ディーゼル   青森県 メンテナンス人材育成事業    

 

【講師依頼について】協議会参加企業以外の候補として    

ウインドパワー  ＊福島で小型風力発電システムを販売   

村山：福島なので依頼してどうか。 

村上：お願いしたい。 

津川製作所  ＊購入したユニットの販売元 大阪  

村上：できないとの返答があった 

三菱重工  大手   

日本風力発電協会 JWPA 講演会 シンポジウム イベントなど運営  

東都エンジニアリングサービス 東京神田 風力発電施設にメンテナンス技術者派遣 

              布引も？ 

議題３ 今後のスケジュール確認 連絡事項 

村上：次回 17(金)協議会は 21（火）に変更に 

一同了承した 

議題４・５ 意見交換 その他 

なし 

閉会 
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平成 24 年 2 月 21 日 

 

第２回 推進協議会 議事録 

 

開催日時：平成 24 年 2 月 21 日（火）13:30～15:30 

会場：郡山ビューホテルアネックス 5 階コスモス 

出席者： 

福島大学共生システム理工学類 教授 佐藤 理夫 様 

日本大学工学部機械工学科 准教授 西本 哲也 様 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

専門学校国際情報工科大学校 和田 秀勝 

イメージスタジオ 村山 隆 （記録） 

議題： 

 

１．試行講座（太陽光発電）進捗状況報告 

・既実施内容（授業） 

・進行している内容 

・残期間で取り入れるべき内容 

 

２．試行講座（風力発電）進捗状況報告 

・カリキュラム素案提示 

・講師手配状況 

・苦慮している事案 

 

３．視察について 

 

４．事業改善点、意見交換など 

 

その他 

以上
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概 要 

 

平成 23年度文部科学省委託推進事業「東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成事業」

において専門学校国際情報工科大学校 WiZが取り組む「再生可能エネルギー・スマートグリッド

分野技術者育成事業」の第 2回協議会が、郡山ビューホテルアネックスにおいて 2月 21日に行わ

れた。 

13日より太陽光発電システムの試行講座の授業が開始され、WiZ村上部長よりその 1週間の状況

が報告された。 

福島大学佐藤理夫教授による再生可能エネルギーの基礎と福島で期待される技術者像の講義を皮

切りに、太陽光発電システムの知識、さらに施工では建築、屋根の構造についての授業を行った。

施工実習では来週のモジュールの取り付けに向けて模擬屋根の製作に入った。対象となる電気工

学科 1年生 10名には、福島の未来を担うという自覚も芽生え始め、新しい分野の学習に意欲的に

取り組んでいた。 

なお、2週に及ぶ太陽光発電の授業の次に控える風力発電システムの授業の準備が進められてい

るが、授業内容と担当講師の決定に向けて福島大学佐藤教授と日大工学部西本哲也准教授より

数々の提案と助言があり、より充実した試行授業が期待できる見通しとなった。 

また、26・27日に青森県六ケ所村の風力発電トレーニングセンターと八戸太陽光発電所への視察

のプランが決定し発表された。 
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議題１ 試行講座（太陽光発電）進捗状況報告 

時　限 科目名

1 オリエンテーション

2
再生可能

エネルギー

3
再生可能

エネルギー

4 スマートグリッド

5 スマートグリッド

6 スマートグリッド

担当者名

2.3福島大学：佐藤教授
4.5.6村山

授業内容

再生可能エネルギー技術概論
　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス
エンジニアへの期待

1.スマートグリッドの概要
2.電力システムとスマートグリッドの関係
3.地球温暖化問題

4.電力系統　電力潮流　電力システムの制約
5.スマートグリッドのネットワーク
　　AMI HEMS スマートメーター　6LowPAN

6.　その他関連テクノロジー
　　スマートフォンで電力料金をみる　　　セキュリティ対策
　　再生可能エネルギー　分散型エネルギー
　　電力の貯蔵　　電気自動車

平成 24年  　2月  13日　　(月）

事業の概要説明
カリキュラム（太陽光・風力）の説明
時間割の説明

大型発電所
コンバインドサイクル
コージェネレーション
系統連係と節電について

 

時　限 科目名

1
太陽光発電

基礎

2
太陽光発電

基礎

3
太陽光発電

基礎

4
太陽光発電

基礎

5
太陽光発電

基礎

6
太陽光発電

基礎

4太陽光発電の原理
5太陽電池の種類と効率
6多接合型化合物系太陽電池

7有機系色素増感型太陽電池
8有機薄膜型太陽電池
9量子ドット型太陽電池

平成 24年  　2月  14日　　(火）

Ⅰ太陽の科学
1太陽の誕生　2太陽の構造　3太陽のエネルギー
4　太陽エネルギーと気候変化

5人間活動と気温上昇　6自然エネルギーと新エネルギー
Ⅱ電気
1電気　2　電力化率　3電気と水素
4発電の方式

担当者名

1-6　村山

授業内容

5直接発電の方法
6電力の制御と安定
7畜エネルギー
8スマートメーター

Ⅲ太陽光発電
1光
2太陽光のスペクトル分布
3太陽光発電システム

 

 

 

 

時　限 科目名

1
太陽光発電

基礎

2 環境政策

3
太陽光発電

機器

4
電子技術

（菅野先生）

5
太陽光発電
システム施工

安全衛生

6
太陽光発電
システム施工

安全衛生

担当者名

1-3　村山　4菅野
5-6  羽田

授業内容

太陽光発電システムの概要
設置角度　日照時間と障害物　モジュールの形式
製品概要　システムの仕様　設置の留意点
電気配線工事　配線の種類とサイズ

試験の講評

高所作業　屋根の勾配
１．正しい服装と保護用具の着用義務
２．屋根上の危険防止
３．悪天候時の作業中止

施工の心構え
手抜き工事、不良工事による事故事例
まとめ

平成 24年  　2月  15日　　(水）

Ⅲ太陽光発電
10メガソーラー計画　11開発の歴史
12生産量・メーカー
13利点・欠点・解決策

1低炭素社会づくり行動計画　 2温室効果ガス70%削減
3太陽光発電設備補助金制度
4 RPS法　5 FIT法
6グリーン電力制度

 

時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4

5

6

平成 24年  　2月  16日　　(木）

住宅の構造と屋根
1現場チェックリスト

2建築の構造について
①在来工法（在来軸組工法）②木造枠組壁工法（２×４工法）③鉄
骨造（S造）④鉄筋コンクリート造（RC造）⑤プレハブ工法

担当者名

1-3　近内

授業内容

3屋根の形状について　切妻　寄棟　入母屋　片流れ　陸屋根
4屋根材と勾配について
5木造屋根下地について　施工手順　取り付け金具

 

 

 

 

 

初日ということで、学生は多尐緊張感もあったが、講義

はよく聞いていた。 

 

丸一日座学ということで、キチンとノートをとるように

冒頭で指示をした。物理や化学の難しい内容も時折出て

くることから、若干眠そうにしている学生もいた。 

 

 

午前中は時間内に終わらなかった内容のために時間をと

った。京セラの資料を学生に配布した。実際に現場で使わ

れているものであり、学生も興味深く読んでいた。障害物

や日照時間について実際に数値を使い、設置のシミュレー

ションをした。5，6 時間目はエービーシステムの羽田さ

んによる安全衛生の授業。太陽光発電モジュールは屋根の

上での高所作業であり、事故防止のための方法や心構えに

ついての講義をしていただいた。 

建築系の近内先生による太陽光発電システム施工におけ

る住宅の構造と屋根についての授業。施工に入る前に必

要な現地調査シートに沿って、建物や屋根についての知

識を学ぶ。建築の構造についての基本的な知識や、屋根

の形状、屋根材、勾配についてはモジュールの施工には

欠かせない知識である。模型やパワーポイントを駆使し

てわかりやすい授業をしてもらった。午後は授業なし。 
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2 月 17 日（金）は通常授業で電気実習 

 

■2 月 20 日（月）～24（金）授業 

月 1～6 太陽光モジュール施工実習 模擬屋根製作 

火 1～6 太陽光モジュール施工実習 模擬屋根製作 

水  

木 1～6 太陽光モジュール施工実習 三菱電機 

金 1～6 太陽光モジュール施工実習  

 

 

●質疑、提案、要望など 

 

村上：上記資料をもとに授業の実施報告。 

 

村山：知識の授業、座学の 1日 6時間は学生も大変だったが、おおむね良く聞いておりノートも

きちんととっていた。 

 

佐藤：（月曜日の授業）モチベーションを上げるためにつながるなら、次年度以降もお手伝いし

ていきたい。理科が得意といえる学生ではなかったが、積極的に話を聞いてくれていた。発電所

のタービンをやかんと風車に例えた話など理系のジョークも笑ってくれていた。大学生だと授業

の後半になると疲れてきて、「君たち期待されているんだよ」というと迷惑そうな顔をするもの

だが、私が「これから学んでいかなければならないことはいっぱいあるんだけど、活躍する場は

これから福島の中でいっぱいあるんだから」と言った時にうれしそうな顔をしていたのが印象的

だった。 

逆に大学生に見習わせなければと思った。意欲があるのでこれからの実習も積極的に取り組んで

くれるはず。 

 

村上：施工の授業では屋根の構造や、建築の要素にも非常に興味を持っていた。模擬屋根の製作

も予定していた時間より早く終わった。 

 

佐藤：太陽光発電の施工、建築や屋根の構造を知ることは将来携わるのであればとても有用じゃ

ないですかね。就職先はどのようなところが多いのですか？ 
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村上：就職実績は電気工事店が多い。 

 

佐藤：電気工事店でも太陽光発電を取り扱っているところも多い。 

 

村上：今回パンフレットには太陽光発電の設置で忙しい卒業生がとりあげられる。 

 

水野：特徴あるカリキュラムづくりのひとつになる。 

 

村山：できればあと 3時間程電気実習の時間が必要。 

 

村上：来週、メーカーの授業では模擬パネルで授業をしてくれるそうです。 

 

佐藤：京セラのディーラー、京セラソーラーFC アース㈱にコネクションがある。ダイユーエイ

トと連携している。環境教育で出前授業もやってもらえるのでは。 

 

村上：最後に成果としてアンケートを取って学生の意見も取り上げて、次年度の講座にいかして

いきたい。 

 

西本：アンケートは重要ですね。科目ごとに評価をしていくといい。何を知りたいか、改善点な

どを。 

 

佐藤：どれくらい理解できたかも知る必要がある。理解できていないけれどもそれを教える必要

がなければ省くし、必要であれば手厚く教える。 

 

村上：次回また詳しく報告したいと思いますのでよろしくおねがいいたします。 
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議題２ 試行講座（風力発電）進捗状況報告 

 

風力発電ユニット施工講座

3月5日 3月6日 3月7日 3月8日 3月9日
月 火 水 木 金

講演依頼

講演依頼

風力発電
概要

風力発電
施工

風力発電
概要

風力発電
施工

風力発電
運用

総括
アンケートな

ど

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

６時限

 

 

●質疑、提案、要望など 

 

村上：上記予定を説明。 

 

佐藤：大学では流体力学の基礎の講義があるくらいで風力発電についてはない。島田教授がエネ

ルギーシステムの講義を持っているのでその中で取り上げている。大学にゼファー㈱製の風量発

電システムを設置したので学生の見学・実習の対忚は可能。島田教授の予定が合えば 50分ほどの

講義もしてもらえるのでは。 

 

西本：風力発電関係であれば渡部先生に連絡してみます。 

■2月 27日（月）～3月 3日（金） 

通常授業 電気実習 

 

■実習機材 29日納品予定 

 

■3/5 風車メカニズム関連の講演依頼 

 

■3/6 福島 ㈱ウインドパワー講演依頼予定 

 

■実習機材納品 2/29（水）予定 
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議題３ 視察について 

 

１．日  程：2月 26日（日）～27日（月） 

２．訪問場所： 

①日本風力開発㈱風力発電トレーニングセンター（青森県六ケ所村） 

②東北電力八戸太陽光発電所（青森県八戸市） 

３．目  的： 

①日本初の風力発電における人材開発の拠点の運営や教育内容の取材と今後の協力依頼 

②東北電力唯一のメガソーラー発電所の取材 

４．参加者 ：WiZ水野、村上、村山 

 

●質疑、提案、要望など 

 

村上：上記内容を説明。次年度は協議会の皆さんと行く計画も立てていきたい。 

 

水野：視察希望のところがあれば提案していただきたい。 

 

佐藤：学生も可能か。 

 

村上：最初に計画していれば可能です。 

 

佐藤：時期が良ければ近くの布引も見ておきたい。 



  
34 

 

  

議題４ 事業改善点、意見交換など 

 

西本：事業の報告書についてはどのようになるか。 

 

村上：編集して冊子にします。 

 

水野：協議会、カリキュラム、実証講座、効果、学生の意見、報告会の意見などの内容になりま

す。 

 

西本：内容の審議については。 

 

村上：最終の協議会が報告会になっていますのでその時に審議します。 

 

水野：報告事項の発表ののち皆様から意見をいただきます。 

 

村上：事業報告書は 1000部印刷して、各大学、専門学校、自治体や企業向けに 800部送付します。 

 

水野：この分野での人材育成のモデルケースになることを目指しています。 

 

 

●事業報告会予定変更：3/21（水）に 

当初の予定 16日は、佐藤教授、西本准教授も出席できないため 

 

 

スケジュール確認ののち閉会 
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平成 24 年 2 月 24 日 

 

第３回 分科会 議事録 

 

開催日時：平成 24 年 2 月 24 日（金）13:30～15:30 

会  場：  専門学校国際情報工科大学校３階 306 教室 

出 席 者： 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

新潟工科専門学校 仁多見 透 様 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

専門学校国際情報工科大学校 和田 秀勝 

イメージスタジオ 村山 隆  

 

議題： 

 

１．試行講座（太陽光発電）運営状況確認 

 

２．太陽光発電施工実習見学 

 

３．試行講座（風力発電）カリキュラム検討 

第 2 回推進協議会での素案を精査 

 

４．視察スケジュール報告、検討 

 

５．意見交換 

 

 

６．その他 
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議題１試行講座（太陽光発電）運営状況確認 

 

授業実施報告：村上 村山 （授業の様子のスライドを上映しながら） 

 

2/20（月）模擬屋根製作 

2/21（火）模擬屋根製作 

2/23（木）太陽光発電システムメーカーによる設計施工 

・製品カタログで製品についての知識 

・システムや屋根の構造について 

・設計支援システム（ソフトウェア）の実習 

 

村上：前週の授業の様子と 2/10第２回分科会と 2/21 第２回協議会の内容を議事録をもとにエー

ビーシステム羽田氏と新潟工科専門学校 仁多見副校長に報告。 

 

議題２太陽光発電施工実習見学 

 

１階の電気実習室に移動し、モジュールの取り付けの授業の様子を視察した。 

ちょうど３枚目の据付が終わったところで次に接続ボックスとパワーコントロールの配線に移る。 
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議題３試行講座（風力発電）カリキュラム検討 

 

風力発電ユニット施工講座

3月5日 3月6日 3月7日 3月8日 3月9日
月 火 水 木 金

講演依頼

講演依頼

風力発電
概要

風力発電
施工

風力発電
概要

風力発電
施工

風力発電
運用

総括
アンケートな

ど

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

６時限

 

村上：上記内容を説明 

●質疑、提案、要望など 

全員：依頼事項が円滑に決定していくように期待している。 

 

議題４ 視察について 

 

１．日  程：2月 26日（日）～27日（月） 

２．訪問場所： 

①日本風力開発㈱風力発電トレーニングセンター（青森県六ケ所村） 

②東北電力八戸太陽光発電所（青森県八戸市） 

３．目  的： 

①日本初の風力発電における人材開発の拠点の運営や教育内容の取材と今後の協力依頼 

②東北電力唯一のメガソーラー発電所の取材 

４．参加者 ：WiZ水野、村上、村山 

 

村上：上記内容を説明 

●質疑、提案、要望など 

全員：成果のある視察を期待している。

■実習機材１日納品予定 

 

■3/5 風車メカニズム関連の講演依頼案 

・福島大学で学生に授業をする 

・日大工学部渡辺先生に講義依頼 

・福島 ㈱ウインドパワー講義依頼 

 

■実機施工の授業の担当検討中 

■実習機材納品 2/29（水）予定 
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議題５意見交換 

 

仁多見：学生が建築的な実習も意欲的に取り組んでいた様子が印象的だった。太陽光発電の技術

を身につけることで、就職先も広がっていくだろう。 

 

羽田：住宅用太陽光発電は各メーカーが積極的に売り込んでいるが、まだ技術者は不足している。

社会的な貢献度もある意義のある仕事なので、今後この仕事をやりたいと思う人たちが増えてく

れることを願っている。 

 

村上：今後の予定を確認し、閉会。 

 

以上 
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平成 24 年 3 月 2 日 

 

第４回 分科会議事録 

 

開催日時：平成 24 年 3 月 2 日（金）17:30～18:30 

会場：専門学校 国際情報工科大学校 

出席者： 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 和田 秀勝 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

イメージスタジオ 村山 隆 （記録） 

議題： 

 

１．風力発電試行講座カリキュラム確認 

 

２．スケジュール確認、準備確認 

 

３．意見交換 

 

４．その他 
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議題１風力発電試行講座カリキュラム確認 

村上：次のような予定になった 

3/5（月）：午後 福島大学訪問見学 島田教授 

3/6（火）：午前 風力発電基礎（村山） 午後 風力発電機（日大 渡部先生） 

3/7（水）：1-6 風力発電機施工 ユニット組立 （日大 渡部先生） 

3/8（木）：午前 日大訪問見学 （日大 渡部先生） 午後アンケート記入 

3/9（金）：午後 第３回推進協議会 

 

議題２スケジュール、準備状況確認 

1.アンケートと報告書について 

村山：最終日に学生アンケートを作成しているので修正事項などあれば意見をいただきたい。科

目ごとに記入する書式になっている。 

水野：スケジュールも配布しないと学生も分かりにくい。 

村山：実施した時間割を配布する。毎日とれば忘れないで記入できたが…。 

村上：全体を通じた質問も入れてほしい。 

村山：項目をこれから追加する。 

---確認ののち承認 

村山：報告書のページと内容について一覧表を作成したので内容や順番などで意見があれば伺い

たい。 

---特に意見等はなく承認 

村山：総括の内容についてどのようにまとめていくかこれからみなさんと話し合っていきたい。

アンケートを学生と講師から取り意見を聞いたうえで、素案となるシラバス、カリキュラムを作

成して提示したい。 

2.視察報告 スマートエネルギーWeek2012/03/07 

水野：以下成果報告 

①ヤマニエコライフ協力依頼を打診、今後関係を構築。郡山にも講座開講する 

②住友電工、マイクロスマートグリッド実証システム開発 施設見学を検討 

③けいはんな学研都市 エコシティモデル 視察に適している 

 

次週のスケジュールを確認して閉会 

以上 
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平成 24 年 3 月 9 日 

 

第 3回 推進協議会 議事録 

 

開催日時：平成 24 年 3 月 9 日（金）18:00～20:00 

会場：郡山ビューホテルアネックス 5 階菊の間 

出席者： 

日本大学工学部機械工学科 准教授 西本 哲也 様 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

専門学校国際情報工科大学校 和田 秀勝 

イメージスタジオ 村山 隆 （記録） 

 

議題： 

 

１．試行講座（太陽光発電）実績報告 

 

２．試行講座（風力発電）実績報告 

 

３．視察実績報告 

 

４．実績報告に向けた原案提示 

 

５．事業改善点、意見交換など 

 

６．その他 
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概 要 

 

平成 23年度文部科学省委託推進事業「東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成事

業」において専門学校国際情報工科大学校が取り組む「再生可能エネルギー・スマートグリッド

分野技術者育成事業」の第 3回協議会が、郡山ビューホテルアネックスにおいて 3月 9日に行わ

れた。 

13 日より太陽光発電システムの試行講座の授業が開始されていたが、WiZ村上部長より 2週目

の状況が報告された。 

モジュール設置の準備となる模擬屋根の製作が 1日半にわたって行われ、屋根材により取付部

材の違うことを併せて学んだ。モジュールの取付では 3枚の模擬屋根にそれぞれ 1枚ずつのモジ

ュールを設置、天候と時間の関係で発電して運用をするには至らなかったが、学生たちには充実

した時間となった。また、太陽光発電システムメーカーによる設計の実習が行われ、パソコンを

使ったモジュールの配置などを学んだ。 

3 月 5日からは風力発電の授業となり、福島大学と日本大学工学部の両校を訪問見学し、設置

されている風力発電システムを実際に目にすることができた。学科では風力発電の概要、風車の

種類と特徴、風車から得られるエネルギーなどについての専門的な学習をした。試行講座の最後

は学生にアンケートを記入してもらい、結果は今後のプログラム開発の検討材料として活用して

いく。おおむね学科は難しいところがあったが、有意義な内容であったという学生の感想であっ

た。 

続いて 2月 26・27日の青森県六ケ所村の風力発電トレーニングセンターと二又風力発電所、3

月 1 日の東京でのスマートエネルギーWeek2012の展示会の視察報告がされ、次年度に向けての協

力体制づくりとなる成果があった。 

最後に、試行授業が終了し、成果報告に向けたカリキュラム、時間割、シラバス案等の策定に

移っていく上でのまとめ方について話し合われ、学生と協議会委員のアンケートのフィードバッ

クをうまく取り入れていくことが重要であることが確認され、次回の報告会での発表ののち、審

議評価されることとなった。 
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議題１試行講座（太陽光発電）実施報告 

村上：以下説明。太陽光発電 2週目より。 

時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4
太陽光発電
システム施工

5
太陽光発電
システム施工

6
太陽光発電
システム施工

担当者名

近内

授業内容

模擬屋根製作
フレーム組み立て

模擬屋根製作
垂木の取り付け

模擬屋根製作
野地板張り（構造用合板　３×６板　厚さ１２ｍ）

模擬屋根製作
野地板張り（構造用合板　３×６板　厚さ１２ｍ）

平成 24年  　2月  20日　　(月）

模擬屋根製作
施工方法の説明・注意事項

模擬屋根製作
木材加工（フレーム・垂木）

  

時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4

5

6

平成 24年  　2月  21日　　(火）

模擬屋根製作
アスファルトルーフィングの役割と施工方法の解説

模擬屋根製作
アスファルトルーフィングの施工

担当者名

近内

授業内容

模擬屋根製作
太陽光発電システム部材説明・金物選定

 

 

 

 

 

時　限 科目名

1

2

3
太陽光発電
システム施工

4
太陽光発電
システム施工

5
太陽光発電
システム施工

6
太陽光発電
システム施工

担当者名

三菱電機　福田建一

授業内容

１．住宅用太陽光発電システムの概要
セルとモジュール　システム
設置
変換効率

２．傾斜屋根への設置
屋根の条件
設置条件基準(積雪・塩害・風圧)
据付場所
システム構成　発電効率

３．太陽光発電システム設計実習
①屋根と外壁の平面図を描画
②モジュール配置
③部材選定と見積　④発電シミュレーション

＊PCで研修向け演習用データをもとにデータ作成
切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと
---17:00終了

平成 24年  　2月  23日　　(木）

  

時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4
太陽光発電
システム施工

5
太陽光発電
システム施工

6
太陽光発電
システム施工

2枚目に続き3枚目もモジュール取り付け完了

接続ユニットとパワコンの収納台製作

平成 24年  　2月  24日　　(金）

据付位置と部材の確認
ラック　金具が納品され　開梱し機器を確認
3つある模擬屋根に各1枚のパネルを取り付け、直列で接続

1枚目取り付け
きちんと位置決めをしてラックを取り付ける

担当者名

星

授業内容

１枚目モジュール取り付け完了

2枚目と3枚目の作業に入る
　1枚目で要領はわかった
分科会メンバーが視察に訪れる

 

 

模擬屋根ではあるが、実際の住宅屋根下地と同じ構造で

あるので、垂木のピッチや野地板の種類など学生たちは、

構造をよく理解する事が出来た。 

アスファルトルーフィングの必要性と施工方法を学ぶ事

で、実際の施工で補修が必要な際も、対忚が可能になる。

部材の設置方法から、金物の選定まで行い、さまざまな

屋根仕上げ材によって金物の違いを学んだ。 

詳細次項 
ラックと金具が納品されいよいよモジュールの取付。動
かないようにきっちり固定するのに手間取ったが、1枚

目で要領がわかると 2枚目 3枚目は順調に取り付けられ
た。天候は曇りで気温も低かったため、負荷を接続して
発電し運用するには至らなかった。 
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2/20（月）模擬屋根製作 

   

 

 

 

21（火）模擬屋根製作 

   

 

 

 

2/24（金）モジュール取付 

  

図面をもとに 3枚製作。モジュールはそれぞ

れに 1枚ずつ設置する。裏面 

模擬屋根完成 建築は本来の専門ではないが、学生たちはチ

ームワークで予定より早く進んだ。 

モジュール 3枚を取り付けた 
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2/23（木）太陽光発電システムメーカーによる設計施工 

 

・製品カタログで製品についての知識 

・システムや屋根の構造について 

・設計見積システム（ソフトウェア）の実習 

 

   

 

   

 

 

 

村上：取付に必要な金具を直前に購入した。 

西本：テキスト等は？ 

村上：メーカーの資料を使った 

西本：今後のことを考えて資料をまとめておくとよい。 

村上：シラバス等も作っていくのでアドバイスをいただきたい。 

実施結果報告について。総合評価と問題点について。以下。

図面は数値どおりにぴったりと線が引けて三角形、

四角形、平行四辺形の基本図形をもとに描画するの

で初心者にも簡単に操作できる。 

モジュールは自動で最適な回路に分けられ、配置を

してくれる。エラーが出たら手動で配置する。複雑

な屋根の形でなければだいたい一発 OK。 
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【総合評価と問題点】 

＜学科＞ 

（１）概論系、知識の授業はほぼ予定通り消化できた。 

（２）機器と効果と積算は同一授業にし、メーカー等技術者が講師を担当することが望ましい 

解決策：メーカーに協力依頼 

（３）電気の基礎知識がない場合さらに電気関係の授業が必要になってくる 

解決策：授業時間の確保と講師依頼 

＜実習＞ 

（１）時間消化率は約半分で、最終的に発電、運用、保守ができなかった⇒原因は 

①講師手配がつかなかった 

解決策：実習をメーカー、販売会社の技術者に依頼 

②ラック、金具の不足が直前に発覚 

解決策：事前確認と不足部品の発注 

③降雪低温により屋外での発電運用の確認ができなかった 

解決策：実習時期、実習場所の確保 

④負荷となる蓄電池等の準備ができなかった 

（２）実習にはメーカーの技術者の講師が必須で、取付方法が全く異なるため導入した教材と同

一メーカーでなければならない 

解決策：メーカーに協力依頼 

（３）相忚のスペースが必要なため実習場所の確保が難しい 天候等の条件もある 

解決策：実習場所の確保とモジュールの有効活用 

（４）模擬屋根の製作では屋根の角度を 30度にする方が発電効率が上がる 

解決策：製作前に図面の確認 

【授業時間等の変更案】---中期プログラムにおいて 

○太陽光発電基礎：6時間→12時間 

○太陽光発電機器、同機器、同効果、同積算を統合→太陽光発電システム：6 時間 

○太陽光発電設計は学科のみで CAD実習は不要：3 時間 

○学科総時間 30～33時間 

○実習総時間：計画 36時間、実行 15時間→3枚のパネル設置 学生 10名で 20時間 

6時間×9日＝54時間   オリエンテーション、アンケート等含む 

西本：取り付けた後にどれだけ発電できているかをみるのが重要。 

羽田：現場ではきれいに取り付けることも大切。 

村上：太陽光についてはご意見をいただいた点をいかしていきたい。
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議題２試行講座（風力発電）実施報告 

村上：風力発電について以下説明 

時　限 科目名

1
進級生

オリエンテーション

2
進級生

オリエンテーション

3 福島大学へ移動

4
風力発電の

仕組みと実際

5
風力発電の

仕組みと実際

6
風力発電の

仕組みと実際

担当者名

福島大学　島田教授

授業内容

11:30　出発
13:00　到着

エネルギーの動向　エネルギー問題と環境問題
自然エネルギー　　発電と蓄電

風車の分類　揚力と抗力　ブレードについて
風車の種類、風車の理論、特性評価

風力発電システム　風車の設置　風況調査
風車とモニター室を見学

平成 24年  　3月  5日　　(月）

  

時　限 科目名

1 風力発電基礎

2 風力発電基礎

3 風力発電基礎

4
風車の利用

風のエネルギー

5 風力発電

6 風力の変換と利用

1.1風車により得られるエネルギー　1.2風車の種類と特徴
1.3風車の性能評価　1.4風車の設置場所

2.1風力発電システムの設計　2.2発電機
2.3蓄電池　　2.4インバータ

平成 24年  　3月  6日　　(火）

Ⅰ風力発電の概要
1風力発電とは　2世界の風力発電　3,4風力発電の歴史
5風力発電のメリット　6電力に変えるには
7中型風力発電機の利用形態

8環境価値　9製造メーカー
Ⅱ風力発電の建設
1建設場所　2大型風車の組立　3導入まで　4風車の配列

担当者名

1-3：村山　4-6：　渡部

授業内容

六ヶ所村二又風力発電所
風力発電トレーニングセンター

空気の性質　風の性質　風の発生　風の方向
風のエネルギー　風車の基礎知識
風車の定格発電力　出力と軸の太さ
地球型惑星の比較

 

 

 

 

 

 

時　限 科目名

1 風力発電基礎

2

3

4

5

6

平成 24年  　3月  7日　　(水）

実習用風車のしくみ
バッテリーの充放電の扱い方　蓄電池の評価

担当者名

渡部

授業内容

  

時　限 科目名

1
日大工学部
訪問見学

2
日大工学部
訪問見学

3
日大工学部
訪問見学

4 アンケート

5

6

担当者名

1-3渡部　4村山・和田

授業内容

風力発電システム
富士重工製風車・風車制御盤
校史資料室のRutLand社（英）製風力発電機

授業アンケート記入
風力発電機材搬入
修了のあいさつ

平成 24年  　3月  8日　　(木）

9:30出発　9:45到着　東口より貸切バス
日本大学工学部　工学研究所
環境保全・共生共同研究センター
風力太陽光ハイブリッドシステムモニターパネル

プレゼンテーションルームで渡部先生の説明（電力コスト）
太陽光発電機
エネルギーハイブリッド研究室
（電力コントロール装置・パワーコンディショナー・蓄電池）

 

 

雪の中貸切バスで福島大学を訪問した。風力発電につい

ての講義を受講、その後学内に設置されている風車とモ

ニター室を見学した。残念ながら殆ど無風（0.4m/sec）

で発電されていなかった。ローターの直径は 1.8mで FRP

製の 3枚ブレードの風車で、風速 20mで 5kWの出力が得

られる。 

午前は風力発電の基礎知識、午後は日大工学部渡部先生に

よる講義。風、風車、発電機について専門的な内容で、学

生には難しいようだった。例えば何 mの風速でどれだけ発

電できるかを計算することは、実際の運用の場面で必須の

作業だ。 

実習教材が未到着のため 1時間機材の解説をして終了。 

インバーターは AC-ACのため使用不可。 

現物を見ることで学生たちはより理解が深まった様子

である。定格出力は太陽光発電が 20kW、風力発電が 40kW
と学校の発電量としては規模が大きい。天気は晴れ時々
曇り風速 3m～4mとまあまあの条件であり、モニタパネ

ルで発電量が確認できた。授業のアンケートを記入して
もらい試行授業は修了となった。 
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3月 5日（月）福島大学 島田教授 

   
 

3月 8日（木） 日本大学 渡部先生 
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村上：実習教材が届かず、残念ながら風車の取り付けの実習ができなかった。日大の見学は学生

の評判も良く、とてもためになる内容だった。 

村山：写真について解説。 

（1 段目）島田教授の講義は学生にとっては難しかった様子。風車は 2基、当日は風がなく発電

していなかった。 

（2 段目）太陽光発電は定格で 20Kwかなり大きい。ただしパネルの角度は規制により 10度とな

っているのが惜しい。風力は 40Kwでこれも大きい。当日は風速 3～4mであったが回っていた。 

発電量はリアルタイムにモニターされている。（左）制御室（右）。 

（3 段目）風車のタワーの根元にドアがあり、開けると制御盤があって、その中からナセルに向

けて保守用の梯子がある。 

村上：風力発電に関しては太陽光と比べ設備の規模が大きく、身近に（県内に）システムの施工

などをする企業がなく、教えてもらえるような人がいないので授業の組立が難しかった。 

水野：理論の授業は今回大学にお願いできた点はよかったが、設置やメンテナンスなどの技術の

授業は難しかった。 

西本：そのためにキットを使った実習をしたわけですね。 

水野：視察の報告でもありますが、これからは技術者育成が必要になってくると思う。 

村上：風力発電所を建設した会社が自社で人材を育成している。 

村山：実習に関しては現実的にキットを使って発電の仕組みを理解する程度で、今後の課題は現

場の実際の技術者の方の授業ができるように、地元や関係のある企業へ依頼していかなければな

らない。学科、理論に関してはたっぷり基礎を教えていただいた。 

西本：重複している点とは？ 

村山：どうしても基礎の点では内容が重なってしまった。事前にすり合わせが不十分だった。 

西本：評価が悪かった点とは？ 

村上：時間数が尐なかったり、実施できなくて評価ができなかった。 

西本：基礎をやって、実習をやって、実際のものを見ることは良かった。 

村上：風力に関しては改善する点が多いので今後よく検討していく。 
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議題 3視察報告 

視察者：協議会メンバー／水野和哉／村上史成／村山 隆 

視察概要：下記の通り 

 

2/26（日） 

15:45 東北電力八戸太陽光発電所 

無人のため後日改めて連絡することにする。 

連絡先：東北電力㈱ 八戸技術センター 電話 0178(43)3935  八戸市大字河原木字川目 1-3 

2/27（月） 

10:30 風力発電トレーニングセンター 

平成 10 年８月に開設、日本風力開発グループのイオスエンジニアリング＆サービスが運営。国内

初の実機を備えた風車メンテナンス要員育成の施設で、センター内実習室には、全長約 10 メート

ル、重量約 65 トンの風車の主要部分（ナセル、ハブ）が設置されており、研修室からガラス越し

に実機を常に見ることができる。研修は初級・中級・上級のプログラムがあり、それぞれ約 1 週

間の期間である。詳細な研修内容は、後日本社を通して問い合わせてみることとなった。 

施設のあるエリアには六ヶ所村二又風力発電所があり、34 基の風力発電設備があり、計 51,000kW

の出力がある。特徴としては NAS（ナトリウム硫黄）電池を使った蓄電池システムを併用してお

り、安定した電力を供給することができる。 

この六ヶ所村地区の「次世代エネルギーパーク」にはウインドファームをはじめ石油備蓄基地、

核融合エネルギー研究センター等の研究施設があり、新エネルギー開発の拠点となっている。時

間と天候の関係でこれらの視察はできなかったが、次年度以降の事業計画のヒントがここにある

ようで、再度訪れたいものである。 

 

 中央の円形部分にブレードが取り付けられる。発電機は奥にある。 
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期日：平成 24年 3月 1日（木）10:00～17:00 

視察者：協議会メンバー／水野和哉／村上史成 

視察対象/場所：スマートエネルギーＷｅｅｋ２０１２／東京ビッグサイト 

視察概要：下記の通り 

 

「スマートエネルギーＷｅｅｋ２０１２」は世界２７カ国、１９５０社が一堂に会する次世代エネルギー関する

総合展である。展示会の構成は多岐に渡るが、本事業への情報収集に向け太陽光発電関連の「太陽光発電システ

ム施工展」、スマートハウス関連の「エコハウス＆エコビルディングＥＸＰＯ」、エネルギーマネジメントや電

力の見える化システム関連の「国際スマートグリッドＥＸＰＯ」の３つの展示会場へ視察・見学を行った。 

 中小からメジャーまで多種多様な企業がブース参画しており、特に大手の電気メーカーやハウスメーカーブー

スはスペースも大きく、ＭＣを使って定期的に自社の取組をアピールするなど通路に人だかりができていた。今

後ビジネスチャンスのある成長分野ということもあるのか参加者が多く活気を呈していた。 

 いくつかの出展ブースをまわった中で下記の３つのブースで次年度以降の事業につながる接触と人脈作りがで

きた。 

① ㈱ヤマニエコライフ 

業者向けに太陽光発電の基礎知識や商品知識、施工方法等の技術養成講座を実施するアースソ

ーラーカレッジを運営しており、本事業および教育機関向けのプログラム構築に向けての協力

を打診し快諾を得た。４月から郡山市にて福島キャンパスを開校予定であり、次年度にカリキ

ュラム協力、協議会参画等を依頼していく。 

② 住友電工㈱ 

大阪製作所内において太陽光・風力等の再生可能エネルギー発電設備と蓄電池を直流（ＤＣ）

で連系させたマイクロスマートグリッド実証システムを開発し、構内試験を開始している。自

社開発の集光型太陽光発電装置（ＣＰＶ）やスマートグリッドに最適な電池といわれているレ

ドックスフロー電池を採用しており、サーバ等の中央制御などその仕組みを視界で理解できる

ため次年度以降の協議会や開発プログラムメニューとしての施設見学を検討する。見学につい

ては先方に了承いただいた。 

 ③けいはんな学研都市 

  （財）関西文化学術研究都市推進機構の担当者と接触し、けいはんなエコシティモデルの概要を

聞いた。けいはんな学研都市は、つくば研究学園都市とともに国家的プロジェクトに位置付け

られ関西イノベーション国際戦略総合特区にも含まれているが、現在、ＨＥＭＳ、ＢＥＭＳ、

ＥＶ、メガソーラー、スマートハウス等を融合させ次世代エネルギー・社会システム実証プロ

ジェクトが実施されている。コントロールセンター（ＣＥＭＳ）を始めとして連系施設の視察・

見学はスマートグリッド・シティを理解する上で有効である。次年度事業での取り入れを検討

する。 
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村上：風力発電トレーニングセンターでは研修のカリキュラムをいただけたので参考になる。 

西本：メンテナンスに関しての資格はあるのか？ 

村上：資格はないが、初級、中級、上級のステップがあるようだ。 

水野：自社の職員の研修だが、ほかの会社からの研修依頼もあるそうで、一般向けのプログラム

も検討しているとのこと。 

村山：福島県では洋上風力発電所の実証研究が開始されるようだが、現実的にまだ人材のニーズ

は見えてこない。4月以降、布引高原や滝根町に見学に行きたい。 

西本：猪苗代の風車はトンネルの手前の雪を解かしている。 

水野：郡山で開講する（株）ヤマニエコライフの太陽光発電の「ソーラーカレッジ」では設置ま

でしかやらないそうで、通電の確認まで。こちらでは発電量や効率まで考えてやる実習や、

大学教授の概論もできる。独自に深い内容のカリキュラムを作っていきたい。屋根に実際

登って設置することまでできればいい。 
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議題４実績報告に向けた原案提示 

村山：評価に向けて取り入れていくものがあれば意見を伺いたい。 

○手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）上記（１）、（２）を踏まえ（３）を作成し、次回協議会で審議する 

 

○報告会 

・議事録に加えて、詳細な授業のレポート、視察等新しい動向や情報も含め、スライドを交えて

報告いたします。 

・ほぼ完成している報告書に目を通していただき、ご意見や修正箇所があれば可能な限り取り入

れていきます。 

・報告書は 200ページの予定

（１）試行授業の評価 

①科目、授業内容、時間数、講師、充実度 

②良好な点、問題点・反省点とその解決策 

③ 

④ 

 

（２）学生と協議会委員からアンケート 

①学生アンケート実施済み集計中 

（項目について十分な討議ができなかった） 

②5段階評価のマークと感想などの意見を記

述してもらう 

③ 

（３）カリキュラム・時間割、シラバス案の提示 

①短期プログラム：2～3日、計 10～20時間程度 

基礎知識があまりない人を対象とする（出張授業などを想定） 

②中期プログラム：太陽光発電と風力発電で各 30～60時間程度での集中講義向け 

 専門学校等を対象 

③長期プログラム：通年で単位として扱う、もしくは学科として構築する 

 専門学校等を対象 

○教科書・教材の選定 

○講師依頼 
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アンケート用紙 ①科目ごとに記入 ②太陽光、風力  ③全体  計 8ページ 

科目名 太陽光発電基礎 2/14（火）1～6時間、2/15（水）1～3時間　村山先生

Ⅰ以下の質問について１～５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください

①この科目は将来どの程度役に立つと思いますか。

１：役に立たない　２：あまり役に立たない　３：役に立つ　４：よく役に立つ　５：とても役に立つ

②科目の難易度はどうでしたか。

１：とても難しい　２：やや難しい　３：普通　４：やや簡単　５：とても簡単

③どの程度理解できましたか

１：理解できなかった　２：3～4割ほど理解した　３：半分以上理解した　４：7割ぐらい理解した　５：8割以上理解した

④授業に対してのあなた自身の取り組みの姿勢はどうでしたか。

１：やる気がなかった　２：あまりやる気が出なかった　３：ふつう　４：がんばった　５：とてもがんばった

Ⅱこの科目の感想を書いてください

 

Ⅰ以下の質問について１～５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください

①講座を受けてエネルギーや環境についての関心や興味は高まりましたか？

１：全く高まらなかった　２：あまり高まらなかった　３：高まった　４：よく高まった　５：とても高まった

②太陽光発電システムの業界に就職してみたいと思いますか？

１：全く思わない　２：あまり思わない　３：どちらともいえない　４：尐し思う　５：とても思う

③風力発電関連の業界に就職してみたいと思いますか？

１：全く思わない　２：あまり思わない　３：どちらともいえない　４：思う　５：とても思う

④福島県での再生可能エネルギー分野の産業の振興を期待していますか？

１：全く期待していない　２：あまり期待していない　３：やや期待している　４：期待している　５：とても期待している

Ⅱ-①この講座を受けてためになったことは何ですか？

Ⅱ-②この講座で印象に残ったことは何ですか？

Ⅱ-③この講座で学んだことは学習面や生活面でどのように生かしていきますか？

Ⅱ-④2年次も継続して講座を受けるとしたらどのような要望がありますか？（授業、教科書・教材、講師…）

Ⅱ-⑤原発事故があった福島県民として電力やエネルギーについてどのような考えを持っていますか？

Ⅱ-⑥全体の感想など自由に記述してください

今回の試行講座全般について答えてください

 

※委員の皆様には来週メールを送付いたしますので返信の程よろしくお願いいたます。 
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村山：実習を充実していくために必要な内容はどのようなものがあるか。 

和田：実験的要素、発電量の統計の要素があるといいのでは。 

村上：保守運用のところの内容までうまくできなかった。 

村山：屋根・メーカーによる違い 

羽田：現地調査が必要。この屋根につけられるかをあらかじめ調べる。 

村山：日照時間の計算も必要。障害となる建物についても調査をしなければいけない。 

西本：出口となる技術者の養成に向けてどのくらい達成できたかということが大事。学生の評価

の数値化する。学生には好き嫌いや能力差があるので必ずしも学生の評価が悪いものが悪いわけ

ではなく、必要な科目はある。でもそれをわかりやすく教員が教えたかどうかが重要。これをや

ったらこういう技術者が養成できたという最終目標を設定して、目標に向かっていくようにして

いく。履修要綱を作る。授業の目標を明確にし、その通りに（教える側が）授業をしているかど

うかの評価をしたり、わかりやすくしているかどうか、丁寧な説明をしているかを聞いたり。学

生には姿勢や、どのくらい勉強しているかという項目を付けたり。この結果をもとに授業を改善

していくというやり方をする。 

 

議題５事業改善点、意見交換など 

その他特になし 

 

議題６その他  スケジュール確認 

第４回推進協議会 事業報告会 

3月 21日（水）15:30より 郡山ビューホテルアネックスにて 
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Ⅲ 試行講座 
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時　限 科目名

1 オリエンテーション

2
再生可能

エネルギー

3
再生可能

エネルギー

4 スマートグリッド

5 スマートグリッド

6 スマートグリッド

パワーポイント資料　スマートグリッドの教科書より図版コピー

担当者名

2.3福島大学：佐藤教授
4.5.6村山

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
初日ということで、学生は多尐緊張感もあったが、講義はよく聞い
ていた。

再生可能エネルギー技術概論
　地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス
エンジニアへの期待

1.スマートグリッドの概要
2.電力システムとスマートグリッドの関係
3.地球温暖化問題

4.電力系統　電力潮流　電力システムの制約
5.スマートグリッドのネットワーク
　　AMI HEMS スマートメーター　6LowPAN

6.　その他関連テクノロジー
　　スマートフォンで電力料金をみる　　　セキュリティ対策
　　再生可能エネルギー　分散型エネルギー
　　電力の貯蔵　　電気自動車

平成 24年  　2月  13日　　(月）

事業の概要説明
カリキュラム（太陽光・風力）の説明
時間割の説明

大型発電所
コンバインドサイクル
コージェネレーション
系統連係と節電について
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４～６時間目 スマートグリッド 村山 

 

1.スマートグリッド SmartGrid とは「次世代電力網」の意味 

(1)概要 

1.電力システムと情報通信技術を統合 

→新しい電力網の構築 効率的なエネルギー供給体制を実現  

地球温暖化対策 

2.世界各国が取り組む国際的な流れ 

3.電力・家電・通信・自動車 幅広い業界の関心を集め、進化・発展 

4.オバマ大統領 景気対策法 

(2)スマートグリッドとは 

[1]マイクログリッド---規模が小さい、一方向の流れ 

(1)分散型電源と負荷を持つ小規模な電力システム（小規模系統）で、複数の電源及び熱源が

情報通信技術を使って一括制御管理され、商用電力システム（商用電気系統）から独立して運

転可能なオンサイト型（需要家のすぐ近くに設置するタイプ）の電力供給システム 

(2)需要家に信頼性が高く、経済的な電気エネルギーを供給するシステムのこと 

＊太陽光発電や風力発電などの変動を他の発電機や負荷を制御することで吸収 

→連携線の電力の流れを規定値に保つ 

[2]スマートグリッド---電力の双方向の流れを実現する 

・需要家→商用電力系統    マイクログリッド（需要家）との協調する新電力系統の概念 

IEC による定義 

双方向情報通信技術と制御技術、分散処理技術とセンサー技術および事業者側機器と需要家

側機器を用いる電力ネットワークであり、あらゆる電源と需要をつなぐために電力技術と情報通

信技術を統合化したものである。 

 

2.電力システムとスマートグリッドの関係 

[1]電気の発生＝発電  原子力 火力 水力 

[2]電気の輸送＝①送電 ②変電 ③配電 

[3]電力システムの需要の増加＝ICT；情報通信技術の導入  地球温暖化問題 

[4]電気と情報通信の融合＝発電から消費までのシステム全体のインテリジェント化 

例； ①太陽光発電—電気の流れが複雑になる 

   ②スマートメーターーエネルギー利用の最適化 

   ③電気自動車 
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3.地球温暖化問題 

[1] CO2 排出・発生を抑制 

スマートグリッド→エネルギーの効率的な利用の支援  再生可能エネルギー電源の利用促進 

[2]エネルギー供給の効率化 

ウインドファーム：遠隔地---送配電損失の軽減が必要 

→直流送電技術・超電導送電技術・パワーエレクトロニクス 

[3]エネルギー利用の効率化  がまんの省エネでははく… 

高効率な機器---インバータ、ヒートポンプ技術を応用 

無駄な機器の利用を制御 

※ 図 1-2 電源別平均ライフサイクル CO2 排出量 

 

4.電力系統と電力潮流 電力システムの制約 

[1]過負荷制約（熱制約） 

[2]電圧制約 

[3]周波数制約 

[4]同期安定度制約 

 

5.スマートグリッドのネットワーク 

(1)AMI 高度メーター基盤 

[1]HAN：ホームエリアネットワーク宅内通信網 

[2]FAN：フィールドエリアネットワーク地域通信網 

[3]WAN ワイドエリアネットワーク広域通信網 

(2)ネットワーク 

[1]スマートメーター 

現在各家庭に設置されているアナログ式の電力量計をデジタル化したもの 

家庭の電力量を計測し、電力会社などと双方向通信 

電力の遠隔開閉 

[2]HEMS—ホームエネルギーマネジメントシステム 

宅内（家庭内）エネルギー管理システム 

家電機器を制御 

電気の使用状況 電気料金などの見える化を実現 

太陽光発電 蓄電池の制御 

[3]6LowPAN シックスローパン 

省電力無線を用いたセンサーネットワークやスマートグリッドのホームネットワーク HAN 向けに

標準化されているプロトコル（通信規約）のこと 
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① コンピュータ資源が乏しく無線が不安定な環境で、オープンな IPv6 を動作させ、既存のイン

ターネットと相互接続を保証する 

② 低消費電力型の 

③ 無線近距離通信ネットワーク WPAN 

センサー・ネットワーク向けの IP プロトコル 

[4]セキュリティ対策の課題  

 

 

 

 

授業を受ける学生 
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時　限 科目名

1
太陽光発電

基礎

2
太陽光発電

基礎

3
太陽光発電

基礎

4
太陽光発電

基礎

5
太陽光発電

基礎

6
太陽光発電

基礎

4太陽光発電の原理
5太陽電池の種類と効率
6多接合型化合物系太陽電池

7有機系色素増感型太陽電池
8有機薄膜型太陽電池
9量子ドット型太陽電池

平成 24年  　2月  14日　　(火）

Ⅰ太陽の科学
1太陽の誕生　2太陽の構造　3太陽のエネルギー
4　太陽エネルギーと気候変化

5人間活動と気温上昇　6自然エネルギーと新エネルギー
Ⅱ電気
1電気　2　電力化率　3電気と水素
4発電の方式

担当者名

1-6　村山

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
丸一日座学ということで、キチンとノートをとるように冒頭で指示をし
た。物理や化学の難しい内容も時折出てくることから、若干眠そう
にしている学生もいた。

とことんやさしい太陽光発電の本　図版のコピーを配布

5直接発電の方法
6電力の制御と安定
7畜エネルギー
8スマートメーター

Ⅲ太陽光発電
1光
2太陽光のスペクトル分布
3太陽光発電システム
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１～６時間目 太陽光発電基礎 村山 

 

Ⅰ太陽の科学 

１．太陽の誕生 

(1)宇宙：137 億年前 

(2)太陽：46 億年前に誕生 

(3)地球：その 5 千年後  40 億年前に地球上に原始海洋が形成され生命は海の底で誕生 

  生存可能領域：ハビタブルゾーン 

 

２．太陽の構造 

(1)半径 70 万 Km  地球の 100 倍  毎秒 10 億個の原爆に相当するエネルギーを放出 

(2)中心核、放射層、対流層、光球、彩層、コロナ 

(3)水素 プラズマ 核融合反応が起こりエネルギーの高い電磁波（ガンマ線）が発生 

(4)到達しているエネルギーは数十万年から数百万年かかっている 

 

３．太陽のエネルギー 

(1)水素原子からヘリウムが作られる核融合反応で生成 

(2)中心核の温度は 1500 万度 

 

４．太陽エネルギーと気候変化 

(1)データ 

・重さ：２×1027トン 地球の 30 万倍 

・毎秒６億トンの水素を燃やす 毎秒 500 万トンの質量を光や熱のエネルギーに変換 

・ 地球に届くのは 22 億分の１ 1kw/1m2 1 時間で４×106ジュール/ m2 

100%の効率で 太陽光 1 時間の照射＝世界の年間エネルギー消費量 

・ 半分は地表に吸収される 雲に吸収反射 

(2)地場の変動や黒点の変化で日射量が変化 

・黒点の変化は 11 年周期 極小期と極大期---二酸化炭素とメタンの濃度変化 

・ プラズマ流（太陽風）で地球の磁場に変化---宇宙線の増減---電離層の電流、雲の増減 

 

５.人間活動と気温上昇 IPCC評価報告書 

(1)温室効果ガス（二酸化炭素 メタン 一酸化二窒素 フロン）急増による地球温暖化 

(2)2100 年までに温度上昇３℃ 海面上昇 30cm 

(3)排出量①中国 21%②アメリカ 20%③ロシア 5.3%④インド 4.7%⑤日本 4.2% 
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６．自然エネルギーと新エネルギー 

(1)自然エネルギー：水力発電・地熱発電 

(2)新エネルギー：太陽光・太陽熱・風力・バイオマス・海洋 

(3)バイオマス：世界の 1 割のエネルギー 

(4)日本の再生可能エネルギーはまだ２% 

(5)日本の新エネルギー等分野別投資額 風力 43% 太陽光 24% バイオ燃料 17% 

2030 年 現状の 3 倍を目標 日本のエネルギー効率は世界最高水準 

 

Ⅱ．電気 

 

１．電気の正体 

(1)原子核(+) 電子(-) 

(2)歴史 

古代ギリシャの静電気 フランクリンの凧の実験 1752 年 エジソンの電気事業 1882 年 

陰極線管（クルックス管） 電子の発見 1898 年 

 

２．電力化率 

(1)電力化率：1 次エネルギー供給量うち発電量の占める割合 

(2)世界 20% 日本 44% 

(3)世帯あたりのエネルギー源 

電気 50% 都市ガス 21% LP ガス 10% 灯油 18%  

(4)安定した供給---停電による影響 

 

３．電気と水素 

(1)石油（ガソリン）経済から水素（液体水素）経済へ  

(2)水素から電気の変換は燃料電池 

(3)電気から水素への変換は電気分解で 

 

４．発電の方式 

(1)エネルギーと発電 

利用エネルギー 発電方式 

熱エネルギー 火力、原子力、太陽熱、地熱 

力学エネルギー 水力、風力、潮汐、波力 

化学エネルギー 燃料電池 

光エネルギー 太陽光 
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→通常の発電はタービンを回して力学エネルギーを経由して発電 

→電磁誘導による発電（ファラデーの原理） 

(2)太陽光発電の変換効率は 10〜20% 

 

５．直接発電の方法 

(1)直接発電：タービンを介さない 発電効率を高く 

(2)種類： 

①太陽光発電 光→電気 

②熱電発電 熱電子発電 熱→電気 

③燃料電池 科学→電気 

④MHD 発電 電磁流体エネルギー→電気 

(3)燃料電池---固体高分子形 白金触媒で運転温度は 100℃以下 

(4)家庭用では（エネファーム） 

都市ガスを燃料 水素で発電 騒音振動がない 電気と熱を供給 太陽光と組み合わせ 

 

６．電力の制御と安定 

(1)日本の電気：100V の交流電力 周波数 50Hz  60Hz 

(2)交流送電：電圧の変更が容易 高圧で電力損失割合が尐ない 

(3)直流送電：長距離での安定な電力輸送に適する 

(4)太陽光発電では：太陽電池から直流の電源を得る 

→直（インバータ）交  DC12V または 24V → AC100V に変換 

 

７．蓄エネルギー 

(1)蓄電の方法 

①力学的  フライホイールエネルギー貯蔵、圧縮空気貯蔵、揚水発電 

②科学的  新型電池電力貯蔵、化学蓄熱、水素蓄熱 

③電気的  超伝導エネルギー貯蔵 

④熱的  水・氷蓄熱 

(2)ソーラーポンド（太陽池）→発電利用には難しい 

(3)太陽光水素製造→燃料電池による発電 

(4)太陽光から直接水素をつくる 光触媒の原理 
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Ⅲ．太陽光発電 

 

１．光 

(1)幾何光学（フェルマーの原理 1661 年）：光の直進、反射、屈折 

(2)波動光学：光を波動として扱う 

(3)量子光学：波と粒子の二重性に基づく 

 

２．太陽光のスペクトル分布 

(1)ブランクの放射曲線 

・黒体輻射の波長依存性は、材質によらず温度だけで決まる 

・太陽の光は 6000 度の放射光式で近似される 

(2)可視光領域が太陽エネルギーは最大 

 

３．太陽光発電システム 

(1)太陽電池 PhotoVoltaic(PV) 

・セル 出力電圧 0.5-1.0v 

・モジュール セルを並べて樹脂などで保護してパネルに 

・アレイ モジュールを並べて接続 

(2)構成機器 

・架台  モジュールを設置 

・接続箱  モジュールからケーブルの結線 

・インバーター 直流電流を交流電流に変換 

・保護装置 電力の出力品質の制御 

・パワーコンディショナー インバータと保護装置を統合したもの 

(3)利用形態 

・独立型---孤島、標識、街路灯  直流のまま利用  蓄電池併用 

・系統連携型---電力網と自家発電の設備をつなぐ 分散型と集中型 

 

４．太陽光発電の原理 

(1)太陽電池（ソーラーセル）：不純物半導体 

(2)エネルギーバンド構造 

・電子の充満帯（荷電子帯）、禁制帯、伝導帯 

・p 型不純物半導体では充満帯の上にアクセプター準位 

・n 型では伝導帯の下にドナー準位 

(3)最大電力点追従装置 
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・太陽電池では p-n 接合の半導体への光照射で発電 

・効率よく発電するには最大電力点で運転 

 

５．太陽電池の種類と効率 

(1)太陽電池には高純度のシリコンが必要---高価 

(2)材料による分類 表 

・結晶シリコン多結晶シリコンが主流  モジュール変換効率 16% 

・高純度シリコンから非シリコン型に 

・ アモルファス太陽電池 薄く安価大面積 モジュール変換効率６〜10% 

(3)非シリコン型 

・化合物半導体  

・色素増感型有機半導体 

・有機薄膜型 

・ 量子ドット型 

 

６．多接合型化合物系   宇宙用 

(1)異なる太陽電池を組み合わせる多接合型（タンデム型） 

・上面：アモルファスシリコン---青色可視光 紫外線短波長の光を吸収 

・ 下面：微結晶シリコン---赤い可視光 赤外線の長波長 

(2)三層構造の化合物太陽電池  セル変換効率 41% ドイツ 

(3)理論効率は非集光で 61% 

 

７．有機系色素増感型 

(1)色素による光化学電池： 

・pn 接合半導体型と異なり、光励起状態での電子移動 

・ 色素 電解質 ガラス 

(2)構造 

・透明伝導性ガラス電極 白金の対極 

・ 二酸化チタンの微粒子膜 増感色素（ルテニウム錯体） 酸化還元電解質溶液（ヨウ

素主成分） 

(3)特徴：安価でカラフル  

・変換効率：理論効率は 33%、実際の最大値は 10% 

・ 大規模製造装置が不要 
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８．有機薄膜型 

(1)有機半導体薄膜太陽電池 

・プラスチックなどの有機物を使いカラフルで軽量なポスター型太陽電池 

(2)構造 

・ドナー材料：光が当たると電子を放出 

・ アクセプター材料：電子を吸収しやすい 

・ →混合塗料 

(3)特徴 

・電気を通しにくいが、電気量、速さ、外力をコントロールしやすい 

・ 全固定型で柔軟性や寿命が有利 

(4)課題：変換効率の向上 5%を 15%に 

 

９．量子ドット型 

(1)ナノテクノロジー 第三世代太陽電池 

・量子ドット 直径数億分の１メートルの小さな粒子状の半導体 

・ インジウム ヒ素などの化合物半導体 

・ 多数重ねて数ミリ角のセル 

・ 理論効率は 63% 

 

10．メガソーラー計画 

(1)低酸素社会づくり行動計画と電力業界 2008 年 

(2)メガ（百万）ワット級の大規模集中型太陽光発電 

(3)例 

①北海道電力 独立行政法人 新エネルギー産業技術総合開発機構(NEDO) 稚内 

 5 メガワット（5000kW）出力達成  

太陽光パネル 2 万８千枚設置 → 一般家庭約 1700 世帯分の電力 

②東京電力 川崎市臨海部 

③東北電力 八戸 1.5MW 12 月稼働  仙台 原町は被災 

 

11．開発の歴史 

1954 年 米国ベル研究所 単結晶シリコン型 効率 6%  人工衛星用 

1958 年 ヴァンガード 1 号(米)に搭載 6 年動作 

1960 年 日本で量産開始 

1974年 サンシャイン計画 本格的な開発開始 

90 年代 住宅用に補助金開始 1993 年ニューサンシャイン計画 
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1994年 新エネルギー導入大綱 

1997年 京都議定書 

1998年 日本が生産量世界一 

現在 キロワットあたり 70 万円 キロワット時あたり 49 円 

 

12.生産量 

(1)生産量は国の計画に依存 

・生産量①中国②ドイツ③日本 

・日本の導入量は 200 万 kW で世界第３位 

(2)2008 年新規導入量 

①スペイン 170 万 kW ②ドイツ 150 万 kW ③アメリカ 30 万 kW ④日本 24 万 kW 

(3)日本のメーカー 

シャープ 京セラ 三洋電機（現 Panasonic） 三菱電機 東芝 

13.可能性と問題点 

(1)利点 

①クリーンで無尽蔵 

②国産エネルギーの安定供給が可能 

③設置場所を自由に選択 

④発電の規模を自由に選択できる 

⑤長寿命で保守が簡単 

⑥設備が簡単で技術導入が容易 

(2)欠点 

①エネルギー密度が低く大規模集中型の発電用には広大な面積が必要 

②発電単価が高い 

③天候に左右されやすく利用効率が良くない 

④夜間の発電が不可能 

⑤設置地域が限られる 

(3)解決策 

①変換効率を上げる技術開発 

②電力網の安定制御 スマートグリッド 

③政策 設置補助金 電力高価買い取り 

④節電 エネルギー需要の構造変革 
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時　限 科目名

1
太陽光発電

基礎

2 環境政策

3
太陽光発電

機器

4

5
太陽光発電
システム施工

安全衛生

6
太陽光発電
システム施工

安全衛生

担当者名

1-3　村山　4菅野
5-6  羽田

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

午前中は時間内に終わらなかった内容のために時間をとった。
京セラの資料を学生に配布した。実際に現場で使われているものであり、学生も興
味深く読んでいた。障害物や日照時間について実際に数値を使い、設置のシミュ
レーションをした。5，6時間目はエービーシステムの羽田さんによる安全衛生の授
業。太陽光発電モジュールは屋根の上での高所作業であり、事故防止のための
方法や心構えについての講義をしていただいた。

太陽光発電システムの概要（京セラ）学生に配布

太陽光発電システムの概要
設置角度　日照時間と障害物　モジュールの形式
製品概要　システムの仕様　設置の留意点
電気配線工事　配線の種類とサイズ

高所作業　屋根の勾配
１．正しい服装と保護用具の着用義務
２．屋根上の危険防止
３．悪天候時の作業中止

施工の心構え
手抜き工事、不良工事による事故事例
まとめ

平成 24年  　2月  15日　　(水）

Ⅲ太陽光発電
10メガソーラー計画　11開発の歴史
12生産量・メーカー
13利点・欠点・解決策

1低炭素社会づくり行動計画　 2温室効果ガス70%削減
3太陽光発電設備補助金制度
4 RPS法　5 FIT法
6グリーン電力制度
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２時間目 環境政策 村山 

 

１．低炭素社会づくり行動計画---麻生内閣 

(1)鳩山内閣・菅内閣では温室効果ガスを 90 年度比 25%削減計画 

(2)革新的太陽光発電 

2030 年以降 発電効率 40%超、コストを 1KW  7 円/1 時間 

導入量  2020 年 10 倍、2030 年 40 倍を目標 

3〜5 年後  価格を半減 

(3)支援策 

①住宅、産業、公共の各部門で設置の促進 

②技術開発 

③メガソーラー建設 

 

２．2050年温室効果ガス 70%削減 

(1)技術志向社会 

・原子力×  ・発電量を 1990 年比 1 割減  ・CCS 炭素隔離貯留  ・燃料電池 

・太陽光発電を 2050 年には 2005 年の 120 倍 

(2)自然志向社会 

・自然エネルギー重視の分散型 

・太陽光発電を 2050 年には 2005 年の 140 倍 

・ バイオマス 

 

３．太陽光発電設備補助金制度 

(1)国  経済産業省：住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金交付要綱 

・一般社団法人 太陽光発電協会/太陽光発電普及拡大センター(J-PEC) 

・7 万円/1kw 例）3.5kw で 24.5 万円 

■申請期間：平成 23 年 4 月 12 日～平成 23 年 12 月 22 日 

■予算額：349億円・17万戸程度の補助を想定  

■補助金額：1kW あたり 4.8 万円 

(2) 郡山市 

1kW あたり 2 万円、上限額は 8 万円  140 件程度 
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４．RPS法--- 

電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措置法 2003 年 4 月 

(1)RPS：再生可能エネルギーの利用割合の基準 Renewables Portfolio Standard 

(2)電力会社に一定の割合で再生可能エネルギーの導入を義務づける制度 

・太陽光、風力、地熱、小型水力、バイオマス 

→一般企業が発電した電力を電力事業者に販売できる 

(3)目的：再生可能エネルギーのコストを下げて普及を図る 

(4)問題点： 

・もともと全電力の２％しかない電力 

・ 競争を阻害して普及を妨げた 

・ 高い設備投資の負担が企業に 

・  

５．FIT---固定価格買い取り制度  Feed in Tariff  2009 年 

(1)太陽光発電設備で発電された電力を通常よりも高い価格で 10 年〜20 年の長期に

渡って電力会社が買い取る 

42 円/kwh で 10 年  設置費用 15 年で回収 

太陽光発電促進付加金 

(2)ドイツの成功 2005 年 

 

６．グリーン電力制度 

(1)グリーン電力：太陽光、風力、バイオマス、中小規模水力、地熱 

(2)グリーン電力基金 

参加者 100 円＋電力会社 100 円が基金に寄付---グリーンエネルギーの普及 

(2)グリーン電力証書取引 

企業などが証書を購入→グリーン電力を使っている 環境貢献を対外的にアピール 
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３時間目 太陽光発電機器 村山 
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５・６時間目 安全衛生 羽田 
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時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4

5

6

平成 24年  　2月  16日　　(木）

住宅の構造と屋根
1現場チェックリスト

2建築の構造について
①在来工法（在来軸組工法）②木造枠組壁工法（２×４工法）③鉄
骨造（S造）④鉄筋コンクリート造（RC造）⑤プレハブ工法

担当者名

1-3　近内

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

建築系の近内先生による太陽光発電システム施工における住宅の構造と屋根に
ついての授業。施工に入る前に必要な現地調査シートに沿って、建物や屋根に
ついての知識を学ぶ。建築の構造についての基本的な知識や、屋根の形状、屋
根材、勾配についてはモジュールの施工には欠かせない知識である。模型やパ
ワーポイントを駆使してわかりやすい授業をしてもらった。午後は授業なし。

現場調査（京セラ）

3屋根の形状について　切妻　寄棟　入母屋　片流れ　陸屋根
4屋根材と勾配について
5木造屋根下地について　施工手順　取り付け金具
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１～３時間目 太陽光発電システム施工 近内 
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時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4
太陽光発電
システム施工

5
太陽光発電
システム施工

6
太陽光発電
システム施工

担当者名

近内

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
模擬屋根ではあるが、実際の住宅屋根下地と同じ構造であるので、垂木のピッチ
や野地板の種類など学生たちは、構造をよく理解する事が出来た。

模擬屋根製作
フレーム組み立て

模擬屋根製作
垂木の取り付け

模擬屋根製作
野地板張り（構造用合板　３×６板　厚さ１２ｍ）

模擬屋根製作
野地板張り（構造用合板　３×６板　厚さ１２ｍ）

平成 24年  　2月  20日　　(月）

模擬屋根製作
施工方法の説明・注意事項

模擬屋根製作
木材加工（フレーム・垂木）
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１～６時間目 太陽光発電システム施工：模擬屋根製作 近内 

 

 

 

  

 

  

1日目は野地板を張るところまで 
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時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4

5

6

平成 24年  　2月  21日　　(火）

模擬屋根製作
アスファルトルーフィングの役割と施工方法の解説

模擬屋根製作
アスファルトルーフィングの施工

担当者名

近内

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
アスファルトルーフィングの必要性と施工方法を学ぶ事で、実際の施工で補修が
必要な際も、対応が可能になる。部材の設置方法から、金物の選定まで行い、さま
ざまな屋根仕上げ材によって金物の違いを学んだ。

模擬屋根製作
太陽光発電システム部材説明・金物選定
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１～３時間目 太陽光発電システム施工：模擬屋根製作 近内 

 

 

 

アスファルトルーフィングをして模擬屋根が完成した。 
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時　限 科目名

1

2

3
太陽光発電
システム施工

4
太陽光発電
システム施工

5
太陽光発電
システム施工

6
太陽光発電
システム施工

担当者名

太陽光発電システムメーカー

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

メーカーの方による講義はとても現実的で役に立つ情報であった。先週までの授
業での予備知識のおかげで理解度が高まった様子で、学生たちが機器の名称や
用語を使って会話をしている姿も見られた。実習で使った設計ソフトが秀逸で簡単
に図面が描け、自動でモジュールの配置と回路設計までできるもので、なんと見積
書まで作成できる。（終了後アンインストール）。学生たちにはよい体験ができた。

１．住宅用太陽光発電システムの概要
セルとモジュール　システム
設置
変換効率

２．傾斜屋根への設置
屋根の条件
設置条件基準(積雪・塩害・風圧)
据付場所
システム構成　発電効率

３．太陽光発電システム設計実習
①屋根と外壁の平面図を描画
②モジュール配置
③部材選定と見積　④発電シミュレーション

＊PCで研修向け演習用データをもとにデータ作成
切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと
---17:00終了

平成 24年  　2月  23日　　(木）
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３～６時間目 太陽光発電システム施工：住宅用太陽光発電システムメーカー 

 

  

システムの概要 
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設計実習では PC を使用して平面図の作成、モジュールの配置を行った。 
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難易度の高い図面も学生はこなしていた。 
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時　限 科目名

1
太陽光発電
システム施工

2
太陽光発電
システム施工

3
太陽光発電
システム施工

4
太陽光発電
システム施工

5
太陽光発電
システム施工

6
太陽光発電
システム施工

2枚目に続き3枚目もモジュール取り付け完了

接続ユニットとパワコンの収納台製作

平成 24年  　2月  24日　　(金）

据付位置と部材の確認
ラック　金具が納品され　開梱し機器を確認
3つある模擬屋根に各1枚のパネルを取り付け、直列で接続

1枚目取り付け
きちんと位置決めをしてラックを取り付ける

担当者名

星

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

ラックと金具が納品されいよいよモジュールの取付。動かないようにきっちり固定す
るのに手間取ったが、1枚目で要領がわかると2枚目3枚目は順調に取り付けられ
た。接続ユニットとパワコンの接続はモジュールの枚数が3枚なので簡単だった。
残念ながら、天候は曇りで気温も低かったため、負荷を接続して発電し運用するに
は至らなかった。

１枚目モジュール取り付け完了

2枚目と3枚目の作業に入る
　1枚目で要領はわかった
分科会メンバーが視察に訪れる
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３～６時間目 太陽光発電システム施工：モジュール取付 

 

 

  

 

  

部材を確認し、ラックの取り付けから 
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3 枚のモジュールの設置が完了 
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時　限 科目名

1

2

3 福島大学へ移動

4
風力発電の

仕組みと実際

5
風力発電の

仕組みと実際

6
風力発電の

仕組みと実際

福島大学　島田教授

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

雪の中貸切バスで福島大学を訪問した。風力発電についての講義を受講、その
後学内に設置されている風車とモニター室を見学した。残念ながら殆ど無風
（0.4m/sec）で発電されていなかった。ローターの直径は1.8mでFRP製の3枚ブ
レードの風車で、風速20mで5kWの出力が得られる。

11:30　出発
13:00　到着

エネルギーの動向　エネルギー問題と環境問題
自然エネルギー　　発電と蓄電

風車の分類　揚力と抗力　ブレードについて
風車の種類、風車の理論、特性評価

風力発電システム　風車の設置　風況調査
風車とモニター室を見学

平成 24年  　3月  5日　　(月）
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３～６時間目 福島大学訪問見学 島田教授 

 

 

「風力発電の仕組みと実際」 

福島大学共生システム理工学類 島田 邦雄 教授 

１．エネルギー 

○エネルギーの種類 エネルギーの動向 エネルギーと環境問題 

○自然エネルギーと発電の種類 

○自然エネルギーの利用法 

２．発電・蓄電について 

○発電方式 発電機 

○蓄電について 

(1)フライホイール型 

(2)電池型 

３．風力 風力エネルギー 風車 風力発電 

○日本の風力発電の現状 

○風車の分類 

（1）プロペラ式  ブレードについて 

（2）古典的風車 

（3）多翼式 

（4）パドル式 

（5）ダリウス式 ジャイロミル式 

（6）フレットナー式 

（7）ペイモーン式 クロスフロー式 サボニウス式 

○風車の理論 理論パワー ベッツの効率 

○風車の特性評価 

（1）パワー係数 

（2）周速比 

（3）トルク係数 

（4）推力係数 

○風力発電システムの構成 

○風車の設置 

○東北地方の風況マップ、風況調査 

○世界の風力発電 
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風車は２基 

 

 

 

  

残念ながらこの日は風がなく発電量は０ 
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時　限 科目名

1 風力発電基礎

2 風力発電基礎

3 風力発電基礎

4
風車の利用

風のエネルギー

5 風力発電

6 風力の変換と利用

1.1風車により得られるエネルギー　1.2風車の種類と特徴
1.3風車の性能評価　1.4風車の設置場所

2.1風力発電システムの設計　2.2発電機
2.3蓄電池　　2.4インバータ

平成 24年  　3月  6日　　(火）

Ⅰ風力発電の概要
1風力発電とは　2世界の風力発電　3,4風力発電の歴史
5風力発電のメリット　6電力に変えるには
7中型風力発電機の利用形態

8環境価値　9製造メーカー
Ⅱ風力発電の建設
1建設場所　2大型風車の組立　3導入まで　4風車の配列

担当者名

1-3：村山　4-6：　渡部

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

午前は風力発電の基礎知識、午後は日大工学部渡部先生による講義。風、風
車、発電機について専門的な内容で、学生には難しいようだった。例えば何mの
風速でどれだけ発電できるかを計算することは、実際の運用の場面で必須の作業
だ。

六ヶ所村二又風力発電所
風力発電トレーニングセンター

空気の性質　風の性質　風の発生　風の方向
風のエネルギー　風車の基礎知識
風車の定格発電力　出力と軸の太さ
地球型惑星の比較
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１～３時間目 風力発電基礎 村山 

 

Ⅰ風力発電の概要 

 

１．風力発電とは 

（１）風力発電 

風の運動エネルギーを風車により機械的な回転力に変換し、 

その回転力で発電機を回して発電する。 

（２）4 つの問題 

①地球温暖化 CO2 削減  ②化石燃料の枯渇  ③エネルギー自給率が低い 

④産業の活性化と雇用の創出 

⇒風力発電が問題解決！ 

（３）風力発電の特性 

①豊富で安価  ②クリーンかつ無尽蔵  ③広範囲  ④再生可能 

図版 

 

２．世界の風力発電 

（１）風力発電の導入量 

121GW = 100万 kW原発 120基分   発電設備全体の３％ 

・年間成長率 20%以上 

・欧米の新設電源 40%以上 

（２）主要国 

・90年代まで：デンマーク 

・00年以降：ドイツ・スペイン 

・07年以降：アメリカ・中国・インド 

・日本は 13位 

（４）目標 

①2020年に世界の電力の 12%：Wind Force12 世界風力エネルギー協会 

②2020年に EUの電力の 20% 

③2020年にアメリカの電力の 20% 

図版 

 

３．世界で最初の風力発電---デンマークの P・ラクールが創始者 1891年 

図版 
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４．日本の小型風車  山田風車 

（１）山田風車---山田基博氏 発電電力 200～300W の小型風力発電装置 

・1940年代末から 70年代初めまで 

・北海道の漁村向け 無電化開拓地 夜間照明用 200W 

・えぞ松 2枚ブレード 

・弱い風でも回りやすい 単純な気候で故障が尐ない 安価 

・理論設計ブレードより  パワー係数高い 低周速比領域での性能高い 

 

５．風力発電のメリット 

（１）環境への負荷が小さい  CO2排出しない 

（２）石油代替エネルギー 

・発電効率 40%可能 

・コスト：火力発電並  太陽電池の 2倍 

（３）エネルギー自給率の向上 

・日本約 4%  ・脱石油依存  安全安心 

（４）経済効果 

・新たな産業を創出し、雇用を促進する  世界で 44万人 2008年 

・利益---風力発電事業者、固定資産税、法人事業税 

 

環境保全と経済発展を両立 

 

６．風のエネルギーを電力に変える 

（１）大型風車 

・発電した電力を電力会社の電力網に連系 

・電力ケーブル→昇圧変圧器→系統制御盤→送電網  図版 

・光ケーブルでリアルタイムな運転情報  事務所、本社、電力会社 

（２）風車の制御 

・風向計 風速計 

・羽根の角度を変えて回転数を制御 

・風車回転面を風の方向に向ける 

（３）風車のエネルギー 

・風車の高さは高い方が有利 

・風から取り出せるエネルギーは風車のブレードが回転してできる面積に比例 

・風速の 3乗に比例して増大→風速 2倍でパワー８倍 

図版 
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７．中型風力発電機の利用形態 

（１）中型風力発電機（10kW～100kW出力） 

・商用電源のないところの独立電源  開発途上国 

・太陽電池とディーゼル発電と組み合わせ 

・バッテリー蓄電 

（２）利用形態 

①バッテリーチャージ方式：配電の届かない僻地 無線中継所、航路標識、気象観測所 

②負荷直結方式：風がある時だけ負荷を動かす 照明 ポンプ 

③内燃機関との併用：不足時にディーゼル発電機 離島の電源 

④系統連携方式：インバータ高価 

図版 

 

８．環境価値 

（１）2MW級風車の環境貢献度 

①平均風速 7m/sで 707万 kWh/台・年、発電する 

→13万台で日本の全電力需要をまかなえる 

②一般家庭の消費電力に換算すると 

→約 1400世帯分に相当 

③石油火力発電所（石油量）に換算すると 

→約 17,000kl（ドラム缶 8,600缶）に相当 

④CO2削減量に換算すると 

→約 5,000トンに相当 

⑤CO2削減量を吸収するための杉の木に換算すると 

→約 36万本に相当 

（２）エネルギー機器製造のための諸材料・製作・廃棄にかかるエネルギーの回収期間 

エネルギーペイバックタイム EPT 尐ない３～４カ月で回収できる 

 

９．製造メーカー 

VESTAS デンマーク 

GE Wind アメリカ 

GAMESA スペイン 

ENERCON ドイツ 

SIEMENS デンマーク 

三菱重工 
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Ⅱ風力発電の建設 

 

１．風力発電の建設場所 

（１）日本特有の環境条件 

・台風、強風  ・乱流  ・雷  ・送電系統弱い  ・輸送困難な道路 

（２）風の道 輸送の道 電気の道が必要 

⇒候補地 

①海岸など年間で強い風が吹く 

②長いブレードやタワーを運べる広い道路 

③送電線が近くにある  

図版 

 

２．大型風車の組立 

①コンクリート製基礎 ②タワーを設置 ③地面でローター組立 ④ナセルの吊上げ 

⑤発電機などの吊上げ ⑥ナセル部完成 ⑦ローターの吊上げ  ⑧ローターの取り付け 

⑨完成 

 

３．風力発電の導入 

（１）立地調査 

①有望地域の抽出 ②近傍の風況データの収集 1年間 ③地理的条件の調査（自然条件、社会条件） 

④風車導入規模の想定 

（２）風況精査 

①風況観測 ②風況特性、エネルギー取得量の評価 ③経済性の概略検討 

（３）基本設計 

①風車設置地点の決定 ②風車規模の設定（容量、台数、配置） ③機種の選定 

④環境影響評価（騒音、電波障害、景観など） ⑤測量調査、土質調査 ⑥経済性の検討 

（４）実施設計 

①設備設計 ②工事設計 ③工事計画 

（５）建設工事 

①建設契約 ②土木工事 ③風車設置工事 ④電気工事 ⑤試運転、検査 

（６）運転・保守 

①メンテナンス契約 ②損害保険 ③電気設備の保守点検 ④風車設備の保守点検 
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４．風車の配列 

図版 

（１）ウインドファーム：規則的に配置 風車同士が干渉しないように 

（２）配列 

・風と同じ向きにはローターの直径の 7倍から 10倍 

・風と直交する方向にはローターの直径の 3倍 

・ウェイクロス 風車の風下は風速が遅くなる、渦ができる 

 

５．風車の効率 

（１）設備利用率 

年間設備利用率：年間実発電量÷（発電能力/基×365 日×24時間）×100 

例）3,000,000（300万）kWh ÷(1,500/1×365×24) ×100=22.8% 

25%が採算分岐点 

（２）時間稼働率 どれだけの時間に運転できたか 

年間稼働率：年間運転時間÷（365時間×24時間）×100 

例） 年平均風速 7m/sec で約 30%  パタゴニアで 40% 

 

６．風車のコスト 

（１）建設コスト 

・風力発電（大規模） 25～32万円／kW 

・太陽光（住宅用） 68 万円／kW 

⇒2020年 12万円が目標 

（２）発電コスト 

・風力発電（大規模） 9～12円／kWh 

・太陽光（住宅用） 47 円／kWh 

・石油火力 10.2 

・原子力 5.9 
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３～６時間目 風力発電機 日本大学工学部 渡部弘一先生 
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時　限 科目名

1 風力発電基礎

2

3

4

5

6

担当者名

渡部

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄
実習教材が未到着のため1時間機材の解説をして終了。
インバーターはAC-ACのため使用不可。

平成 24年  　3月  7日　　(水）

実習用風車のしくみ
バッテリーの充放電の扱い方　蓄電池の評価
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時　限 科目名

1
日大工学部
訪問見学

2
日大工学部
訪問見学

3
日大工学部
訪問見学

4 アンケート

5

6

平成 24年  　3月  8日　　(木）

9:30出発　9:45到着　東口より貸切バス
日本大学工学部　工学研究所
環境保全・共生共同研究センター
風力太陽光ハイブリッドシステムモニターパネル

プレゼンテーションルームで渡部先生の説明（電力コスト）
太陽光発電機
エネルギーハイブリッド研究室
（電力コントロール装置・パワーコンディショナー・蓄電池）

担当者名

1-3渡部　4村山・和田

授業内容

使用教材テキスト資料

自由記入欄

渡部先生の案内で日大工学部エネルギーハイブリッド研究室、風車等を見学し
た。現物を見ることで学生たちはより理解が深まった様子である。定格出力は太陽
光発電が20kW、風力発電が40kWと学校の発電量としては規模が大きい。天気は
晴れ時々曇り風速3m～4mとまあまあの条件であり、モニタパネルで発電量が確認
できた。学校に帰着後これまでの授業のアンケートを記入してもらい試行授業は修
了となった。なお、遅れていた風力発電の機材が到着し、手間のかかる搬入作業
を学生に手伝ってもらった。

風力発電システム
富士重工製風車・風車制御盤
校史資料室のRutLand社（英）製風力発電機

授業アンケート記入
風力発電機材搬入
修了のあいさつ
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３～６時間目 日本大学工学部見学 渡部弘一先生 
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屋上の太陽光発電 

  

 

  

  

監視・制御のモニター 
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タワーの下部にドアがある 
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タワー内部 ナセルまでの階段がある 
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ロハスの家       校史資料室の RutLand 社製風力発電機 
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試行授業実施報告 

 

 

◆ 太 陽 光 発 電          

 

【総合評価 問題点と解決策】 

 

＜学科＞ 

（１）概論系、知識の授業はほぼ予定通り消化できた。 

（２）機器と効果と積算は同一授業にし、メーカー等技術者が講師を担当することが望ましい 

⇒解決策：メーカーに協力依頼 

（３）電気の基礎知識がない場合さらに電気関係の授業が必要になってくる 

⇒解決策：授業時間の確保と講師依頼 

 

＜実習＞ 

（１）時間消化率は約半分で、最終的に発電、運用、保守ができなかった⇒原因は 

①講師手配がつかなかった 

⇒解決策：実習をメーカー、販売会社の技術者に依頼 

②ラック、金具の不足が直前に発覚 

⇒解決策：事前確認と不足部品の発注 

③降雪低温により屋外での発電運用の確認ができなかった 

⇒解決策：実習時期、実習場所の確保 

④負荷となる蓄電池等の準備ができなかった 

（２）実習にはメーカーの技術者の講師が必須で、取付方法が全く異なるため導入した教材と同一メ

ーカーでなければならない 

⇒解決策：メーカーに協力依頼 

（３）相応のスペースが必要なため実習場所の確保が難しい 天候等の条件もある 

⇒解決策：実習場所の確保とモジュールの有効活用 

（４）模擬屋根の製作では屋根の角度を 30度にする方が発電効率が上がる 

⇒解決策：製作前に図面の確認 

 

【授業時間等の変更案】---中期プログラムにおいて 

○太陽光発電基礎：6時間→12時間 

○太陽光発電機器、同機器、同効果、同積算を統合→太陽光発電システム：6時間 

○太陽光発電設計は学科のみで CAD実習は不要：3時間 
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○学科総時間 30～33時間 

○実習総時間：計画 36時間、実行 15時間→3枚のパネル設置 学生 10名で 20時間 

6時間×9日＝54時間 

オリエンテーション、アンケート等含む 

 

 

◆ 風 力 発 電          

 

【総合評価 問題点と解決策】 

 

＜学科＞ 

（１）授業期間が当初の 2 週から 1 週に減ったため一部予定した知識の時間が尐なくなった 

⇒解決策：実際の保守運用についてリアルな話が聞けるように関連企業等に依頼 

（２）講師間で内容の分担が明確でなかったため一部の内容が重複してしまった 

⇒解決策：事前の打ち合わせを詳細にする 

（３）風車の力学などの物理の内容は学生には難解な部分があった 

⇒解決策：必要な個所ではあるのでわかりやすくする工夫が必要 

 

＜実習＞ 

（１）教材のユニットの納品が間に合わず実習ができなかった。 

⇒解決策：ユニットの構成・発注・納期について十分確認する 

（２）インバーターの仕様が合わなかった 発電電力制御装置が未発売だった 

⇒解決策：不足部材（制御装置）の購入が必要 

（３）実習時間がなく学生にも不満が残るものだった 

⇒解決策：設置場所と蓄電池等の負荷を確保し実習を完結する 

（４）福島大学と日本大学工学部の訪問見学は有効だった 

⇒解決策：布引高原 滝根町の見学等企画する 

（５）稼働には設置台（タワー）の安全に固定する必要がある 

⇒解決策：安全な設置場所（約 1m 地面を掘る等の固定）を確保する 

 

【授業時間等の変更案】---中期プログラムにおいて 

○風力発電基礎：10 時間→6 時間 

○風力発電 社会 導入 計画 建設は基礎の時間に統合または、風力発電開発として専門企業に講

師依頼（3 時間） 

○風力発電機：メカニズムは大学教授等に依頼（3 時間） 
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○運転保守は学科 3 時間実技 3 時間で専門企業に依頼 

○ユニットの組立実習 

設置場所準備（3 時間） 

組立（3 時間） 

運用・保守（3 時間） 

計 9 時間 

○学科総時間 15 時間 

○見学等 3 時間 

○総実施時間 27 時間～30 時間（1 週） 

 



  
145 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 視 察 
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視 察 報 告 書 １ 

 

期日：平成 24年 2月 26日（日）27日（月） 

視察者：協議会メンバー／水野和哉／村上史成/村山 隆 

視察対象／場所：青森県八戸市（太陽光発電所）、六ヶ所村（風力発電所） 

視察概要：下記の通り 

 

2/26（日） 

15:45 東北電力八戸太陽光発電所 

無人のため後日改めて連絡することにする。 

連絡先：東北電力㈱ 八戸技術センター 

電話 0178(43)3935  八戸市大字河原木字川目 1-3 

 

以下東北電力プレスリリースより 

八戸太陽光発電所の営業運転開始について～ 

当社初のメガソーラー発電所が営業運転開始～ 

平成 23年 12月 20日 

 当社初のメガソーラー発電所である八戸太陽光発電所（青森県八戸市、出力 1，５００ｋ

Ｗ）が、本日、営業運転を開始いたしましたのでお知らせいたします。 

  

 当社は、地球環境問題への対応を重要な経営課題の一つとして位置づけ、低炭素社会実

現に向けた取り組みの一環として、当社管内の複数地点において、２０２０年度までに合

計１０，０００ｋＷ程度のメガソーラー発電所を建設することとしております。 

  

 本日営業運転を開始した八戸太陽光発電所は、こうした取り組みのもと、先行開発地点

として工事を進めていたもので、八戸火力発電所（青森県八戸市）の構内に建設し、３種

類の太陽電池モジュール（多結晶シリコン、薄膜系シリコン、薄膜系化合物）を採用して

おります。 

  

 また、八戸太陽光発電所は、年間約１６０万ｋＷｈ（一般家庭約５００世帯分の年間使

用電力量に相当）を発電するとともに、ＣＯ２排出量を年間約８００トン低減（一般家庭

約１６０世帯分の年間排出量に相当）することができます。 
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八戸太陽光発電所の概要 

１．発電所の概要 

（１）名称：八戸太陽光発電所 

（２）所在地：青森県八戸市大字河原木 

（３）出力：１，５００ｋＷ 

（４）太陽電池モジュール： 

多結晶シリコン（１，０００ｋＷ） 

薄膜系シリコン （２５０ｋＷ） 

薄膜系化合物 （２５０ｋＷ） 

（５）発電電力量：約１６０万ｋＷｈ／年 

（一般家庭約５００世帯分の年間使用電力量に相当） 

※設備利用率を１２％と仮定して試算。 

（６）効果（推定）：年間約８００トンのＣＯ２削減 

（一般家庭約１６０世帯分の年間排出量に相当） 

 

２．主な経緯 

新設工事開始 平成２３年 ２月２５日 

基礎工事開始 平成２３年 ６月２０日 

太陽電池モジュール設置開始 平成２３年 ９月２０日 

総合試運転開始 平成２３年１１月１６日 

営業運転開始 平成２３年１２月２０日 

（参考：八戸太陽光発電所の外観）
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2/27（月） 

10:30 風力発電トレーニングセンター 

 

平成 10年８月に開設、日本風力開発グループのイオスエンジニアリング＆サービスが運営。

国内初の実機を備えた風車メンテナンス要員育成の施設で、センター内実習室には、全長

約 10 メートル、重量約 65 トンの風車の主要部分（ナセル、ハブ）が設置されており、研

修室からガラス越しに実機を常に見ることができる。研修は初級・中級・上級のプログラ

ムがあり、それぞれ約 1 週間の期間である。詳細な研修内容は、後日本社を通して問い合

わせてみることとなった。 

施設のあるエリアには六ヶ所村二又風力発電所があり、34 基の風力発電設備があり、計

51,000kW の出力がある。特徴としては NAS（ナトリウム硫黄）電池を使った蓄電池システ

ムを併用しており、安定した電力を供給することができる。 

この六ヶ所村地区の「次世代エネルギーパーク」にはウインドファームをはじめ石油備蓄

基地、核融合エネルギー研究センター等の研究施設があり、新エネルギー開発の拠点とな

っている。時間と天候の関係でこれらの視察はできなかったが、次年度以降の事業計画の

ヒントがここにあるようで、再度訪れたいものである。 

 

 

  

風車の主要部分。ナセルは奥にある。  ブレードが取り付けられる部分。 
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村上：事業の概要を説明 

水野：社員の方々の入社の経緯は 

説明：地元の高校生を多く採用していた。最近は大卒も。電気を学んだ人が多い。電気工

事士。初めは人が足りないので専門にこだわりなく採用していた。定期採用があり常時募

集している。地元が望ましい。六ヶ所村はアパートが尐ない事情がある。弊社はイオスエ

ンジニアリング＆サービスがメンテナンスを行う。全国に８か所に事業所がある。日本風

力発電の風車のメンテナンス。建ててメンテナンスできない会社からメンテナンスを請け

負うこともある。民営＋村が出資（株主）。 

 

二又風力発電所の説明 

所長 副所長 ２４時間監視員 １９名で 

パンフ後ろ グレーで示している六ヶ所村風力発電所が２２基、オレンジで示している二

又風力発電所が３４基あります。こちらのグレーで示している六ヶ所村風力発電所は一般

的な風力発電所になっておりまして、オレンジで示している二又風力発電所は蓄電池を併

設しており、電力を計画的、安定的に送ることができる世界で初の大容量蓄電池併設型の

風力発電所となっております。左下の設備概要 

 

設備概要 

風力発電設備  1,500kW×34台 計 51,000kW 

NAS電池  2,000kW×17ユニット（常時 15ユニット並入） 

交流・直流変換装置 2,000kW×17ユニット（常時 15ユニット並入） 

最大送電可能電力 51,000kW 

連携変圧器  二次電圧（風車側）22kV（60MVA）と 

   三次電圧（蓄電池側）6.6kV（40MVA）を 

   一次電圧（系統側）154kV（60MVA）に昇圧して送っている 

風車 模型  

ここがタワー、ナセル、三角の部分がハブ、羽根をブレードという。 

GE ウインドエナジー社製 

1.5型の風車 

定格 1500kW 

風速が 4mになると発電し始める。25mになると安全上の問題のため自動停止する 

羽根が 3枚で直径が 70.5m 高さが 64.7mだいたい 100m 

アクティブブレードピッチコントロール 羽根を動かして最適な発電を行う 

外の看板はブレード実物 

NAS電池の特徴 

マイナス極ナトリウムの Na、プラス極に硫黄の Sがあるため NAS電池と呼ばれている 
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日本ガイシの製品 

自己放電がないのが一番の特徴で、1ユニット当たり 7.2時間放電できる 

電力販売 

電気事業者または卸電力取引所を通じて販売することができる 

日本風力開発の風車と全国の委託された風車を合わせると約 240基ある 

監視を行っている土日はそちらで監視をし何かあれば最寄りの事業所に連絡して対応して

いることもやっている。 

 

 

 

DVD 

 

CO2排出の削減など地球温暖化対策が、具体的に重要な課題となっている現在、自然のエネ

ルギー風を利用した風力発電が日本にも定着してきています。この 10年の間に風車設置台

数の増加に加え、風車自体の大容量化が進み、風力発電電力量は大きく増加しています。 

 

下北半島の付け根に位置し、陸奥湾と太平洋に挟まれた青森県六ケ所村。 

なだらかな丘陵に牧草地が広がるこの地域は、年間の平均風速が毎秒 6mと風力発電に適し

た場所で、たくさんの風車が並び、風力発電のメッカと言えるようなところです。ここに

大規模風力発電所では世界初となる蓄電池併設型の風力発電所、六ヶ所村二又風力発電所

が建設されました。 
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その施設の概要は、出力 1500kWの風車 34基。 

それらを結ぶ、2万 2000V の地中送電線と架空送電線、合わせて約 35km。 

連系用変電設備と管理事務所。 

電力会社の既設高圧送電線に連系するための 15万 4000Ｖの地中送電線と架空送電線、合わ

せて約 2km。 

 

このように風力発電所としては大規模な六ヶ所村二又風力発電所ですが、その第一の特徴

は風力発電に蓄電池を併設したことです。 

 

従来の風力発電のシステムは、風車で発電した電気を、変圧機で昇圧しそのまま送電する

ものです。このシステムでは風の影響で発電量が変動し不規則な出力の電気となります。

この欠点を克服するために、蓄電池を設置し、発電する電気を貯蔵することにしました。 

 

一定量に設定した売電電力に対し、夜間に発電した電気を蓄電しておき、供給開始後、風

車の発電量が尐ない時に、不足分を蓄電池から放電し、発電量が多い時に蓄電します。こ

れによって電気の出力はいつも一定となり、風力に左右されずに安定した電力供給が可能

となります。このシステムを導入した、六ヶ所村二又風力発電所は、従来の風力発電の欠

点を克服した、まさに第二世代の風力発電所と言えるものです。 

 

工事は 2006年 12月に着工。高さ約 100mに達する、風車の基礎の構築。 

架空送電線の電柱や、鉄塔の構築、ケーブルの敷設工事など広い範囲にわたって長期間の

工事が展開されました。34基の風車本体はタワー、ナセル、ハブ、ブレードに分割し海上

輸送で陸奥小河原港に陸揚げ、港に仮置きしました。現場への搬入は組立工程に合わせ、

交通量の尐ない夜間に行うことで、交通への影響を最低限に抑えました。 

風車は一基 4日の工程で組み立てました。 

500tクレーンを使ってローターが取り付けられます。施工場所は牧草地や耕作地の中とな

るため、工事は地元の人々の理解と協力を得て、順調に進められました。連系用変電設備

の工事は、変電所や監視室など従来の施設に加えて、蓄電池装置と交直変換装置、PCSの設

置、それらをつなぐケーブルの施設が必要となります。PCSは風車から送られてきた電気を

直流に変えて蓄電池に送り、蓄電池から放電する場合は、直流を交流に変えて送り出す役

割をします。電子機器で構成されている PCSは、塩害や湿気を嫌うため、屋内に設置され

ています。PCS棟内ではケーブルの接続や装置のテストが慎重に進められました。蓄電池ヤ

ードでは、蓄電池が搬入され、設置されていきます。 

 

今回導入された NAS電池は、ナトリウムイオンを通す特殊なセラミックスを用いて電気を
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蓄えるもので、断熱容器に単電池を収納して、エネルギー変換の高いモジュール電池を構

成しています。モジュールを増やすことで大容量化が容易であり、六ヶ所村二又風力発電

所では 50kWのモジュール電池を 680個、３万 4000kW 設置しました。従来、大容量の電力

貯蔵システムは、蓄電池の性能、採算性の問題などで導入が困難でしたが、NAS電池の開発

によって今後は自然エネルギーを利用した発電には欠かせない設備として普及が期待され

ています。 

 

工事は順調に進み、2008年 4月すべての機器の設置が完了。発電所では試運転が開始され、

装置の最終チェックが行われました。 

 

今後、計画的で安定した風量発電を行う企業として活動を展開することになる、六ヶ所村

二又風力発電所。その業務の流れを見てみましょう。 

まず、風況の予測と蓄電池に蓄えられた電気の量を把握し、発電機運転計画を立てます。

それによって供給できる電気の量を本社に報告すると、本社では売電先と売電量を決めま

す。一方、契約電力会社へも供給電力量を報告します。これらの電力需要によって、運転

する風車や蓄電池の概数、時間などを決定します。このように発電事業者として計画的な

運営が可能となりました。 

 

2008年５月、2か月にわたる試運転を経て送電が始まりました。風力や太陽光など、自然

のエネルギーをはじめとした、地球環境保全に役立つ、新エネルギー。その利用目標が、

2014年度までに 160億 kWh と設定されています。また、蓄電池に対する補助金制度が開始

されるなど、環境にやさしいエネルギーのより高度な活用に向けた取り組みが国の指導の

もとに展開されています。 

 

大規模蓄電池の充放電により、自然エネルギーの出力を制御するという、この壮大なプロ

ジェクトは様々に応用され、次世代のエネルギーパラダイムを切り開くものとして国内は

もとより海外からも大きな注目を集めています。 

 

DVD 終わり 
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パンフレット中面   

 

■質疑 

水野：風力発電では一番新しいのですか 

説明：蓄電池を併設しているのはここだけです 

水野：日本で？世界初ですね 

説明：小さい電池を取り付けているところはあるが、大容量では世界初でここだけ 

水野：電気はどこに供給しているか。東電か 

説明：東北電力、東京電力、企業に 

水野：実際に風力は不安定。足りなくなったりオーバーしたりしないのか。 

説明：風速、風況の予測から発電量が出るシステムでは 1週間のデータが出る。 

今までの経験から予測して計画を立てて売っているので、極端に売れなくなったりはしな

い。0kWだったり、風が強ければ５万 1000kぎりぎりまで売ったり毎日変わってくるが、計

画的に売らないと契約上ペナルティが取られることもあるので、電池の残量と風車の発電

量を計算して売電している。 

水野：売るのは電力会社だけか 

説明：震災後は東北電力、出光、新丸ビル 

村上：何日も風がないと蓄電池も空になるのでは。 

説明：空になることはない。売らないで貯めておくので。何日風がないというのも、2，3

日ならあるが、六ヶ所は結構大丈夫。 
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水野：気象予報士はいるのか 

説明：気象予報士が欲しいらしいのだが今のところいない。当直の方は今までの経験で結

構詳しくはなっているようだ。 

水野：日によって回さない日もあるんですか。 

説明：常に風車は自分で回っている。人間の方では操作しません。風任せで。メンテナン

スを半年に一回行っていますので、その時には止めます。 

村上：発電するかしないかは切り替えるが。 

説明：4mの風になるともう発電していて、1m位から回っている。 

 

視 察 報 告 書 ２ 

 

期日：平成 24年 3月 1日（木）10:00～16:00 

視察者：協議会メンバー／水野和哉／村上史成 

視察対象／場所：スマートエネルギーＷｅｅｋ２０１２／東京ビッグサイト 

視察概要：下記の通り 

 

「スマートエネルギーＷｅｅｋ２０１２」は世界２７カ国、１９５０社が一堂に会する次

世代エネルギー関する総合展である。展示会の構成は多岐に渡るが、本事業への情報収集

に向け太陽光発電関連の「太陽光発電システム施工展」、スマートハウス関連の「エコハウ

ス＆エコビルディングＥＸＰＯ」、エネルギーマネジメントや電力の見える化システム関連

の「国際スマートグリッドＥＸＰＯ」の３つの展示会場へ視察・見学を行った。 

 中小からメジャーまで多種多様な企業がブース参画しており、特に大手の電気メーカー

やハウスメーカーブースはスペースも大きく、ＭＣを使って定期的に自社の取組をアピー

ルするなど通路に人だかりができていた。今後ビジネスチャンスのある成長分野というこ

ともあるのか参加者が多く活気を呈していた。 

 いくつかの出展ブースをまわった中で下記の３つのブースで次年度以降の事業につなが

る接触と人脈作りができた。 

 

① ㈱ヤマニエコライフ 

業者向けに太陽光発電の基礎知識や商品知識、施工方法等の技術養成講座を実施する

アースソーラーカレッジを運営しており、本事業および教育機関向けのプログラム構

築に向けての協力を打診し快諾を得た。４月から郡山市にて福島キャンパスを開校予

定であり、次年度にカリキュラム協力、協議会参画等を依頼していく。 
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② 住友電工㈱ 

大阪製作所内において太陽光・風力等の再生可能エネルギー発電設備と蓄電池を直流

（ＤＣ）で連系させたマイクロスマートグリッド実証システムを開発し、構内試験を

開始している。自社開発の集光型太陽光発電装置（ＣＰＶ）やスマートグリッドに最

適な電池といわれているレドックスフロー電池を採用しており、サーバ等の中央制御

などその仕組みを視界で理解できるため次年度以降の協議会や開発プログラムメニ

ューとしての施設見学を検討する。見学については先方に了承いただいた。 

 

 ③けいはんな学研都市 

  （財）関西文化学術研究都市推進機構の担当者と接触し、けいはんなエコシティモデ

ルの概要を聞いた。けいはんな学研都市は、つくば研究学園都市とともに国家的プ

ロジェクトに位置付けられ関西イノベーション国際戦略総合特区にも含まれている

が、現在、ＨＥＭＳ、ＢＥＭＳ、ＥＶ、メガソーラー、スマートハウス等を融合さ

せ次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクトが実施されている。コントロ

ールセンター（ＣＥＭＳ）を始めとして連系施設の視察・見学はスマートグリッド・

シティを理解する上で有効である。次年度事業での取り入れを検討する。 

 

以上 
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Ⅴ アンケート 
 

試行講座終了後の学生アンケート 
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１．授業アンケートの実施 

 

試行授業最終日に授業を受けた電気電子工学科 1 年生 10 名に授業アンケートを実施した。科目

ごとに 5 段階評価の質問４項目と、その授業の感想を記述してもらった。また、総合的な評価と

して太陽光発電と風力発電について全般を尋ねる形で同様の質問をした。最後に講座全般を通し

ての質問を設け、学生の意識調査を行った。 

 

【1】 質問 

(1)科目別（12科目）、太陽光発電全般と風力発電全般 

科目名 担当 

Ⅰ以下の質問について１〜５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください  

①この科目は将来どの程度役に立つと思いますか。 

１：役に立たない ２：あまり役に立たない ３：役に立つ ４：よく役に立つ ５：とても役に立つ  

②科目の難易度はどうでしたか。 

１：とても難しい ２：やや難しい ３：普通 ４：やや簡単 ５：とても簡単 

③どの程度理解できましたか 

１：理解できなかった ２：3〜4 割ほど理解した ３：半分以上理解した ４：7 割ぐらい理解した ５：8 割以上理

解した 

④授業に対してのあなた自身の取り組みの姿勢はどうでしたか。 

１：やる気がなかった ２：あまりやる気が出なかった ３：ふつう ４：がんばった ５：とてもがんばった 

Ⅱこの科目の感想を書いてください 

（記述） 

 (2) 今回の試行講座全般について答えてください 

Ⅰ以下の質問について１〜５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください  

①講座を受けてエネルギーや環境についての関心や興味は高まりましたか？ 

１：全く高まらなかった ２：あまり高まらなかった ３：高まった ４：よく高まった ５：とても高まった 

②太陽光発電システムの業界に就職してみたいと思いますか？ 

１：全く思わない ２：あまり思わない ３：どちらともいえない ４：尐し思う ５：とても思う  

③風力発電関連の業界に就職してみたいと思いますか？ 

１：全く思わない ２：あまり思わない ３：どちらともいえない ４：思う ５：とても思う  

④福島県での再生可能エネルギー分野の産業の振興を期待していますか？   

１：全く期待していない ２：あまり期待していない ３：やや期待している ４：期待している ５：とても期待し

ている 

Ⅱ-①この講座を受けてためになったことは何ですか？（文章で記述） 

Ⅱ-②この講座で印象に残ったことは何ですか？（文章で記述） 
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Ⅱ-③この講座で学んだことは学習面や生活面でどのように生かしていきますか？（文章で記述） 

Ⅱ-④2 年次も継続して講座を受けるとしたらどのような要望がありますか？（授業、教科書・

教材、講師…）（文章で記述） 

Ⅱ-⑤原発事故があった福島県民として電力やエネルギーについてどのような考えを持っていま

すか？ （文章で記述） 

Ⅱ-⑥全体の感想など自由に記述してください 

 

【2】 アンケート用紙 

科目名 再生可能エネルギー 2/13（月）1～3時間　福島大学佐藤教授

Ⅰ以下の質問について１～５段階の評価をしてください。番号を○で囲んでください

①この科目は将来どの程度役に立つと思いますか。

１：役に立たない　２：あまり役に立たない　３：役に立つ　４：よく役に立つ　５：とても役に立つ

②科目の難易度はどうでしたか。

１：とても難しい　２：やや難しい　３：普通　４：やや簡単　５：とても簡単

③どの程度理解できましたか

１：理解できなかった　２：3～4割ほど理解した　３：半分以上理解した　４：7割ぐらい理解した　５：8割以上理解した

④授業に対してのあなた自身の取り組みの姿勢はどうでしたか。

１：やる気がなかった　２：あまりやる気が出なかった　３：ふつう　４：がんばった　５：とてもがんばった

Ⅱこの科目の感想を書いてください

平成23年度文部科学省委託事業

東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業

再生可能エネルギー・スマートグリッド分野技術者育成事業
試　行　講　座　ア　ン　ケ　ー　ト
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【3】集計−Ⅰ 

 

グラフ 科目種別 科目名 担当 Q1役に立つ Q2難易度 Q3理解度 Q4意欲 科目平均 役に立つ 難易度 理解度 意欲

太陽光学科 再生可能エネルギー 佐藤 3.6 2.5 2.9 3.5 3.1 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

太陽光学科 スマートグリッド 村山 3.3 2.3 2.6 3.3 2.9 役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

太陽光学科 太陽光発電基礎 村山 3.6 2.6 2.6 3.5 3.1 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

太陽光学科 安全衛生 羽田 4.0 3.0 3.6 4.2 3.7 よく役に立つ 普通 半分以上理解 がんばった

太陽光実習 建築屋根 近内 4.1 3.0 3.7 4.2 3.8 よく役に立つ 普通 半分以上理解 がんばった

太陽光実習 模擬屋根製作 近内 3.4 3.0 4.1 4.3 3.7 役に立つ 普通 7割理解 がんばった

太陽光実習 太陽光発電システム設計 メーカー 3.4 2.9 3.6 3.8 3.4 役に立つ 普通 半分以上理解 がんばった

太陽光実習 取付 星 3.8 2.2 3.4 4.1 3.4 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

風力学科 風力：福島大学見学 島田 3.9 2.4 2.4 3.0 2.9 よく役に立つ やや難しい 3～4割理解 ふつう

風力学科 風力発電基礎 村山 3.6 2.7 2.8 3.2 3.1 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 ふつう

風力学科 風力発電概要 渡部 3.4 1.7 2.2 3.3 2.7 役に立つ とても難しい 3～4割理解 ふつう

風力学科 風力：日大見学 渡部 3.4 2.4 2.9 3.5 3.1 役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

全般 太陽光全般 4.1 2.6 3.1 4.0 3.5 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

全般 風力全般 3.6 2.2 2.7 3.5 3.0 よく役に立つ とても難しい 半分以上理解 がんばった

全般 講座全般 3.6 3.8 3.7 3.8 3.7 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

全般 全体平均 3.7 2.6 3.1 3.7 3.3 よく役に立つ やや難しい 半分以上理解 がんばった

1

2

3

4

 

 

(1)科目別（12科目）、太陽光発電全般と風力発電全般 

 

グラフ１ー太陽光学科

3.6

2.5

2.9

3.5

3.1

3.3

2.3

2.6

3.3

2.9

3.6

2.6 2.6

3.5

3.1

4.0

3.0

3.6

4.2

3.7

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

再生可能エネルギー 3.6 2.5 2.9 3.5 3.1 

スマートグリッド 3.3 2.3 2.6 3.3 2.9 

太陽光発電基礎 3.6 2.6 2.6 3.5 3.1 

安全衛生 4.0 3.0 3.6 4.2 3.7 

Q1役に立つ Q2難易度 Q3理解度 Q4意欲 科目平均
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グラフ２ー太陽光実習

4.1

3.0

3.7

4.2

3.8

3.4

3.0

4.1

4.3

3.7

3.4

2.9

3.6

3.8

3.4

3.8

2.2

3.4

4.1

3.4

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

施工/建築・屋根 4.1 3.0 3.7 4.2 3.8 

模擬屋根製作 3.4 3.0 4.1 4.3 3.7 

太陽光発電システム設計 3.4 2.9 3.6 3.8 3.4 

施工/モジュール取付 3.8 2.2 3.4 4.1 3.4 

Q1役に立つ Q2難易度 Q3理解度 Q4意欲 科目平均

 

グラフ３－風力発電学科

3.9

2.4 2.4

3.0 2.9

3.6

2.7
2.8

3.2
3.1

3.4

1.7

2.2

3.3

2.7

3.4

2.4

2.9

3.5

3.1

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

風力/福島大学見学 3.9 2.4 2.4 3.0 2.9 

風力発電基礎 3.6 2.7 2.8 3.2 3.1 

風力発電概要 3.4 1.7 2.2 3.3 2.7 

風力/日大見学 3.4 2.4 2.9 3.5 3.1 

Q1役に立つ Q2難易度 Q3理解度 Q4意欲 科目平均
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グラフ４-講座全般

4.1

2.6

3.1

4.0

3.5
3.6

2.2

2.7

3.5

3.0

3.7

2.6

3.1

3.7

3.3

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

太陽光全般 4.1 2.6 3.1 4.0 3.5 

風力全般 3.6 2.2 2.7 3.5 3.0 

全体平均 3.7 2.6 3.1 3.7 3.3 

Q1役に立つ Q2難易度 Q3理解度 Q4意欲 科目平均

 

 

(2) 今回の試行講座全般について答えてください 

 

Q1 講座を受けてエネルギーや環境についての関心や興味は高まりましたか？ 

Q2 太陽光発電システムの業界に就職してみたいと思いますか？ 

Q3 風力発電関連の業界に就職してみたいと思いますか？ 

Q4 福島県での再生可能エネルギー分野の産業の振興を期待していますか？ 

 

グラフ5-就職・関心・期待

3.6

3.8
3.7

3.8
3.7

2

2.5

3

3.5

4

4.5

質問Ⅱ 3.6 3.8 3.7 3.8 3.7 

Q1関心 Q2太陽光 Q3風力 Q4期待 平均

 

 



  
162 

 

  

【4】データ考察 

 

・太陽光発電の学科は学生の意欲もあり役に立つ科目であると思っているが内容が難しく半分程

度しか理解できなかった 

・太陽光発電の実習は役に立つ科目であると思っており意欲がとても高く、モジュールの取り付

け以外はまあまあの難易度でだいたい理解できた 

・風力発電は学科のみの実施であり、役に立つ科目であると思っているが、内容がとても難しく

理解度は平均を下回りあまり意欲も高くなかった 

・単純にスコアの高かった科目は安全衛生、施工/建築・屋根、模擬屋根製作で専門外ではある

が実習系の科目で体を動かすことが学生の充実度が高いようだ 

・スマートグリッドや風力風車のメカニズムなどは難易度が高い内容であった 

 

・全般でも同じ傾向で、太陽光に比べ風力は全体にスコアが低かった 

・学生は役に立つ科目であるという認識の下とても意欲を持って取り組んでくれた様子がわかる 

・学科に関しては内容が難しく（専門的すぎる、物理や化学、数学的内容）理解できなかった面

もある 

・風力は実習が実施できなかったことが意欲や取り組み姿勢に影響が出ている模様 

 

講座全般に関しての質問は他と違い、 

①講座を受けてエネルギーや環境についての関心や興味は高まりましたか？ 

②太陽光発電システムの業界に就職してみたいと思いますか？ 

③風力発電関連の業界に就職してみたいと思いますか？ 

④福島県での再生可能エネルギー分野の産業の振興を期待していますか？ 

となっており、平均は 3.7 と高い 

エネルギーや環境についての興味関心は高まり、関連業界への就職も意識が芽生えている様子が

わかる 

 

＜改善すべき点＞ 

・太陽光発電施工については発電して運用するまで実習を完結させ、学生に達成感を持ってもら

う 

・風力発電の実習についても同様である 

・学科、概論では基礎学力の高くない学生にわかりやすい授業をする必要がある 
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【5】集計Ⅱ  感想、意見、要望 

再生可能エネルギー 

・原子力を使わないでなるべく再生可能エネルギーを使うことが大切だとわかった 

・いろんな発電方法や再生可能エネルギーについて理解することができた。 

・これから勉強していく内容を浅く広く知れたので後に勉強する内容でつまることがなかった。 

スマートグリッド 

・スマートグリッドの内容は広く、概要の授業で 2時間だけでは理解が難しいと感じた。 

・スマートグリッドといわれて最初は何のことなのかよくわからなかったが話を聞いていくうち

にとても奥が深いことだと思い関心を持った。 

・結構難しかったですが、スマートグリッドという言葉も知らなかったのでためになりました。 

太陽光発電基礎 

・太陽光発電に関する基礎知識は施工に直結するので必要だと思う。 

・資料などにある表や絵などを使ってわかりやすくまとめてあったため材料などの名前を知るこ

とができた。 

・太陽光発電について細かい所まで知れてとてもよかったです。 

安全衛生 

・作業の危険性が高いところから、安全衛生の教育は必要だと思った。 

・ソーラーパネルは屋根に上って作業をするので安全面も気にかけて作業しないと死に至ること

もあることを知りました。 

・皆で意見を出し合って自分と違った考えを持った人の意見を聞くことができてとても有意義な

時間を過ごすことができたと思う。 

・今後実際現場で起こりうる危険を教えてもらうことができ緊張感のある授業内容だった。 

建築屋根 

・ソーラーパネルを取り付ける屋根のことについて勉強しました。屋根の形、大きさは家によっ

てばらばらなのでその屋根に合った施工の仕方がわかりました。 

・電気を習う者として建築に関することをもっと知るべきだと思った。 

模擬屋根製作 

・実際に屋根を製作してみて、屋根の構造や寸法などをあらためて理解することができた。 

・今まで屋根裏などは見たこともなかったが模擬で作ってみてどのようになっているのかが見れ

たのでよかった。 

・木材を木ねじで止めていき屋根を作りました。木材を使うのは初めてではありませんでしたが

図面を見て一から物を作るのはあまり経験することではないので戸惑う場面も多かったです。 

太陽光発電システム設計 

・パネルや料金などを計算できるソフトがすごく良いと思った。 

・学校に届いたものはシャープ（京セラ）、説明は三菱ということに違和感があった。営業だけ

ではなく製造・技術の担当者の話を聞きたかった。 
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・ソーラーパネルをどの位置に設置したらいいかなどをコンピュータを使って説明したり、ソフ

トを実際に使ってみたため北の屋根には設置しない方がいいなどがわかった。 

太陽光発電施工 モジュール取付 

・授業の時間がたりなく、太陽光発電の配線などを教えられる先生が必要だった。 

・専門家の説明なしに取説だけでシステムを構築するのは難しく、1日では無理があると思った。 

・自分たちで説明書を見ながら作業しているだけでは実際にやり方が合っているのか分からない

ので太陽光の施工に詳しい人を一人位呼んで欲しかった。 

風力：福島大学見学 

・風がなく、発電稼働状況が確認できなかったのは残念だった。 

・雪が降っていたのと風がなかったため大学にある風力はそんなに回っていなかったので天気が

いい日にまた行きたいと思った。 

・ブレードの形、プロペラの形など広い範囲で知れた。 

風力発電基礎 

・風力発電のしくみや、メリットなどを理解することができた。 

・資料を渡してグラフなどでわかりやすく説明していただいた。風力については日本は下のほう

だったのでこれから伸びてほしいと思った。 

・まるで風力発電のことをわかっていなかったので基礎をしっかり学習するためのいい時間にな

ったと思います。 

風力発電概要 

・発電効率の計算のしかたや、風力・太陽光のバッテリーハイブリッド発電について理解するこ

とができた。 

・数カ月かかる内容を数時間にまとめた講義を受けて、学生側としては理解が難しいと感じた。 

風力エネルギーの計算など難しい内容の問題を考えた上で風車が作られていることを知りまし

た。また、風車といっても形式が違うものがたくさんあり、１つ１つ違った特徴があるそうでお

もしろいなと思いました。 

風力：日大見学 

・日大の研究室や学生との連携があれば双方にメリットが生まれると思う。例）計画：日大、施

工：WiZ 

・日大の風力やソーラーパネルを見て歩いていたが天気が良かったため風力やソーラーがどれく

らい発電しているかが見れたためよかった。さらに風車の中まで見せていただきました。 

・実際の風力発電を間近で見るのは初めてだったのでとても興奮した。 

太陽光発電全般 

・時間が足りない、配線などを詳しく教えてくれる先生が欲しかった。 

・完成に至らなかったのが非常に残念だった。特に施工に要する時間をもっと増やし、業者やメ

ーカーを招いての講義は必要だと思った。 

・講義を受けてそれを実習で実際に施工することができたのでわかりやすかったと思います。 
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・聞いてもよくわからなかった部分はやってみて理解することができたからです。 

風力発電全般 

・説明と見学だけで終わってしまったので、布引への見学や施工実習時間を多く設けるなど、次

回の内容に期待したい。 

・実際に見学することができたのでいい経験になりました。風車がブレードの形や枚数で発電効

率に違いが出ることや発電の単価が高いことを学びました。 

・立地場所や風の数式など複雑なことがあるがやりがいはあると思う。 

・風力発電のキットが届かなかったので残念でした。 

 

Ⅱ-①この講座を受けてためになったことは何ですか？（文章で記述） 

・今は再生可能エネルギーが必要だということがわかった。 

・自然エネルギーの重要さや、これからの発電方法で何が大事か。 

・就職にあたり、志望業界の分野のひとつとして掘り下げることができた。 

・ソーラーや風力について世界ではどれほど動いているのかが尐しわかった。 

・どれだけ自然に優しく、無駄のない発電を心がけなければいけないかが分かった。 

・再生可能エネルギーについて興味を持つことができました。 

・多くの知識を得ることができた。 

・太陽光の配線はまだやっていない。 

・思っていた以上にソーラー、風力が進歩していることに驚いた。 

・環境問題が深刻な今、自分たちがやっていくべきことを知れてためになりました。 

 

Ⅱ-②この講座で印象に残ったことは何ですか？（文章で記述） 

・時間が足りない。 

・実際に太陽光パネルを施工したこと。 

・再生可能エネルギーの効率向上にはさらなる技術の進歩が必要であり、その普及には技術だけ

にとどまらず法律や私たちの生活スタイル等も変えていかなければならないということ。 

・実際に大学などに行って実物を見たこと。 

・実際の発電を見物したり、それに関わっている人の話を聞けたことが印象に残った。 

・見学実習のときに見た風車が間近で見たのははじめてだったので印象に残りました。 

・太陽光、風力ともに予想より進歩していた。 

・太陽光のパネルを作った建築屋根。 

・設置費用は高いものの、売電というシステムである程度補えるというところ。 

・パネルを取り付けたこと。 
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Ⅱ-③この講座で学んだことは学習面や生活面でどのように活かしていきますか？（文章で記述） 

・自分が太陽光発電と風量発電を仕事に活かせるようにしたいと思う。 

・自然エネルギーの重要さを家族のみんなに伝える。 

・省エネに対する意識が以前より増した。ゴミの削減、節電、化石燃料に頼らない生活、できる

ことを実践していきながら、それらをインターネットなどを利用し全国に発信していきたい。 

・友人などに聞かれたときに教えてあげるくらい。 

・これからは太陽光や風力の授業が増えると思うので、今回学んだことを授業に生かしたいです。 

・発電することは大変なので節電を心がける 

・自分の学んだことを身内や知り合いに伝えたいと思っている。 

・就職にかかわるのでそれまでに勉強していきたい。 

・テレビで流れるニュースなどで再生可能エネルギーが取り上げられたら意識して見ていきたい。 

・今回学んだことを意識して活かしていきたいと思う。 

 

Ⅱ-④2 年次も継続して講座を受けるとしたらどのような要望がありますか？（授業、教科書・

教材、講師…）（文章で記述） 

・太陽光発電の配線を教えられる先生がいてほしい。 

・授業の時間配分の改善。 

・専門知識のある施工業者を講師として招いての実習。省エネルギーに関する授業。工事現場見

学。メーカー工場への訪問見学。 

・もっと時間をとって実習などをしたい。 

・要望はありません。 

・施工の時間をもう尐し取って欲しいです。 

・太陽光と風力の施工で専門の講師をつけていただきたい。 

・講義ばかりだと全然わからないので実習をたくさんやらないとだめだと思った。 

・教材を結局使いきれなかったのでもう尐し考えて授業するか発注してもらいたい。 

・パネルを取り付ける時は専門家の人を呼ぶべき。 

 

Ⅱ-⑤原発事故があった福島県民として電力やエネルギーについてどのような考えを持っていま

すか？ （文章で記述） 

・原子力をなるべく使わず、他のエネルギーを使えるようにしたいと思う。 

・あまり化石燃料や原子力にたよらず、地球環境や住人の安全などを考え、自然エネルギーにつ

いてももっと考えていきたい。 

・県民の省エネに対する意識は低いように思える。組織的な省エネ運動や学校での教育をもっと

普及させるべきだと思う。 

・電気代を尐しでも安くするために出かける前にコンセントを抜いて行ったりしている。 
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・今回のような事故が今後起らぬよう電力やエネルギー面について、よく検討すべきだと思う。 

・国民が安全で安心できるような発電をすべき。今後は風力や太陽光などのような自然エネルギ

ーが重要になると思う。 

・絶対に安全ではないことがわかったので極力安全な方法をとってほしいと考えています。 

・原子力など人工的なエネルギーよりこれからは自然エネルギーの方に力を入れてもらいたい。 

・原発なんてもういらないしこんな太陽光発電や風力発電を築かせた方がいいと思った。 

・ソーラー、風力発電を設置し、新たな観光地などにより福島により多くの賑わいがあってほし

い。 

・使える再生可能エネルギーはどんどん使って脱原発する。 

 

Ⅱ-⑥全体の感想など自由に記述してください 

・時間を増やしてほしい。施工は配線がわかる先生が来てほしい。太陽光発電と風力発電が完成

できなかったのが心残りだと思った。 

・自然エネルギーがあたりまえになる時代がいつくるか興味がわきました。 

・期間が短く、急であったために準備不足だった。専門学校で施工技術者を養成するのであれば、

実習に時間をかけ、専門業者の外部講師、発電所の見学など、質の良い教育を計画してほしいと

感じた。特に学生は主体的に取り組ませるための工夫が必要だと思う。決まっている内容を教え

るだけではなく、「探究心を持って自ら動く」ように、その分野が面白いと思えるような授業に

してほしい。 

・もう尐し時間をとってやりたかったです。継続する時は日程をちゃんと組んでほしいです。 

今回のような貴重な体験ができて本当に良かった。 

・どちらの発電方法も安定はしていないけれど、それに見合うだけの利点もあることがわかった

のでもっと普及すればいいなと思いました。 

・今回とてもいい経験ができた。以前から太陽光発電はどのような原理で起きているのか知りた

かったので今回の講座はとても大きな収穫になった。 

・実際実習は全然やらなかったし、講義ばかりでさっぱりわからなかった。 

・ これからより一層注目を浴びるであろう再生可能エネルギーをこのような場で勉強できてよ

かった。 

・悪かったとは言いませんが、プログラム日程の改善はするべきだと思います。 

 

 

＜まとめ＞ 

・ 再生可能エネルギー、スマートグリッドなどの用語の意味を理解しはじめた。 

・ 太陽光発電の実習では、メーカー技術者等の講師が望まれている。 

・ 実習時間を長くして欲しい。 

・ 風力発電の理論は苦手意識が強かったが、大学への訪問見学はとても印象に残った。 
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・ エネルギーの現状と展望を理解でき、省エネの意識が高まり、家族や友人にも伝えたい

と思っている。 

 

【6】アンケート総括 

【4】のデータ考察と【5】感想、意見、要望より 

欠席が殆どなかったこともあり学生が意欲を持って授業に取り組んでくれたということは、喜ば

しく、いい意味で予想外であった。難しい授業であってもノートをとりながらよく聞いていた印

象ではあるが、どうしても「学科は苦手、実習は好き」という専門学校の学生らしい典型的な姿

は普段通りであった。それだけに実習が完結できなかったことが残念であり、講師、教材、時間

配分など次期に向けての課題が明らかになり、準備不足だった点を改めなければならない。再生

可能エネルギーとは何かからスタートしたこの試行講座であるが、学生たちはエネルギーや環境

についての意識が高まり、地域や世界の未来を案じつつ自分の将来についても確実に見識が広が

ったようだ。 
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Ⅵ プログラム案の検討・評価と総括 
 

 

■第４回推進協議会 議事録 

（事業報告会） 

プログラム案の検討 

 

■協議会委員アンケートによる総括 
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平成 24 年 3 月 21 日 

 

第４回 推進協議会・事業報告会 議事録 

 

開催日時：平成 24 年 3 月 21 日（金）18:00～20:00 

会場：郡山ビューホテルアネックス 5 階 

出席者： 

福島大学共生システム理工学類 教授 佐藤 理夫 様 

日本大学工学部機械工学科 準教授 西本 哲也 様 

福島県商工労働部産業創出課 関根 義孝 様 

株式会社 エービーシステム 羽田 篤史 様 

専門学校国際情報工科大学校 水野 和哉 

専門学校国際情報工科大学校 村上 史成 （進行） 

専門学校国際情報工科大学校 内田 章 

専門学校国際情報工科大学校 和田 秀勝 

イメージスタジオ 村山 隆 （記録） 

 

議題： 

 

１．事業報告会 事業全体評価 報告書 

 

２．プログラム案の検討・評価 

 

 

 

概 要 

 

平成 23年度文部科学省委託推進事業「東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育

成事業」において専門学校国際情報工科大学校が取り組む「再生可能エネルギー・スマー

トグリッド分野技術者育成事業」の第 4 回協議会が、郡山ビューホテルアネックスにおい

て 3月 21日に行われた。 

事業報告会では、村上教務部長より、事業報告書をもとに、これまでの推進協議会と分

科会での協議の経緯、試行授業の報告、学生に対して行った授業アンケートの報告があっ

た。引き続き、教育プログラムの提示があり、短期・中期・長期の各プログラムについて

委員による検討と評価がされた。修正箇所を反映させ、報告書に最終的なプログラムを掲

載する。これらは、平成 24年度の事業で実証が行われる。 
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議題１事業全体評価  報告書 

 

村上：事業報告書を確認しながらの事業報告となります。 

 

Ⅰ事業計画 

 事業計画については、第一回推進協議会で説明した内容。 

 

Ⅱ議事録---わかりやすく各会議のトピックスをまとめました。 

 

 ■第１回推進協議会・第１回分科会 2/3 

 ・事業概要の説明 ・委員の紹介 ・福島県取り組み 

 ・人材育成の必要性 ・求められる技術者像 

 各委員の方々から紹介を兹ねてお話しいただいた。 

 

 ■第 2回分科会 2/10 

 ・太陽光発電試行講座内容固まる 

 ・風力発電は情報収集し調整中 

 ・視察候補地提案（青森） 

 

 ■第 2回推進協議会 2/21 

 ・太陽光試行講座 1週目の報告 

 ・風力発電 福大と日大の協力依頼 

 ・視察 青森県六ケ所村の風力発電トレーニングセンター 

 

 ■第 3回分科会 2/24 

 ・太陽光試行講座 2週目の報告 

 ・太陽光発電モジュール施工の授業を見学 

 ・風力発電 講師依頼へ 

 ・視察スケジュール決定 

  

 ■第 4回分科会 3/2 

 ・風力発電試行講座の内容が決定 

 ・スケジュールと準備状況の確認 

 ・アンケート、報告書の仕様確認 

 ・視察報告 
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 ■第 3回推進協議会 3/9 

 ・太陽光発電授業実施報告 

 ・風力発電授業実施報告 

 ・視察報告 

 ・実績報告に向けての原案 

 

Ⅲ試行講座---本書 Ⅲ試行講座 を参照 

 

 

佐藤：太陽光発電システムの会社はどこも忙しいようだ。なかなか声をかけても難しい。 

村山：内容を確認していただいて訂正等ありましたらお願いします。 

 

村上：佐藤教授「再生可能エネルギー」の授業は導入の授業としてとてもよかった。 

佐藤：（報告の）内容大丈夫です。 

 

関根：風力は Jパワーに話をして、メンテナンスの話は聞けるかもしれない。鹿島に 2メ

ガワットの風車が 7,8基あって、事業主体の会社にお願いして中に入って説明を聞いた。 

村上：近くに行って、内部の様子が見られたらいい。 

関根：Jパワーは県の委員会の委員をやってもらっているのでお願いしてみる 

佐藤：近くでは布引か滝根がいいでしょう。300～500kWの風車を作っている会社の工場が

千葉にある。Jパワーの窓口は本社になる。 

村上：メンテナンス作業をしている場面が見られるといい。 

水野：大きな規模の発電所ができたらそこにメンテナンスできる学生を将来送り込みたい。 

関根：風力発電は太陽光発電に比べてメンテナンスに人数が必要。20基あれば必ず 1基は

メンテをしている。布引も 1基はメンテナンスにかかっている。 

 

村上：研修に適した時期は？  

和田：6月以降になると思う。日大の風車は 1人しか入れないが、メンテ作業が見たい。 

 

Ⅳ視察---スライドで写真を上映 

 

村上：視察に関しましては推進協議会で報告したとおりです。 
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Ⅴアンケート---本書Ⅴアンケートの章参照 

 

村山：アンケートの分析の結果の考察について。感想等についてもできるだけ読んでもら

えるよう掲載した。 

 

・太陽光発電の学科  

学生の意欲もあり役に立つ科目であると思っているが 

内容が難しく半分程度しか理解できなかった 

・太陽光発電の実習  

役に立つ科目であると思っており意欲がとても高く、 

モジュールの取り付け以外はまあまあの難易度でだいたい 

理解できた 

・風力発電 

学科のみの実施であり、役に立つ科目であると思っているが、 

内容がとても難しく理解度は平均を下回り 

あまり意欲も高くなかった  

 

①エネルギーや環境についての関心や興味は 

高まりましたか？ 

②太陽光発電システムの業界に就職してみたいと思いますか？  

③風力発電関連の業界に就職してみたいと思いますか？  

④福島県での再生可能エネルギー分野の産業の振興を期待していますか？  

となっており、平均は 3.7 と高い 

 

エネルギーや環境についての興味関心は高まり、 

関連業界への就職も意識が芽生えている様子がわかる 

 

・再生可能エネルギー、スマートグリッドなどの用語の意味を理解しはじめた。 

・太陽光発電の実習では、メーカー技術者等の講師が望まれている。 

・実習時間を長くして欲しい。 

・風力発電の理論は苦手意識が強かったが、大学への訪問見学はとても印象に残った。 

 

エネルギーの現状と展望を理解でき、省エネの意識が高まり、家族や友人にも伝えたいと

思っている。  
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関根：設問(2)はグラフを分けた方がいい。 

村山：訂正します。 

水野：講座をやる前にも後で比較できるようなアンケートをとればよかった。 

村上：もっと詳しくとった方が良かったか？ 

佐藤：あまり多くても書く方は大変。 

村山：1時 30分から開始したが全員が記入し終わったのは 3時 30分だった。その分かなり

よく書いてもらえた。 

村上：よく書けている。 

西本：資格はないので、試験等の客観的な評価も必要。 

村上：理解度を測る試験を次年度はやりたい。 

西本：アンケートも含めてやるといい。 
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議題２プログラム案の検討・評価 

Ⅵプログラム案 

 

村上：以下の資料を説明 

【１】短期プログラム 

（１）A 案 

やさしい自然エネルギー講座 対象

体験入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名 小中学生とその保護者

レベル

使用教材 スライド　ビデオ　ソーラー、風車発電キット

3時間

評価方法

自然エネルギーとは　地球温暖化CO2削減

学習目標 映像でわかりやすく自然エネルギーを解説し、キットで実際に発電を体験しエネルギーに楽しく親しんでもらう

なし

太陽光発電：太陽エネルギー　太陽電池と発電のしくみ　売電　　ソーラー実演

風力発電：風と風車　発電のしくみ　　風車を回そう（キットで実演）　　
 

再生可能エネルギーという言葉は使わず、優しい内容で児童たちに楽しく体験してもらい、 

環境やエネルギーへの興味や関心を呼び起こす。 

 

（２）B 案 

１．太陽光発電 

太陽光発電入門 対象

専門知識がない　入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

太陽の科学：太陽とエネルギー

電気と発電：電気の基礎　発電の方式

太陽光発電のしくみ：太陽電池　発電の原理　メガソーラー　利点欠点

実習：キットの組立

実習：発電して電池に充電する

6時間

評価方法

再生可能エネルギー　　環境問題

学習目標 再生可能エネルギー、環境問題、太陽光発電システムの概要を学習する　実習を取り入れ実際に体験する

なし

科目名 高校生　一般　専門学校

レベル

使用教材 参考図書：とことんやさしい太陽光発電の本　太陽光発電キット
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２．風力発電 

風力発電入門 対象

専門知識がない　入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名 高校生　一般　専門学校

レベル

使用教材 参考図書：とことんやさしい風力発電の本　風力発電キット

6時間

評価方法

風力発電の概要：世界の風力発電

学習目標 風力発電システムの概要を学習する　実習を取り入れ実際に体験する

なし

風車の基礎知識：風車の種類と特徴　風車エネルギー　風車の性能　

風力発電所ができるまで：風況調査　立地調査　設計と計画　建設輸送

風力発電システム：発電機　蓄電池　インバータ

実習：風車キットの組立

実習：風車を回して発電しバッテリーに充電する
 

 

（２）C 案 

B 案の太陽光と風力を両方組み合わせたもの 

太陽光発電・風力発電入門 対象

専門知識がない　入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

科目名 高校生以上　一般　専門学校

レベル

使用教材 ソーラー発電キット　風車キット

6時間×2日=12時間

評価方法

再生可能エネルギー　　環境問題

太陽の科学：太陽とエネルギー

学習目標 太陽光発電システムと風力発電システムの概要を学習する　実習を取り入れ実際に体験する

-

1
日
目

風力発電の概要：世界の風力発電

電気と発電：電気の基礎　発電の方式

太陽光発電のしくみ：太陽電池　発電の原理　メガソーラー　利点欠点

実習：キットの組立

実習：発電して電池に充電する

風車の基礎知識：風車の種類と特徴　風車エネルギー　風車の性能　

風力発電所ができるまで：風況調査　立地調査　設計と計画　建設輸送2
日
目 風力発電システム：発電機　蓄電池　インバータ

実習：風車キットの組立

実習：風車を回して発電しバッテリーに充電する
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＜質疑＞          

 

佐藤：誰が、どう実施するのか？ 

村上：学校、専門学校が仕事体験プログラムのような形で実施する。 

佐藤：実施主体としては、専門学校が地域に対して行うということか。A案、B案、C案と

するとどれか一つ選んでくださいという意味になるので、これはすべて独立してできるも

のなので書き方を変えた方がいい。 

村上：了解しました。 
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村上：今回の試行講座を基本に作成しました。 

【２】中期プログラム 

太陽光発電と風力発電で各 30～60時間程度での集中講義向けで専門学校等を対象 

 

1.太 陽 光 発 電 

 

（１）中期プログラムカリキュラム案 

学生数

習得技術

科目 時間

再生可能エネルギー
と環境政策

2時間

太陽光発電基礎 12時間

太陽光発電システム 6時間

太陽光発電設計 3時間

太陽光発電施工 3時間

安全衛生 3時間

調査実習 6時間

施工実習 18時間

運用・保守実習 5時間

開講式
オリエンテーション

1時間

アンケート　修了式 1時間

計

実
習

カリキュラム時間割の説明

授業アンケート記入

対象 一般 10名

60時間

講座期間 6時間×10日　計60時間 太陽光発電設備の設置・運用

主な科目の概要

エネルギー・環境問題と太陽光発電など再生可能エネルギー
環境政策及び環境に関する法規

システムを構成する各機器の意味と役割、設置条件など構成機器類の関する知識
設備費用の償却、光熱費の削減効果、売電による導入効果のシュミレーション演習
積算方法を習得し見積書の作成の演習

建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異な
る施工方法とその特徴の知識

学
科

家屋屋根の採寸、システムレイアウト概図作成。

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。

太陽エネルギー　電気と発電の基礎　太陽光発電の原理（太陽電池）
スマートグリッド　モジュールの仕組み

取り付ける屋根を調査する

実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

 

・全 60時間 

・2週 10日間の集中型で夏休みなど休業期間内に実施 

・もしくは 3時間×20回、6時間（1日）×10回（日） 
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（２）中期プログラム時間割案 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

オリエンテーショ ン

太陽光発電
設計

太陽光
運用保守

実習

アンケート
修了式

太陽光発電
システム

調査実習安全衛生

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

太陽光発電
基礎

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光発電
施工

太陽光発電
基礎

再生可能
エネルギー

太陽光発電
システム

調査実習

太陽光発電
基礎

 

 

（３）シラバス 

 

再生可能エネルギーと環境政策 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

大型発電所　コンバインドサイクル　コージェネレーション　系統連係と節電について

再生可能エネルギー技術概論：地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス　エンジニアへの期待

科目名

単位数

使用教材 -

学習目標
エネルギー・環境問題と太陽光発電など再生可能エネルギー

環境政策及び環境に関する法規について学習する

確認テストを実施

2時間

評価方法
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太陽光発電基礎 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

科目名

単位数

使用教材 参考図書：とことんやさしい太陽光発電の本

12時間

評価方法

Ⅰ太陽の科学　1太陽の誕生　2太陽の構造　3太陽のエネルギー　4太陽エネルギーと気候変化

5人間活動と気温上昇　6自然エネルギーと新エネルギー
Ⅱ電気　1電気　2　電力化率　3電気と水素　4発電の方式

学習目標 太陽エネルギー　電気と発電の基礎　太陽光発電の原理（太陽電池）　スマートグリッド　モジュールの仕組み

確認テストを実施

Ⅲ太陽光発電　10メガソーラー計画　11開発の歴史　12生産量・メーカー　13利点・欠点・解決策

1低炭素社会　 2温室効果ガス削減　3補助金制度　4 RPS法　5 FIT法　6グリーン電力制度

1.スマートグリッドの概要　2.電力システムとスマートグリッドの関係　3.地球温暖化問題

5直接発電の方法　6電力の制御と安定　7畜エネルギー　8スマートメーター

Ⅲ太陽光発電　1光　2太陽光のスペクトル分布　3太陽光発電システム

4太陽光発電の原理　5太陽電池の種類と効率　6多接合型化合物系太陽電池

7有機系色素増感型太陽電池　8有機薄膜型太陽電池　9量子ドット型太陽電池

4.電力系統　電力潮流　電力システムの制約　5.スマートグリッドのネットワーク　6LowPAN

6.　スマートフォンで電力料金をみる　セキュリティ対策　電力の貯蔵　　電気自動車

太陽光発電システムの概要　モジュールの形式
 

 

 

太陽光発電システム 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名 メーカー技術者

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

6時間

評価方法

設置角度　日照時間と障害物　製品概要　システムの仕様　設置の留意点　電気配線工事　配線の種類とサイズ

セルとモジュール　システム　設置　変換効率

学習目標 太陽光発電システムの概要を理解し、機器と設置条件、導入効果、積算・見積作成を演習する

確認テストを実施

屋根の条件　設置条件基準(積雪・塩害・風圧)　据付場所　システム構成　発電効率

設備費用の償却　光熱費の削減効果　売電

システムの積算方法　見積書の作成

販売　営業について
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太陽光発電設計 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 部材選定と見積　発電シミュレーション

3時間

評価方法

屋根と外壁の平面図を描画　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

モジュール配置

学習目標 PCシステムを使用し平面図、モジュール配置図作成を学ぶ

プリントアウトして提出

科目名 メーカー技術者

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

 

 

 

太陽光発電施工 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名 メーカー技術者

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系

3時間

評価方法

システム部材　施工手順と工程　墨出し

屋根ごとの設置方法　ラック・金具

学習目標 建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異なる施工方法

プリントアウトして提出

 

 

 

安全衛生 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 施工の心構え 手抜き工事、不良工事による事故事例

3時間

評価方法

高所作業　屋根の勾配

1正しい服装と保護用具の着用義務 2屋根上の危険防止 3悪天候時の作業中止

学習目標 作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

演習を実施

科目名 メーカー技術者

単位数

使用教材 安全マニュアル
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現場調査実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

電気設備調査

電気設備調査

設置方法　金具・部材の確認

設置方法　金具・部材の確認

6時間

評価方法

建物調査

建物調査

学習目標 取り付ける屋根の現場を調査する手順方法を学ぶ

確認テストを実施

科目名 メーカー技術者

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

 

 

 

運用保守実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

完成検査

トラブルシューティング　不具合事例

定期点検　アフターサービス

アフターサービス　保証システム

6時間

評価方法

系統連系　発電確認

取扱説明

学習目標 実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

確認テストを実施

科目名 メーカー技術者

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ
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太陽光モジュール施工実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

・6時間連続が望ましい

接続ユニット・パワーコントロールと接続

通電、発電を確認する

履修上の留意点
・模擬屋根製作は別時間（9時間～12時間程度）

3
日
目

模擬屋根の大きさに合った枚数のパネルを取り付け、直列で接続

接続ユニット・パワーコントロールと接続

通電、発電を確認する

準備ができれば実際の屋根に上って設置する、または別メーカーのモジュールか屋根の形が違う設定に

太陽光発電システム部材説明・金物選定　機器、据付位置、部材の確認

位置決めをしてラックを取り付ける

模擬屋根の大きさに合った枚数のパネルを取り付け、直列で接続

接続ユニット・パワーコントロールと接続し通電、発電を確認する

一日目と違うメーカーのモジュール取付、または継続して設置枚数を増やす　注意事項

太陽光発電システム部材説明・金物選定　機器、据付位置、部材の確認

位置決めをしてラックを取り付ける2
日
目

1
日
目

太陽光発電システム部材説明・金物選定　機器、据付位置、部材の確認

位置決めをしてラックを取り付ける

模擬屋根の大きさに合った枚数のパネルを取り付け、直列で接続

・3人～5人ひと組で作業する

18時間（3日）

評価方法

建築工事の注意事項　安全確保　各種工具の使用方法　住宅設備

屋根上施工に関する注意事項と安全確保　専用工具の使用方法

科目名

単位数

使用教材 模擬屋根　太陽光モジュール取付機材一式

学習目標 モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。

設置・動作確認
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2.風 力 発 電 

 

（１）中期プログラムカリキュラム案 

学生数

習得技術

科目 時間（目安）

風力発電基礎 6時間

風力発電の
開発計画

3時間

風力発電機 3時間

風力発電の
運転と保守

3時間

施工実習 6時間

運用実習 3時間

施設見学 6時間

30時間

実
習

対象 一般 10名

主な科目の概要

世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能など
の基礎知識を習得する
環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

学
科

講座期間 6時間×5日　計30時間 風力発電設備の保守運用

計

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送など導入のプロセス
設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連　立案される事業計画
輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程

発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスの知識

発電機の原理と電気の専門的な知識

風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置

風力発電システムの見学

風力発電ユニットの運用・保守

 

 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目
月 火 水 木 金

風力発電
基礎知識

施設見学

風力発電機

風力発電
施工実習

１時限

風力発電の
運用と保守

風力発電
施工実習

運用保守
実習

６時限

風力発電の
開発計画

２時限

３時限

４時限

５時限

 

（２）中期プログラム 

時間割案 

・全 30時間 

 

・1週 5日間の集中型で夏休みなど休業
期間内に実施 
 
・もしくは 
3時間×10回 
6時間（1日）×5回（日） 

 

・太陽光発電と合わせると全 90時間 

・週 3時間、通年 30週として 3単位 
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（３）シラバス 

 

風力発電基礎 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

8環境価値　9製造メーカー

Ⅱ風車と社会　電力買取制度　CO2削減　景観と騒音

産業と雇用　洋上風力発電

Q&A

6時間

評価方法

Ⅰ風力発電の概要　1風力発電とは　2世界の風力発電　3,4風力発電の歴史

5風力発電のメリット　6電力に変えるには　7中型風力発電機の利用形態

学習目標
世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能などの基礎知識を習得する
環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

確認テストを実施

科目名

単位数

使用教材 トコトンやさしい風力発電の本

 
 

 

風力発電の開発計画 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名 風力発電会社

単位数

使用教材

3時間

評価方法

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送など導入のプロセス

設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連　立案される事業計画

学習目標 風況調査・立地調査、設計・設置工事、メンテナンス等の風力発電所ができる工程を学習する

確認テストを実施

輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程  

 

 

風力発電機 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 風力発電システムの設計　発電機　蓄電池　インバータ

3時間

評価方法

空気の性質　風の性質　風の発生　風の方向　風のエネルギー　風車の基礎知識　風車の定格発電力

風車により得られるエネルギー　風車の種類と特徴　風車の性能評価　風車の設置場所

学習目標 風力発電機の原理と電気の専門的な知識を学習する

確認テストを実施

科目名 大学

単位数

使用教材
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風力発電の運転と保守 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名 大学

単位数

使用教材

定期点検

3時間

評価方法

風車で使用されている電気　回路構成　保護装置　発電機　変圧器　遮断機　コンバータ

機械基礎　タワー　増速機　ブレード

学習目標 発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスを学習する

確認テストを実施

 

 

 

風力発電施工実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名

単位数

使用教材 風力発電ユニット一式

6時間

評価方法

設置場所の選定　ユニットの確認

設置台工事

学習目標 小型の風力発電ユニットを安全な場所に組立設置をする

設置後動作確認

設置台工事

ユニット組立

ユニット組立

配線  
 

 

風力発電運用実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 発電量チェック

3時間

評価方法

配線接続

発電確認

学習目標 設置した風力発電ユニットを蓄電池等に接続、実際に発電し運用する

設置後動作確認

科目名

単位数

使用教材 風力発電ユニット一式
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施設見学 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

午前

午後

科目名

単位数

使用教材

6時間

評価方法

布引高原風力発電所見学

学習目標 実際に運用されている大型風力発電システムの見学をする

レポート提出

日大工学部　環境保全・共生共同研究センター見学　または滝根町風力発電所見学  

 

＜質疑＞          

 

西本：風力のみやるとしたら共通で基礎の内容が尐ないと思うが。今回実証ができていな

いところで組んでいるのでメンテナンスの技術はどのように？ 

水野：今後の課題としてまとめていく。 

村山：実習では小型の風力キットを使うが、本当の現場では大きい風車を使った風力発電

所なのでギャップがある。できれば福島大学にあるような中型、金額でいえば 200 万～400

万円程の施設があるといいのだが…。 

 

佐藤：風力のプログラムで、半日、1日の見学のプログラムがあるが。 

村上：見学は切り離して別にするほうがいいか。 

 

水野：太陽光の設置後にデータをとることもやりたい。例えば屋上に設置して 3 階とつな

いだり、売電までできるようになるといい。 

村上：長期のプログラムでやっていきたい。 

 

西本：次年度はどのように実施するのか。 

村上：まず、今回は試行講座であったが、中期のプログラムになる。長期は 1 年を通じて

の科目になる。うちの学校ではエネルギー工学科が 3 年制、電気応用技術科が次年度 3 年

生になるのでそこで実証ができればいい。再来年になるが。現在は 3 年課程の 1 年生がい

る。 

水野：来年度は中期をやりながら、協議会で長期のプログラムを策定していく。再来年に

カリキュラムの実証になる。来年の学則変更で県に申請する。 

村上：中期の風力発電のプランは変更していきます。 
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【３】長期プログラム 

通年で単位として扱う、もしくは学科として構築する 

専門学校等を対象 

（１）A 案：通年で単位として扱う 

・通年で週 3時間×30週（前期・後期各 15週） 

・太陽光発電 60時間、風力発電 30時間 

・3単位 

・科目名：再生可能エネルギー 

・電気電子工学科向け 

・太陽光モジュール取付の模擬屋根製作時間含まず（約 12時間） 

＜教材等＞ 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの項参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

＜講師＞ 

・メーカー、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

再生可能エネルギー 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 再生可能エネルギー技術

2 太陽光発電基礎

3 太陽光発電基礎

4 太陽光発電基礎

5 スマートグリッド

6 安全衛生 メーカー講師

7 太陽光発電システム メーカー講師

8 太陽光発電システム 償却　売電　積算　見積 メーカー講師

9 現場調査 建物調査　電気設備調査 メーカー講師

10 現場調査 設置方法　金具　部材 メーカー講師

11 太陽光発電設計 メーカー講師

12 太陽光発電施工　学科 メーカー講師

13 太陽光発電施工　実習 メーカー講師

14 太陽光発電施工　実習 メーカー講師

15 太陽光発電施工　実習 メーカー講師

評価方法

開講時期

科目名

電気電子工学科

学習のねらい・内容・準備資料等

単位数

使用教材

学習目標
太陽光発電と風力発電の学科と実習を主に、再生可能エネルギーや環境政策のスキルを持つエネルギー関連に強い
技術者を養成する。太陽光発電システムメーカーや風力発電所のエンジニアリング会社への就職も視野に入れた実践
的な履修内容である。

中間・期末に筆記試験

3時間

地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス

平面図　モジュール配置図

建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線

太陽の科学　電気

太陽光発電

環境政策　関連法規

スマートグリッドの概要

高所作業　屋根の勾配 

システムの構成と仕様　据付場所　屋根

注意事項　工具　機器と部材の説明

ラックの取り付け　パネルの取り付け　接続

前回続き　まとめ　テスト

前期

 



  
189 

 

  

指導担当者名

学期 週数 指導項目

16 太陽光発電施工　実習 メーカー講師

17 太陽光発電施工　実習 メーカー講師

18 太陽光発電施工　実習 メーカー講師

19 運用保守 メーカー講師

20 運用保守 メーカー講師

21 風力発電基礎

22 風力発電基礎

23 風力発電機 大学講師

24 風力発電の開発計画 風力発電会社

25 見学

26 見学

27 風力発電施工 ユニット会社講師

28 風力発電施工 ユニット会社講師

29 風力発電運用 ユニット会社講師

30 風力発電の運用と保守 風力発電会社

ユニット組立設置

学習のねらい・内容・準備資料等

後期

モジュール取付　屋根違い

モジュール取付　屋根違い

モジュール取付　屋根違い

系統連係　取扱説明　完成検査

トラブルシューティング　定期点検

太陽光テスト　風力発電概要

風車と社会

風車の性能評価　発電機

調査　事業計画と設計　建設

電気回路　機械系統　点検　保守

科目名

日大工学部

布引高原風力発電所

設置台工事

配線　発電

 

 

（2）B 案：1 年課程の学科 

 

１．学科名：新エネルギー工学科 

２．分野：工業課程 

３．修業年限：１年制（昼間） 

４．定員：入学定員 20名 男女 

５．設置趣旨： 

東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故による復興計画の中でも再生可能

エネルギー関連産業の集積施策が今後推進されていくにあたり、復興の使命感に燃

える若い人材を育成するニーズが高まっていくことが予想される。求められている

知識と技術を持つ人材を養成することが急務である。 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②風力発電のシステムを理解し、保守点検に必要な技術を身につける 

③環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 

④電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカー、電力会社、電機メーカー 
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９．カリキュラム 

①科目・内容・時間・単位数 

履修期間

習得技術

科目 期間 週授業時間 年間授業時間 取得単位

学

科
再生可能エネルギー 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

就職実務 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

スマートグリッド 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

電気工事 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

太陽光発電システム 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

太陽光発電設計・施工 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅建築 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅設備 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電システム 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電機器 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

安全衛生 臨時 ３ 時間

実

習
施工・保守・点検実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

電気工事実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

計 週 ３０ 時間 １,０２０ 時間 48

電気配線まで、電気工事に関する総合的な技術　電気設備管理

1年間

再生可能エネルギー技術

長期：再生可能エネルギー技術者養成講座カリキュラム

電気工事施工　電気基礎　電気機器　電子技術　制御技術

建築の基礎知識　屋根　増改築　エコロジー住宅

風力発電の原理　風車の構造　機種　風力発電の導入と開発計画

業界研究　自己分析　応募書類作成　面接対策　ビジネスマナー

スマートグリッド　環境関連法規　ビジネス　環境技術に関する最新の動向と情報

平面図、配置図作成、設置方法、屋根材毎に異なる施工方法の知識

オール電化機器　電力会社　電気料金　ガス設備

対象 専門学校

太陽光発電・風力発電の基礎知識

風量発電機の電気と機械の基礎知識　タワー　増速機　ブレード

構成機器、設置条件、導入効果、積算、見積

講座期間 週30時間×34週　計1020時間

主な科目の概要

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

現場調査、太陽光発電・風力発電システムの施工とメンテナンス

 

 

 

②カリキュラム表 

SEQ 科目

1 就職実務

2 再生可能エネルギー

3 スマートグリッド

4 電気工事

5 太陽光発電システム

6 風力発電システム

7 太陽光発電設計施工

8 風力発電機器

9 住宅建築

10 住宅設備

11

12 施工保守点検実習

13 電気工事実習

4

4/9 4/16 4/23

0 1 2

2 2

2 2

2 2

3 3

3 3

3 3

3 3

6 6

6 6

5 6 7

5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

8 9 10 11 12

8/20 8/27 9/3 9/10 9/17 9/24 10/1 10/8 10/15 10/22 10/29 11/5 11/12 11/19 11/26 12/3 12/10

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1 2

1/14 1/21 1/28 2/4 2/11

30 31 32 33 34

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

6 6 6 6 6

6 6 6 6 6

合計時間

68

68

68

102

51

51

51

51

51

51

0

204

204

0 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0

1020  
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③時間割例 

 

月 火 水 木 金

就職実務

再生可能

エネルギー

スマート
グリッド

電気工事

前期

太陽光発電

システム

後期

風力発電

システム

前期

住宅建築

後期

住宅設備

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

前期

太陽光発電

設計・施工

後期

風力発電

機器

電気工事実習
施工保守点検

実習

 

④備考 

・専門学校等に合わせ 1年間の教育課程で、週 30時間×34週 

・通年 34週（前期・後期各 17週）年間授業時間数 1020 時間 

・前期太陽光発電中心、後期風力発電中心 

・テスト等評価の期間を含む 

・電気電子工学科等履修済みで 3年目の課程として 

・1年課程で履修する場合第二種電気工事士の取得も目標とする 

 シラバスは平成 24年度の成果をもとに作成する予定 

 

⑤教材等 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの項参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

⑥講師 

・ メーカー、エンジニアリング会社の協力、大学講師 
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＜質疑＞          

 

佐藤：プログラム案というか、こういうプログラムでこういう教育ができますよという、

文部科学省経由の専門学校に対するプロポーズなのか、それともわれわれはこういう案で

来年度以降、教育を実施しますという、われわれの案なのかという定義がないのでそれを

明確に書かないといけない。一般化してこういうことをやればこういうエンジニアが育ち

ますよという提案であれば布引高原という地名、固有名詞は出さない方がいい。 

村上：来年度以降、私たちはこれを実施して実証していきますということ。来年の報告で

は実証の結果では標準的なものにはこういったものが考えられて、これを全国的に普及し

ていきたいですというストーリーです。 

佐藤：それが明確にわかるように具体的に書き込んでみては。表を見るとメーカー講師が

ずらっと並んでいる。 

水野：メーカーが入らないとできないことは次年度の課題である。 

村上：1 年間というカリキュラムとなれば、われわれ教員がメーカーの講習を受けて教える

という形になるようにしていきたい。 

佐藤：メーカーの講師を呼んだ時はどういう感じか。 

村上：実習の時はメーカーの方にいてもらって、われわれが教える形にしたい。 

佐藤：アドバイザーとしての位置づけ。 

村上：西本准教授のアンケートには講師がアウトソーシングになっている部分がある。課

題として内部の教員がメーカーでしっかり研修をしてから実施する必要がある。 

佐藤：メーカーに立ち会ってもらうことは生の声を聞けるということが学生に有効だが全

部まかせっきりにならないようにしないといけない。 

水野：はじめに、来年自分の学校で中期（プログラム）をやって再来年標準化してという

ことを書くといい。 

 

佐藤：燃料電池についてはどの程度やっているのか 

内田：教科書の単元にあって教えている程度しかやっていない。資格試験のウエイトが高

くないので、もっと重要視したいができない。 

佐藤：風力発電よりも就職先を考えたら、ニーズが高いかもしれない。 

西本：（太陽光と風力で）共通のアイテムの時間があるといい。 

 

＜中期プログラムに関して＞ 

佐藤：基礎の共通的な部分が、時間数にするとどれぐらいになるかというのは難しいかも

しれないが、西本先生の言う形が理想かもしれない。 

村上：共通の科目の内容と時間数を作って考えてみる。 

佐藤：中期の時間割の初日に。ゼロ日目があって、それが太陽光も風力も共通で、2週間太
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陽光、風力は基礎からはじめて 5日間とか。 

水野：社会人の受け入れを考えたときに、基礎の共通の科目はいいと思う。 

佐藤：一般の人は交流と直流の区別も知らなかったりする。電気、蓄電もやるとすると基

礎は 2日分くらいあるかもしれない。 

西本：共通の時間を設けて太陽光と風力は同じくらいの時間で実施するのがいい。 

村上：将来的には同じ時間にしていきたい。 

佐藤：30時間というのはユニットになっている？30時間でなければならないのか。 

水野：中期という視点であれば、時間数は 60 時間でも 30 時間でもいい。風力が尐ないの

は今後の課題。現状では必要ない。 

村山：風力だと機械関係が必要。太陽光では建築が必要。 

西本：実験に相当する、データをとる運用もやる。 

佐藤：年間プログラムだと、施工してどれだけ発電しているかデータを整理する。自分た

ちが作ったものが発電するのはいいこと。 

水野：学生がそのメリットを理解することが必要だと思う。 

 

佐藤：中期でも自分たちが組み立てたものが定置型にできるのであれば、始まった後にフ

ォローアップでちょっと時間使えば意識付けができる。この短い時間で曇りの日が続くと

悲しい。風力の見学の位置づけは？ここで 6時間(1日)使うのは大学ではできない。先方の

都合で日程的なものもある。一通り終わらせて別枠である方が自然。 

村上：一通り終わらせた後で最後に見学を入れる。 

佐藤：講義としては完結した後で一回行くよという場所に入れておいた方がいい。以前学

生を連れて柏崎に行ったときには、一般的な見学ルートの窓口に大学でここまでやりたい

からということで申し込んでから、一般的なルートよりも深いところが見たいという旨を

伝えた。そのあと副所長から電話があり、当日も講義を 1時間してもらえた。 

 

村上：これまでの意見を反映させて進めていきます。最後に水野副校長よりご挨拶を。 

 

水野：再生可能エネルギー、スマートグリッド関係の人材育成に関しましては来年も引き

続き事業は継続していきます。新しいものを作っていくために、みなさんと話し合いなが

ら進めていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。どうもありがとうございま

した。 

 

村上：これをもちまして協議会、報告会を終了いたします。 
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プログラム案 検討・評価の結果 

 

◆修正事項 

○冒頭にプログラム案の主体と対象を明確に表記する 

○A案、B案、C 案の表記はしない 

○中期プログラムにおいて、太陽光発電と風力発電で共通した基礎の授

業を設ける 

○内容：再生可能エネルギー、電気、環境など 

○見学は授業時間に含めない 

 

 

協議会委員アンケートによる総括 

 

①試行講座の実施報告においてご意見ご感想をお願いします 

 

佐藤 

短い準備期間と限られた時間数で、これだけのカリキュラムをこなしたことに敬意を表し

たい。 

受講生の熱心な取り組みが伝わり、頼もしく思っている。実習においては、当初想定通り

に実施できないものもあったようだが、「現場では何が起こるかわからない。それを裁いて

こそ、一人前！」という教育につながる範囲と思っている。 

 

西本 

１．計画から試行授業までの期間が短く、特に風力発電については教材の未納や装置仕様

の不適があり、現段階で的確な評価をするのは困難であると思います。 

２．太陽光発電は現場施工者など職業としての出口の見込みが想定できるので授業を受け

る意識レベルが高くなりますが、一方，風力発電については技術者としての将来性が現状

ではかなり限定されると思われ、施工技師になるといった職業観の動機付けが難しいです。

したがって、これら２つの授業を学生から同一の視点で評価させるのは困難であると思い

ます。 

 

羽田 

太陽光発電の実習に関して、現場さながらの施工実習をさせて安全に対する意識付けがよ

り出来れば良かったかと思います。 

短い準備期間での試行講座としては満足できるものではなかったでしょうか？ 
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風力発電に関しては、今後の人材需要がキーになってくると思います。 

両発電システムともに、実務経験者を講師に招ければ、更に良い講座になると思います。 

 

水野 

短い期間の中での事業構築・検証実施であったが、協議会・分科会を通じてある程度のプ

ログラム内容構築はできたと思う。周到な準備期間、協議会や分科会の充実、先端施設へ

の視察等、見直し点もあり、次年度への課題も明確化されました。被災地とって、特にこ

の事業のテーマは重要であり人材育成事業の必要性・重要性を再認識しました。 

 

村上 

短い準備期間の中で委員の方の協力を得ながら何とか実施することが出来たことは非常に

感謝しております。 

しかし、内容はまだまだ未完成であり数多くの課題が見えました。 

 

和田 

短期間の試行講座では有りましたが今後取り入れるべき案件や問題点が浮き彫りになった

と感じました。特に教材の準備・用意についての見直しは今後必須で有ると思います。学

生視点からの感想に関しては予備知識も含めた実習の時間を多めに取った方が理解度もよ

り向上するのでは無いかと感じます。学生にとっても太陽光発電や風力発電そのものは魅

力のある学習内容かと思います。 

 

村山 

短い実施期間であり、準備不足だった点が多々あった点が残念だった。 

実習機材の不備がなければ、講師依頼がもっと早くできていればよかった。 

学生たちはよくやってくれていたのがとても救われた。 

 

②次年度に向けて、取り入れるべき内容等提案やアドバイスがありましたらお

書きください 

 

佐藤 

実習に、充分な時間をとってあげたい。 

多岐にわたる「再生可能エネルギー関連技術」について、学術的に理解させるのは困難と

思う。ここに時間を割きすぎると、学生が疲れてしまう気がする。講義は絶対に外せない

基礎的なことに集中し、「学術的な検討が必要となった際に、自ら学ぶスキル」を身に付け

させるような工夫が必要と思う。 
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西本 

再生可能エネルギー先進諸国（欧州等）の技術者教育の状況（カリキュラム、シラバス、

資格など）、関連技術者の役割、諸外国における再生エネルギーの将来予測等を国際情報工

科大学校で海外調査されることを提案します。それにより現在の試行授業や実習と比較し，

技術者養成の将来展望の戦略が描けると思います。 

 

羽田 

・スマートホーム、スマートグリットに関して 

・金属屋根、スレート屋根、瓦屋根を使った施工実習を太陽光発電システムメーカー毎に 

・システム提案のプレゼン（販売シミュレーションなど） 

 

水野 

太陽光発電プログラムに関しては、設置技術の習得だけでなく、導入後のコスト削減効果

までを理解させるために、データ取り・収集・検証までを行う実習プログラムを付加した

方が良いと感じました。これにより、顧客へアドバイスできる技術者の育成も可能になり

ます。風力発電プログラムに関しては、太陽光のように普及していないため設置技術の育

成プログラム開発が難しいところではあるが、キットによる仕組み・発電理解から大規模

風力発電施設見学での実地理解およびメンテナンス技術の習得プログラムを検討してはと

思います。 

 

村上 

実習時間の充実が必要。また、将来の就職先を描けるカリキュラムを構築することが重要

で、特に風力に関しての情報収集が課題であると感じました。 

 

和田 

アドバイス 

①実習を行う場所の確保（現在の電気実習室では模擬屋根や風力発電ユニットの組立は面

積の関係上難しいと思われる） 

②産官学の連携の強化（特に国や県、地方自治体等が運営する再生可能エネルギー施設見

学及び専門技術指導などの強化等） 

③スマートグリッド技術者からの直接指導講座の開催検討（学生達に目的意識を持たせる

為） 

 

村山 

太陽光発電システムメーカーとの提携がうまく進展して、授業の充実につながれば。 

明らかに太陽光は住宅系の会社のヤマニガス、京セラ、シャープ、三菱など。 
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風力に関してはまだ県内では関連している企業が尐ない。 

今度できる研究所、イオスエンジニアリング、風力発電協会、日本風力発電。 

また、小型・中型の風車メーカーのノースパワー、ゼファー。 

 

③関連事業を目指す若い技術者に対してメッセージを 

 

佐藤 

常に状況は変化し、技術は進歩している。先を読み、新しい技術を吸収して、一歩先をす

すむことを意識して欲しい。 

 

西本 

自然エネルギーのプロフェッショナルエンジニア（サステナブルエンジニア）として、わ

が国の再生可能エネルギーの普及に活躍されることを期待します。 

 

羽田 

再生可能エネルギーに関わる事業は、これからの最先端事業になる事は間違いありません。 

より高い技術と意識を持ってこれからの事業を牽引する力になってください。 

 

水野 

今回のプログラムは当校の電気電子工学科の学生で座学・実習等の検証を実施したが、普

段よりもより一層、真剣に興味を持って取り組んでいた様子でした。これからの電気技術

者はスマートグリッドや再生可能エネルギーの知識が不可欠であることをこのプログラム

で認識したからだと思います。やはりこれからの技術者は、単なる資格の取得、基本技術

の習得だけでなく、最新の情報・知識・技術・ニーズ・方向性なども網羅した付加価値の

高い技術者を目指すことが必要です。この分野を目指す若い人たちにはそういう意識をも

って頑張ってほしいと思います。 

 

村上 

再生可能エネルギー産業はまさにこれから大きく伸びる分野であり今後技術者の需要がか

なり見込めるため、積極的に授業を受け技術を習得してほしいと思います。 

 

和田 

日本全体での合言葉は「復興」だと思います。特に被災地３県はその思いも強いかと思い

ます。一言で復興を言い表す事は出来ませんが若い皆さん達が関わることの出来る事があ

るとすれば「技術支援」だと思います。再生可能エネルギーに注目が集まる現代ですが今

後この分野を目指す皆さんが日本を支えていく「柱」になって行くと考えております。期
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待しておりますので是非頑張って下さい。 

 

村山 

再生可能エネルギーを知り、技術を身につけ、ふくしまの復興に力を。 

 

④その他 ご意見ご要望があればお願いします 

 

佐藤 

大学との連携のきっかけは作れたと思っている。大学や研究機関が保有する人材や設備は、

これからも活用してください。 

 

西本 

実習はメーカー（使用するソフトウエアを含めて）、理論的背景となる講義は大学関係者と

のプログラム組み立てになっており、専門学校教員よりもむしろアウトソーシングが多く

を占めていることについての危惧があります。国際情報工科大学校としての技術者教育の

特色、教員人材、ノウハウを活用できる体制にすることで、再生可能エネルギー分野の人

材育成のオンリーワンになることができると考えます。． 

 

羽田 

高い技術力はもちろんですが、どの企業もコミュニケーション能力が高く、リーダーシッ

プのとれる人材を欲していると思いますので 

目標をもてるような、カリキュラムの作成を目指せればなお良いと思います。 

 

水野 

今回の事業では協議会・分科会を通じて産官学それぞれの立場の方と交流、意見交換がで

きたことに感謝いたします。特に、福島県の復興再生計画において再生可能エネルギー普

及の重要性が謳われる中、この分野における技術者人材育成は必須であると改めて感じて

おり、その可能性・将来性に期待しています。この事業が被災地のこれからの復旧・復興

の一助となれば幸いです。 

 

村上 

次年度以降継続しこの事業を実施しカリキュラムを完全なものへ作り上げたいと思います。 
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和田 

今後も色々な方面から若い世代を応援出来る制度を増やしていただきたいと切望致します。 

 

⑤【授業を担当された方のみ】学生の様子や授業をしての感想などお書きくだ

さい 

 

佐藤 

熱心に聞く態度は素晴らしい。よく理解できていなかった（と思われる）基礎的な現象に

ついてを納得したときの、素直に喜ぶ顔は印象的であった。 

受講生は勉強はそれほど得意でなかった層と思うが、彼らが正しい理解をすることの重要

性を強く感じた。その理解は、安全な施工や確実な運転だけではなく、顧客に仕様や性能

を伝えていく際にも必要である。技術者の層を厚くしないと、再生可能エネルギーの普及

も進まないと思う。 

 

羽田 

今回、安全衛生の授業を担当させていただきました。 

座学にディスカッションを交えた方式で授業を行いましたが、学生の皆さんの意識が高く

積極的に授業に参加してくれました。 

特に転落事故の実例をもとにした原因追究ディスカッションでは多くの意見をだし改善案

まで提示してくれた事に、安心感を感じました。 

 

村山 

出席率が高く、やる気があって学生たちには感謝している。 

私の担当は学科の講義で、新しい用語が多く難しい内容だったが眠さをこらえるためなの

かノートはきっちりとっていた。 

寝ていたり私語を注意したりする学生はいなかった。 
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Ⅶ 再生可能エネルギー分野 

技術者育成プログラム案 
 

 

短期 

中期 

長期 
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【１】短期プログラム 

 

◆プログラムの活用 

本校でのオープンキャンパス、サマースクール、地域貢献活動などの学内外のイ

ベントで催行することができるもので、幅広い年齢層を対象とするためにわかり

やすい内容で行う。 

平成 24年度に実施する。 

 

（１）やさしい自然エネルギー 

やさしい自然エネルギー 対象

体験コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

太陽光発電：太陽エネルギー　太陽電池と発電のしくみ　売電　　ソーラー実演

風力発電：風と風車　発電のしくみ　　風車を回そう（キットで実演）　　

3時間

評価方法

自然エネルギーとは　地球温暖化CO2削減

学習目標 映像でわかりやすく自然エネルギーを解説し、キットで実際に発電を体験しエネルギーに楽しく親しんでもらう

なし

科目名 小中学生とその保護者

レベル

使用教材 スライド　ビデオ　ソーラー、風車発電キット

 

 

（２）太陽光発電入門 

太陽光発電入門 対象

専門知識がない　入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名 高校生　一般　専門学校

レベル

使用教材 参考図書：とことんやさしい太陽光発電の本　太陽光発電キット

6時間

評価方法

再生可能エネルギー　　環境問題

学習目標 再生可能エネルギー、環境問題、太陽光発電システムの概要を学習する　実習を取り入れ実際に体験する

なし

太陽の科学：太陽とエネルギー

電気と発電：電気の基礎　発電の方式

太陽光発電のしくみ：太陽電池　発電の原理　メガソーラー　利点欠点

実習：キットの組立

実習：発電して電池に充電する
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（３）風力発電入門 

風力発電入門 対象

専門知識がない　入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

風力発電所ができるまで：風況調査　立地調査　設計と計画　建設輸送

風力発電システム：発電機　蓄電池　インバータ

実習：風車キットの組立

実習：風車を回して発電しバッテリーに充電する

6時間

評価方法

風力発電の概要：世界の風力発電

学習目標 風力発電システムの概要を学習する　実習を取り入れ実際に体験する

なし

風車の基礎知識：風車の種類と特徴　風車エネルギー　風車の性能　

科目名 高校生　一般　専門学校

レベル

使用教材 参考図書：とことんやさしい風力発電の本　風力発電キット

 

 

（４）太陽光発電・風力発電入門---太陽光と風力を両方組み合わせたもの 

太陽光発電・風力発電入門 対象

専門知識がない　入門コース 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

風車の基礎知識：風車の種類と特徴　風車エネルギー　風車の性能　

風力発電所ができるまで：風況調査　立地調査　設計と計画　建設輸送2
日
目 風力発電システム：発電機　蓄電池　インバータ

実習：風車キットの組立

実習：風車を回して発電しバッテリーに充電する

電気と発電：電気の基礎　発電の方式

太陽光発電のしくみ：太陽電池　発電の原理　メガソーラー　利点欠点

実習：キットの組立

実習：発電して電池に充電する

6時間×2日=12時間

評価方法

再生可能エネルギー　　環境問題

太陽の科学：太陽とエネルギー

学習目標 太陽光発電システムと風力発電システムの概要を学習する　実習を取り入れ実際に体験する

-

1
日
目

風力発電の概要：世界の風力発電

科目名 高校生以上　一般　専門学校

レベル

使用教材 ソーラー発電キット　風車キット
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【２】中期プログラム 

 

◆プログラムの実施・実証 

平成 24年度に本校が実施・実証する再生可能エネルギーに対応した電気施工技術

者育成プログラムである。 

 

○対象学科：電気電子工学科・エネルギー工学科 

本校既存学科の教育課程に反映する 

 

○コース設定 

１．太陽光発電のみを履修する 

２．風力発電のみを履修する 

３．太陽光発電と風力発電の両方を履修する 

 

○時期：夏休み等長期休業期間に集中して履修する。 

 

 

◆プログラムの検討・改善  

当教育プログラムは平成 23 年度の本事業の推進協議会で検討、開発された人材

ニーズにあった必要な知識・技術を持つ技術者を育成するための具体的な教育プ

ログラム・教育モデル（案）である。 

 

平成 24年度以降、以下検討し実証していく。 

 

○上記プログラムを本校既存学科に反映させ、実証を行い推進協議会で評価し必

要に応じて改善する。 

○改善したカリキュラムの実証を繰り返し人材ニーズにあった新しい教育プロ

グラムを完成させる。 

○完成した教育プログラムを全国に普及する。 
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１．太 陽 光 発 電         

 

（１）中期プログラム カリキュラム案 

学生数

習得技術

科目 時間

再生可能エネルギー
と環境政策

8時間

太陽光発電基礎 6時間

太陽光発電システム 6時間

太陽光発電設計 3時間

太陽光発電施工 3時間

安全衛生 3時間

現場調査実習 6時間

施工実習 18時間

運用・保守実習 5時間

開講式
オリエンテーション

1時間

アンケート　修了式 1時間

計

実
習

カリキュラム時間割の説明

授業アンケート記入

対象 電気電子工学科 10名

エネルギー・環境問題と太陽光発電など再生可能エネルギー
環境政策及び環境に関する法規

システムを構成する各機器の意味と役割、設置条件など構成機器類の関する知識
設備費用の償却、光熱費の削減効果、売電による導入効果のシュミレーション演習
積算方法を習得し見積書の作成の演習

建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異な
る施工方法とその特徴の知識

学
科

PCシステムを使用し平面図、モジュール配置図作成を学ぶ

講座期間 6時間×10日　計60時間 太陽光発電設備の設置・運用

主な科目の概要

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。

太陽エネルギー　電気と発電の基礎　太陽光発電の原理（太陽電池）
スマートグリッド　モジュールの仕組み

60時間

取り付ける屋根の現場を調査する

実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

 

 

・全 60時間 （50分授業） 

・2週 10日間の集中型で夏休みなど長期休業期間内に実施 

・3時間×20回、6時間（1日）×10回（日） 
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（２）中期プログラム 時間割案 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

オリエンテーショ ン

再生可能
エネルギー

太陽光発電
基礎

太陽光発電
設計

太陽光
運用保守

実習

アンケート
修了式

太陽光発電
システム

調査実習

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光発電
施工

太陽光発電
システム

調査実習

再生可能
エネルギー

安全衛生

 

 

（３）中期プログラム シラバス 

再生可能エネルギーと環境政策 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

科目名

単位数

使用教材 -

8時間

評価方法

大型発電所　コンバインドサイクル　コージェネレーション　系統連係と節電について

再生可能エネルギー技術概論：地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス　エンジニアへの期待

学習目標
エネルギー・環境問題と再生可能エネルギー
スマートグリッド　環境政策及び環境に関する法規について学習する

確認テストを実施

4.電力系統　電力潮流　電力システムの制約　5.スマートグリッドのネットワーク　6LowPAN

6.　スマートフォンで電力料金をみる　セキュリティ対策　電力の貯蔵　　電気自動車

1

午前

1

午後

2

人間活動と気温上昇　自然エネルギーと新エネルギー
電気　電力化率　電気と水素　発電の方式

直接発電の方法　電力の制御と安定　畜エネルギー　スマートメーター

1低炭素社会　 2温室効果ガス削減　3補助金制度　4 RPS法　5 FIT法　6グリーン電力制度

1.スマートグリッドの概要　2.電力システムとスマートグリッドの関係　3.地球温暖化問題
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太陽光発電基礎 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名

単位数

使用教材 参考図書：とことんやさしい太陽光発電の本

6時間

評価方法

Ⅰ太陽の科学　1太陽の誕生　2太陽の構造　3太陽のエネルギー　4太陽エネルギーと気候変化

学習目標 太陽エネルギー　太陽光発電の原理（太陽電池）　モジュールの仕組み

確認テストを実施

10メガソーラー計画　11開発の歴史　12生産量・メーカー　13利点・欠点・解決策

太陽光発電システムの概要　モジュールの形式

Ⅲ太陽光発電　1光　2太陽光のスペクトル分布　3太陽光発電システム

4太陽光発電の原理　5太陽電池の種類と効率　6多接合型化合物系太陽電池

7有機系色素増感型太陽電池　8有機薄膜型太陽電池　9量子ドット型太陽電池

 

 

 

太陽光発電システム 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

屋根の条件　設置条件基準(積雪・塩害・風圧)　据付場所　システム構成　発電効率

設備費用の償却　光熱費の削減効果　売電

システムの積算方法　見積書の作成

販売　営業について

6時間

評価方法

設置角度　日照時間と障害物　製品概要　システムの仕様　設置の留意点　電気配線工事　配線の種類とサイズ

セルとモジュール　システム　設置　変換効率

学習目標 太陽光発電システムの概要を理解し、機器と設置条件、導入効果、積算・見積作成を演習する

確認テストを実施

科目名

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ
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太陽光発電設計 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

部材選定と見積　発電シミュレーション

3時間

評価方法

屋根と外壁の平面図を描画　切妻　寄棟　寄棟変形　屋根の形状パターンごと

モジュール配置

学習目標 PCシステムを使用し平面図、モジュール配置図作成を学ぶ

プリントアウトして提出

 

 

 

太陽光発電施工 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 電気工事　配線工事　設置と配線　系統連系

3時間

評価方法

システム部材　施工手順と工程　墨出し

屋根ごとの設置方法　ラック・金具

学習目標 建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異なる施工方法

プリントアウトして提出

科目名

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

 

 

 

安全衛生 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名

単位数

使用教材 安全マニュアル

施工の心構え 手抜き工事、不良工事による事故事例

3時間

評価方法

高所作業　屋根の勾配

1正しい服装と保護用具の着用義務 2屋根上の危険防止 3悪天候時の作業中止

学習目標 作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

演習を実施
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現場調査実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

6時間

評価方法

建物調査

建物調査

学習目標 取り付ける屋根の現場を調査する手順方法を学ぶ

確認テストを実施

電気設備調査

電気設備調査

設置方法　金具・部材の確認

設置方法　金具・部材の確認  

 

 

運用保守実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名

単位数

使用教材 メーカー資料　カタログ

6時間

評価方法

系統連系　発電確認

取扱説明

学習目標 実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

確認テストを実施

完成検査

トラブルシューティング　不具合事例

定期点検　アフターサービス

アフターサービス　保証システム
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太陽光モジュール施工実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

・6時間連続が望ましい

通電、発電を確認する

履修上の留意点
・模擬屋根製作は別時間（9時間～12時間程度）

3
日
目

位置決めをしてラックを取り付ける

模擬屋根の大きさに合った枚数のパネルを取り付け、直列で接続

通電、発電を確認する

一日目と違うメーカーのモジュール取付、または継続して設置枚数を増やす　注意事項

太陽光発電システム部材説明・金物選定　機器、据付位置、部材の確認

接続ユニット・パワーコントロールと接続

模擬屋根の大きさに合った枚数のパネルを取り付け、直列で接続

接続ユニット・パワーコントロールと接続し通電、発電を確認する

模擬屋根の大きさに合った枚数のパネルを取り付け、直列で接続

接続ユニット・パワーコントロールと接続

・3人～5人ひと組で作業する

18時間（3日）

評価方法

建築工事の注意事項　安全確保　各種工具の使用方法　住宅設備

屋根上施工に関する注意事項と安全確保　専用工具の使用方法

学習目標 モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。

設置・動作確認

2
日
目

太陽光発電システム部材説明・金物選定　機器、据付位置、部材の確認1
日
目

太陽光発電システム部材説明・金物選定　機器、据付位置、部材の確認

科目名

単位数

使用教材 模擬屋根　太陽光モジュール取付機材一式

位置決めをしてラックを取り付ける

準備ができれば実際の屋根に上って設置する、または別メーカーのモジュールか屋根の形が違う設定に

位置決めをしてラックを取り付ける

 

 

（４）協力依頼 授業の立ち会い 専門学校教員の研修受け入れ等 

学科：太陽光発電システム、設計、施工、安全衛生 太陽光発電システム会社 

実習：現場調査実習、施工実習、運用保守実習 太陽光発電システム会社 

 

（５）オプション 

モジュール取付場所がない場合模擬屋根製作が必要 9時間～12時間 

受講者が電気関係の専門外の場合、電気設備等の学科と実習が別途必要 
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（６）実習教材・テキスト 

 

＜推奨実習用機材＞ 

ソーラー発電入門用キット 84Wシステム ノースパワー社製 

・84Wソーラーパネル 

・チャージコントローラー 

・サイクルバッテリー 

・DCACインバーター（定格 350W） 

・専用パネルケーブル 10m 

・専用インバーターケーブル 1m 

・コントローラーバッテリーケーブル 3m 

※設置する屋根に適したラックと金具が必要 

○一日当たりの平均発電量 200Wh 

○使用例：ノート PC の電源 照明用電源、電動ドリルなどの電源 

○価格¥145,000 

 

＜参考図書＞ 

太陽光発電システムメーカー技術資料 

太陽光発電システムの設計と施工 オーム社 

とことんやさしい太陽光発電の本 日刊工業 
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２. 風 力 発 電         

 

（１）中期プログラム カリキュラム案 

学生数

習得技術

科目 時間（目安）

再生可能エネルギー
と環境政策

8時間

風力発電基礎 6時間

風力発電の
開発計画

3時間

風力発電システム 3時間

風力発電の
運転と保守

3時間

安全衛生 3時間

施工実習 12時間

運用実習 8時間

開講式
オリエンテーション

1時間

アンケート　修了式 1時間

30時間

学
科

カリキュラム時間割の説明

授業アンケート記入

エネルギー・環境問題　再生可能エネルギー
スマートグリッド　環境政策及び環境に関する法規

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

実
習

対象 電気電子工学科 10名

主な科目の概要

世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能など
の基礎知識を習得する
環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

講座期間 6時間×8日　計48時間 風力発電設備の保守運用

計

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送など導入のプロセス
設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連　立案される事業計画
輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程

発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスの知識

発電機の原理と電気の専門的な知識

風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置

風力発電ユニットの運用・保守

 

 

・全 48時間 （50分授業） 

・1週 5日間の集中型で夏休みなど休業期間内に実施 

・3時間×16回または 6時間（1日）×8回（日） 
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（２）中期プログラム 時間割案 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目
月 火 水 木 金 月 火 水

オリエンテーショ ン

アンケート
修了式

風力発電の
運用と保守

運用保守
実習

運用保守
実習

風力発電
施工実習

風力発電
施工実習

風力発電の
開発計画

風力発電
基礎知識

再生可能
エネルギー

１時限

風力発電
システム

安全衛生
風力発電
施工実習

６時限

再生可能
エネルギー２時限

３時限

４時限

５時限
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（３）中期プログラム シラバス 

再生可能エネルギーと環境政策 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

7

8

4.電力系統　電力潮流　電力システムの制約　5.スマートグリッドのネットワーク　6LowPAN

6.　スマートフォンで電力料金をみる　セキュリティ対策　電力の貯蔵　　電気自動車

1

午前

1

午後

2

人間活動と気温上昇　自然エネルギーと新エネルギー
電気　電力化率　電気と水素　発電の方式

直接発電の方法　電力の制御と安定　畜エネルギー　スマートメーター

1低炭素社会　 2温室効果ガス削減　3補助金制度　4 RPS法　5 FIT法　6グリーン電力制度

1.スマートグリッドの概要　2.電力システムとスマートグリッドの関係　3.地球温暖化問題

評価方法

大型発電所　コンバインドサイクル　コージェネレーション　系統連係と節電について

再生可能エネルギー技術概論：地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス　エンジニアへの期待

学習目標
エネルギー・環境問題と再生可能エネルギー
スマートグリッド　環境政策及び環境に関する法規について学習する

確認テストを実施

科目名

単位数

使用教材 -

8時間

 

 

 

風力発電基礎 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

科目名

単位数

使用教材 トコトンやさしい風力発電の本

6時間

評価方法

Ⅰ風力発電の概要　1風力発電とは　2世界の風力発電　3,4風力発電の歴史

5風力発電のメリット　6電力に変えるには　7中型風力発電機の利用形態

学習目標
世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能などの基礎知識を習得する
環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

確認テストを実施

8環境価値　9製造メーカー

Ⅱ風車と社会　電力買取制度　CO2削減　景観と騒音

産業と雇用　洋上風力発電

Q&A  
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風力発電の開発計画 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程

3時間

評価方法

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送など導入のプロセス

設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連　立案される事業計画

学習目標 風況調査・立地調査、設計・設置工事、メンテナンス等の風力発電所ができる工程を学習する

確認テストを実施

科目名 風力発電会社

単位数

使用教材

 

 

 

風力発電システム 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 風力発電システムの設計　発電機　蓄電池　インバータ

3時間

評価方法

空気の性質　風の性質　風の発生　風の方向　風のエネルギー　風車の基礎知識　風車の定格発電力

風車により得られるエネルギー　風車の種類と特徴　風車の性能評価　風車の設置場所

学習目標 風力発電機の原理と電気の専門的な知識を学習する

確認テストを実施

科目名

単位数

使用教材

 

 

 

風力発電の運転と保守 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名

単位数

使用教材

定期点検

3時間

評価方法

風車で使用されている電気　回路構成　保護装置　発電機　変圧器　遮断機　コンバータ

機械基礎　タワー　増速機　ブレード

学習目標 発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスを学習する

確認テストを実施
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安全衛生 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3 施工の心構え 手抜き工事、不良工事による事故事例

3時間

評価方法

高所作業　屋根の勾配

1正しい服装と保護用具の着用義務 2屋根上の危険防止 3悪天候時の作業中止

学習目標 作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

演習を実施

科目名

単位数

使用教材 安全マニュアル

 

 

 

風力発電施工実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

設置台工事

評価方法

設置場所の確認

基礎工事

学習目標 小型の風力発電ユニットを安全な場所に組立設置をする

設置後動作確認

基礎工事

ユニットの確認

設置台工事

科目名

単位数

使用教材 風力発電ユニット一式

12時間

ユニット組立

ユニット組立

ユニット組立

ユニット組立

配線

配線  
 

風力発電運用実習 指導担当者名

- 時間数

日 時間 指導項目

1

2

3

科目名

単位数

使用教材 風力発電ユニット一式

発電量チェック

3時間

評価方法

配線接続

発電確認

学習目標 設置した風力発電ユニットを蓄電池等に接続、実際に発電し運用する

設置後動作確認
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（４）風力発電関連企業 

 

イオスエンジニアリング＆サービス 六ヶ所村の養成施設を運営 

日本風力開発株式会社  発電所の開発 六ヶ所村の施設に関連 

ウインドパワー   福島で小型風力発電システムを販売 

ゼファー株式会社  福島大学に小型風力発電システムを納入 

株式会社ノースパワー  自然エネルギー関係機器販売 日大工学部取引 

津川製作所   購入したユニットの販売元 大阪 

東都エンジニアリングサービス 風力発電施設にメンテナンス技術者を派遣 布引 

三菱重工   国産メーカー  

三井造船昭島   洋上風力発電システム  

新エネルギー財団 ENF  経産省の補助で人材育成の研修会を運営  

日本風力発電協会 JWPA  講演会 シンポジウム イベントなど運営  

 

（５）オプション 

①見学 

1)布引高原風力発電所 

2)六ヶ所村二又風力発電所にある風力発電トレーニングセンターで研修 

初級：4泊 5日 

1日目 移動、オリエンテーション 

2日目 電気基礎 計測訓練 安全装備基礎 タワー搭乗訓練 降下訓練 ナセル救助 

3日目 エラー説明 部品機器 単線結線 部品交換訓練 

4日目 トラブルシューティング 

5日目 修了試験 質疑応答 移動 

②受講者が電気関係の専門外の場合、電気設備等の学科と実習が別途必要 

 

（６）実習教材・テキスト 

＜推奨実習用機材＞ 

ノースパワー社製 

風力発電機キット NP-103 \10,290-(税込み) 

・小型タイプで、ニッカド電池やニッケル水素電池などの手軽な充電用電池に充電したり、豆電球に直結

するなどして利用する。 

・安価で組み立てや取り付けも簡単。風力発電の入門機として最適。 

・ブレード角度が自由に変更・調整できる。オプションパーツが豊富。 

・子どもの自由研究や各種教育・研究機関で教材用キットとして利用されている。 
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３. 太 陽 光 発 電 と 風 力 発 電     

（１）中期プログラム カリキュラム案 

学生数

習得技術

科目 時間

再生可能エネルギー
と環境政策

8時間

太陽光発電基礎 6時間

太陽光発電システム 6時間

太陽光発電設計 3時間

太陽光発電施工 3時間

風力発電基礎 6時間

風力発電の
開発計画

3時間

風力発電システム 3時間

風力発電の
運転と保守

3時間

安全衛生 3時間

太陽光発電
現場調査実習

6時間

太陽光発電
施工実習

18時間

太陽光発電
運用・保守実習

6時間

風力発電
施工実習

12時間

風力発電
運用・保守実習

9時間

開講式
オリエンテーション

1時間

アンケート
修了式

3時間

計

発電のオペレーションとモニタリング、点検などのメンテナンスの知識

風力発電ユニットの設置場所の準備と組立設置

風力発電ユニットの運用・保守

実
習

99時間

取り付ける屋根の現場を調査する

実際に発電、運用しメンテナンスの技術を身につける

講座期間 6時間×22日　計96時間
太陽光発電・風量発電設備の
施工・運用

主な科目の概要

エネルギー・環境問題と太陽光発電など再生可能エネルギー
環境政策及び環境に関する法規

システムを構成する各機器の意味と役割、設置条件など構成機器類の関する知識
設備費用の償却、光熱費の削減効果、売電による導入効果のシュミレーション演習
積算方法を習得し見積書の作成の演習

建築の基礎知識　屋根構造の理解とモジュール設置に関するルール、屋根材毎に異な
る施工方法とその特徴の知識

学
科

PCシステムを使用し平面図、モジュール配置図作成を学ぶ

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

太陽エネルギー　電気と発電の基礎　太陽光発電の原理（太陽電池）
スマートグリッド　モジュールの仕組み

世界の風力発電事情、風とエネルギー、風力発電のメカニズム、風車の種類と性能など
の基礎知識を習得する
環境政策や地域社会と風力発電の関わりについて理解する

風況調査・立地調査、電力系統、用地、輸送など導入のプロセス
設計と設置工事の計画及び各種法令等手続関連　立案される事業計画
輸送・土木・電気・組立の建設工事の工程

発電機の原理と電気の専門的な知識

対象 電気電子工学科 10名

カリキュラム時間割の説明

授業アンケート記入　確認テスト

モジュールを屋根に設置し接続ボックスやパワーコントロール等の機器に接続する。
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・全 99時間 （50分授業） 

・1日 6時間×16.5日間 夏休みなど休業期間内に実施 

・もしくは 3時間×33回（週 3時間授業で 1年間相当） 

・太陽光発電と風力発電の共通の科目 

 再生可能エネルギー 8時間 安全衛生 3時間 

 

（２）中期プログラム時間割案 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

オリエンテーショ ン

再生可能
エネルギー

安全衛生

１時限

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光
モジュール
施工実習

太陽光発電
施工

太陽光発電
システム

調査実習

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

太陽光発電
システム

調査実習

太陽光
運用保守

実習
再生可能

エネルギー

太陽光発電
基礎

太陽光発電
設計

 

11日目 12日目 13日目 14日目 15日目 16日目 １7日目
月 火 水 木 金 月 火

風力発電
基礎知識

風力発電
システム

風力発電
施工実習

風力発電
施工実習

運用保守
実習

６時限

風力発電の
開発計画

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

運用保守
実習

風力発電の
運用と保守

風力発電
施工実習

確認テスト
アンケート

修了式

 

■シラバスは太陽光発電、風力発電の項を参照 



  
219 

 

  

【３】長期プログラム 

◆プログラムの活用 

本校が平成 25年度に実施・実証するために、平成 24年度に推進協議会で審議し

策定する、再生可能エネルギーに対応した電気施工技術者育成プログラムの素案

である。 

 

○対象学科：電気電子工学科・エネルギー工学科 

 

○科目：再生可能エネルギー 週 3時間（50分授業）通年 34週 

 

○学科：新エネルギー工学科 1年課程 

 ＜2年課程は平成 24年度推進協議会で検討する＞ 

 

○時期：4月～3月 

 

（１）履修科目：再生可能エネルギー 

 

・通年で週 3時間×30週（前期・後期各 15週） 

・太陽光発電 60時間、風力発電 30時間 

・3単位 

・科目名：再生可能エネルギー 

・電気電子工学科向け 

・太陽光モジュール取付の模擬屋根製作時間含まず（約 12時間） 

 

＜教材等＞ 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの項参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

 

＜講師＞ 

・本校専任講師、メーカー、エンジニアリング会社の協力、大学講師 
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再生可能エネルギー 指導担当者名

通年 対象学科

3単位 週時間数

学期 週数 指導項目

1 再生可能エネルギー技術

2 太陽光発電基礎

3 太陽光発電基礎

4 太陽光発電基礎

5 スマートグリッド

6 安全衛生

7 太陽光発電システム

8 太陽光発電システム 償却　売電　積算　見積

9 現場調査 建物調査　電気設備調査

10 現場調査 設置方法　金具　部材

11 太陽光発電設計

12 太陽光発電施工　学科

13 太陽光発電施工　実習

14 太陽光発電施工　実習

15 太陽光発電施工　実習

16 前期試験 テスト

17 試験講評 まとめ

18 太陽光発電施工　実習

19 太陽光発電施工　実習

20 太陽光発電施工　実習

21 運用保守

22 運用保守

23 風力発電基礎

24 風力発電基礎

25 風力発電機

26 風力発電の開発計画

27 見学

28 見学

29 風力発電施工

30 風力発電施工

31 風力発電運用

32 風力発電の運用と保守

33 後期試験

34 試験講評・まとめ

モジュール取付　屋根違い

系統連係　取扱説明　完成検査

トラブルシューティング　定期点検

配線　発電

ユニット組立設置

日大工学部

風車と社会

風車の性能評価　発電機

調査　事業計画と設計　建設

太陽光テスト　風力発電概要

注意事項　工具　機器と部材の説明

ラックの取り付け　パネルの取り付け　接続

前回続き　まとめ　テスト

モジュール取付　屋根違い

電気回路　機械系統　点検　保守

布引高原風力発電所

設置台工事

環境政策　関連法規

スマートグリッドの概要

高所作業　屋根の勾配 

システムの構成と仕様　据付場所　屋根

電気電子工学科

学習のねらい・内容・準備資料等

単位数

使用教材

学習目標
太陽光発電と風力発電の学科と実習を主に、再生可能エネルギーや環境政策のスキルを持つエネルギー関連に強い

技術者を養成する。太陽光発電システムメーカーや風力発電所のエンジニアリング会社への就職も視野に入れた実践

的な履修内容である。

中間・期末に筆記試験評価方法

開講時期

科目名

3時間

後期試験

まとめ

後期

前期

地熱・風力・水力・太陽光・バイオマス

平面図　モジュール配置図

建築と屋根　施工手順と工程　設置と配線

太陽の科学　電気

太陽光発電

モジュール取付　屋根違い
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（2）専門学校の 1 年課程学科： 

 

１．学科名：新エネルギー工学科 

 

２．分野：工業課程 

 

３．修業年限：１年制（昼間） 

 

４．定員：入学定員 20名 男女 

 

５．設置趣旨： 

東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故による復興計画の中でも再生可能

エネルギー関連産業の集積施策が今後推進されていくにあたり、復興の使命感に燃

える若い人材を育成するニーズが高まっていくことが予想される。求められている

知識と技術を持つ人材を養成することが急務である。 

 

６．人材育成方針： 

①太陽光発電のシステムを理解し、設計・施工ができる 

②風力発電のシステムを理解し、保守点検に必要な技術を身につける 

③環境やエネルギーに精通し、地域や顧客にあった企画提案ができる 

④電気工事、住宅建築、住宅設備の知識と技術を持っている 

 

７．取得可能な資格：第二種電気工事士 

 

８．卒業後の代表的な職種・職業 

太陽光発電システムメーカー、エネルギー関連エンジニアリング会社、 

電気設備会社、住宅設備会社、住宅メーカー、電力会社、電機メーカー 
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９．カリキュラム 

①科目・内容・時間・単位数 

履修期間

習得技術

科目 期間 週授業時間 年間授業時間 取得単位

学
科

再生可能エネルギー 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

就職実務 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

スマートグリッド 通年 ２ 時間 ６８ 時間 4

電気工事 通年 ３ 時間 １０２ 時間 6

太陽光発電システム 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

太陽光発電設計・施工 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅建築 前期 ３ 時間 ５１ 時間 3

住宅設備 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電システム 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

風力発電機器 後期 ３ 時間 ５１ 時間 3

安全衛生 臨時 ３ 時間

実
習

施工・保守・点検実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

電気工事実習 通年 ６ 時間 ２０４ 時間 6

計 週 ３０ 時間 １,０２０ 時間 48

作業環境、作業方法の改善　労働安全法の理解と労働災害の防止

現場調査、太陽光発電・風力発電システムの施工とメンテナンス

風量発電機の電気と機械の基礎知識　タワー　増速機　ブレード

構成機器、設置条件、導入効果、積算、見積

講座期間 週30時間×34週　計1020時間

主な科目の概要

オール電化機器　電力会社　電気料金　ガス設備

対象 専門学校

太陽光発電・風力発電の基礎知識

電気工事施工　電気基礎　電気機器　電子技術　制御技術

建築の基礎知識　屋根　増改築　エコロジー住宅

風力発電の原理　風車の構造　機種　風力発電の導入と開発計画

業界研究　自己分析　応募書類作成　面接対策　ビジネスマナー

電気配線まで、電気工事に関する総合的な技術　電気設備管理

1年間

再生可能エネルギー技術

スマートグリッド　環境関連法規　ビジネス　環境技術に関する最新の動向と情報

平面図、配置図作成、設置方法、屋根材毎に異なる施工方法の知識

 

 

 

②カリキュラム表 

SEQ 科目

1 就職実務

2 再生可能エネルギー

3 スマートグリッド

4 電気工事

5 太陽光発電システム

6 風力発電システム

7 太陽光発電設計施工

8 風力発電機器

9 住宅建築

10 住宅設備

11

12 施工保守点検実習

13 電気工事実習

4

4/9 4/16 4/23

0 1 2

2 2

2 2

2 2

3 3

3 3

3 3

3 3

6 6

6 6

5 6 7

5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

8 9 10 11 12

8/20 8/27 9/3 9/10 9/17 9/24 10/1 10/8 10/15 10/22 10/29 11/5 11/12 11/19 11/26 12/3 12/10

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

1 2

1/14 1/21 1/28 2/4 2/11

30 31 32 33 34

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

6 6 6 6 6

6 6 6 6 6

合計時間

68

68

68

102

51

51

51

51

51

51

0

204

204

0 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

0

1020  
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③時間割例 

月 火 水 木 金

就職実務

再生可能

エネルギー

スマート
グリッド

電気工事

前期

太陽光発電

システム

後期

風力発電

システム

前期

住宅建築

後期

住宅設備

６時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

前期

太陽光発電

設計・施工

後期

風力発電

機器

電気工事実習
施工保守点検

実習

 

④備考 

・専門学校の教育課程 1年に準拠 週 30時間×34週 

・通年 34週（前期・後期各 17週）年間授業時間数 1020 時間 

・前期太陽光発電中心、後期風力発電中心 

・テスト等評価の期間を含む 

・電気電子工学科・エネルギー工学科等に 2年課程を修了後 3年目の課程として 

・1年課程で履修する場合でも第二種電気工事士の受験資格が得られる 

 ◆シラバスは平成 24年度の成果をもとに作成する予定 

 

⑤教材等 

・太陽光発電モジュールキット、風力発電キット（中期プログラムの項参照） 

・設置場所の確保（太陽光モジュール、風車） 

⑥講師 

・ 専門学校専任講師、メーカー、エンジニアリング会社の協力、大学講師 

 



  
224 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 文部科学省 

東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業 

 

再生可能エネルギー・スマートグリット分野技術者育成事業 

事業報告書 
 

発行■平成 24 年 3 月 

 

編集・発行■再生可能エネルギー・スマートグリット分野技術者育成事業推進協議会 

 

 

問い合わせ■連絡先 
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